
備 考

新 設 学 部 等 の 目 的

本学の入学・編入学ニーズは近年高まりを見せている。本学としては、アドミッション・ポリ
シーを満たす者の受入れ要請に応え学びの機会を確保するという使命を有する一方で、入学定
員充足率の適正化を図ることが求められ、現行の定員規模ではその調整が困難な状況が続いて
いる。実践的学士課程教育を行う本学への進学ニーズは引き続き高い状態が続くとみられるこ
とから、入学定員と収容定員を変更する必要がある。また、編入学においては現在、３年次編
入学のみを受入れているが、近年、学びのニーズが多様化している。非芸術系学部からの編入
学生など、３年次編入学生の多くが２年次開講科目を履修している状況を踏まえ、効果的効率
的に学習成果が得られるようにするために、３年次編入学定員を減じ、２年次編入学を開始す
る必要がある。このようなことから本申請を行うものとする。

新
設
学
部
等
の
概
要

大 学 本 部 の 位 置 滋賀県大津市仰木の里東四丁目３番１号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ガ ッ コ ウ ホ ウ ジ ン キ ョ ウ ト セ イ ア ン ガ ク エ ン

設 置 者 学　校　法　人　京　都　成　安　学　園

大 学 の 目 的

デザイン及び美術に関する学術の中心として、広く知識を授けると共に、深く専門の理解、技
能及びその応用を教授研究し、人格の完成を図り、国際性に富み、個性豊かな教養の高い人材
を育成し、もって文化の創造・発展、産業の発展、国家社会の福祉に寄与することを目的とす
る。

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

芸術学部
(Faculty of Art)

年

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ セ イ ア ン ゾ ウ ケ イ ダ イ ガ ク

大 学 の 名 称 成安造形大学(Seian University of Art and Design)

人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

滋賀県大津市仰木の里東
四丁目３番１号 芸術学科

 (Department of Art)
4

220
（200）

2年次
4

（0）
令和5年4月
第1年次

900
（820）

学士（芸術学）
(Bachelor of

Art)

卒業要件単位数
講義

－ 単位

該当なし

令和5年4月
第2年次

計
220

（200）

2年次
4

（0）
3年次

4
（10）

900
（820）

令和5年4月
第3年次

3年次
4

（10）

演習 実験・実習 計

－ － 科目 － 科目 - 科目 － 科目

同一設置者内における変
更 状 況
（定員の移行，名称の変
更 等 ）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等

22人 13人 2人 7人 44 9人

（-）

（-）

合 計
22人 13人 2人 7人

兼任
教員等教授 准教授 講師 助教 計

新
設
分

芸術学部　芸術学科
22人 13人 2人 7人 44人 9人 131 人

(22) （13） （2） （7） （44） (9) （131）

助手

計

- - - -

131 人

(22) （13） （2） （7） （44） (9) （131）

- - -
既
設
分

なし
（-） （-） （-） （-） （-）

9人 131 人

（-）
計

- - - - - - -

（-） （-） （-） （-） （-）

（-）

(22) （13） （2） （7） （44） (9) （131）

44人

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職 種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
35人 34人 69人

(35)

図 書 館 専 門 職 員
1 0 1

（1） （0） （1）

（34） （69）

技 術 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

計
34人 71人

（34） （71）

そ の 他 の 職 員
1 0 1

（1） （0） （1）

37人
(37）

基本計画書－1



大学全体

専任教育職員

特別任用教育職員

助教

総合領域

地域実践領域

上記以外

大学全体

49,688.26 ㎡

運 動 場 用 地 3,131 ㎡ － ㎡ － ㎡ 3,131 ㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 49,688.26 ㎡ － ㎡ － ㎡

小 計 52,819.26 ㎡ － ㎡ － ㎡ 52,819.26 ㎡

そ の 他 2,535 ㎡ － ㎡ － ㎡ 2,535 ㎡

20668.1 ㎡ － ㎡ － ㎡ 20668.1 ㎡

　（20668.1㎡） （ －　　㎡） （ － ㎡） 　（20668.1㎡）

合 計 55,354.26 ㎡ － ㎡ － ㎡ 55,354.26 ㎡

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0　室

（補助職員　0人） （補助職員0人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室 数

大学全体 31 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

8室 6室 114室
15室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具

大学全体
85,534〔8,089〕　 376種〔31〕　 0〔　　〕　 3,144 0

計
3,144 0

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

793 ㎡ 104 63,550

0

（81,934〔7,999〕） （　376種〔31〕） （　　〔　　〕） ( 2,994 ) 0 0

0

（81,934〔7,999〕） （　376種〔31〕） （　　〔　　〕） ( 2,994 ) （　　0　　） （　　0　　）

85,534〔8,089〕　 376種〔31〕　 0〔　　〕　

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

917.46 ㎡ 該 当 な し 該 当 な し

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第４年次 第５年次

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、寄付金収入等

150千円

第６年次

1,363千円

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 成安造形大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人

1,163千円 － 千円 － 千円

第１年次

倍

芸術学部　芸術学科 4 200
3年次

10 820
学士（芸術学）
(Bachelor of
Art) 1.14 平成5年度

滋賀県大津市仰木の里
東四丁目３番１号

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

該当なし

963千円 － 千円 － 千円

1,603千円 1,603千円 － 千円 － 千円

大学全体

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

150千円

150千円

－

－

－

－

250千円 250千円 － －

－ －

－ －25,514千円 25,514千円 25,514千円 25,514千円

1,700千円 1,700千円 1,700千円 1,700千円 － －

－ －

教員１人当り研究費等 150千円 150千円

学生１人当り
納付金 1,163千円

1,803千円

963千円

1,603千円

963千円

25,514千円

250千円 250千円

1,700千円

第２年次 第３年次

1,163千円 1,163千円

150千円 150千円 150千円

－ －
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学校法人京都成安学園  設置認可等に関わる組織の移行表 

令和４年度 
入学

定員 

編入学 

定員 

収容 

定員 令和５年度 
入学 

定員 

編入学 

定員 
収容 

定員 変更の事由 

成安造形大学 成安造形大学 

芸術学部 
３年次 

芸術学部 
２年次  

芸術学科 200 10 820 芸術学科 220 4 900 入学定員変更（２０）

３年次 
２年次編入受入開始（４）

4 ３年次編入学定員変更（△６）

計 200 ３年次 10 820 

計 220 

２年次  4 

900 
３年次  4 
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 ○ 2 1 【オムニバス】

1後 1 ○ 4 【オムニバス】

1前 1 ○ 2 【共担】

1前 1 ○ 2 【共担】

1後 1 ○ 2 【共担】

1後 1 ○ 2 【共担】

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 1 ○ 1 1 2 兼 8

1後 1 ○ 1 1 2 兼 8

1前 1 ○ 1 1 1 兼 9

1前 1 ○ 1 1 1 兼 9

1前 1 ○ 2

1後 1 ○ 2

1後 1 ○ 兼 1

1前 1 ○ 2 【共担・集中】

1後 1 ○ 1 1 【共担・集中】

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

－ 0 29 0 27 5 0 13 0 兼 35

備考

ファウンデーション実習Ａ４

ス

タ
ー

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

科

目

プレファウンデーション実習２

プレファウンデーション実習１

ファウンデーション実習Ｃ２

ファウンデーション実習Ｃ１

ファウンデーション実習Ｂ３

大学入門２

東洋・日本美術史概説Ｂ

東洋・日本美術史概説Ａ

スタディスキル実習４

スタディスキル実習３

スタディスキル実習２

スタディスキル実習１

ファウンデーション実習Ｂ２

ファウンデーション実習Ｂ１

芸
術
基
礎
科
目

フ
ァ

ウ
ン
デ
ー

シ
ョ

ン
科
目

大学入門１

デザイン史概説Ａ

デザイン史概説Ｂ

ファウンデーション実習Ａ１

ファウンデーション実習Ａ２

小計（23科目） －

基
礎
科
目
群

西洋美術史概説Ａ

西洋美術史概説Ｂ

ファウンデーション実習Ａ３

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術学部芸術学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

基本計画書－4



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1・2前 2 ○ 5 1 【オムニバス】

1・2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 3 兼 3 【オムニバス】

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 5 1 兼 1 【オムニバス】

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 1 兼 1

2・3前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 2 兼 1 【オムニバス】

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 2 【オムニバス・集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

2・3・4前 1 ○ 1 兼 1 【集中】

2・3前 1 ○ 1 兼 2 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 1 兼 1 【集中】

1・2・3・4前 1 ○ 1 兼 1 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 1 兼 1 【集中】

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 3 ○ 兼 1 【隔年】

－ 0 110 11 35 19 1 0 0 兼 36

美術論２

美術論３

美術論４

情報デザイン概論

情報デザイン論１

情報デザイン論２

芸術鑑賞Ｂ

芸術鑑賞Ａ

美術論１

舞台美術演習

デザイン演習

絵画演習

工芸演習

空間デザイン概論

色彩演習

人体表現演習

彫刻演習

住居・住宅論

住宅一般構造

建築構造演習２

建築構造演習１

建築施工

住居と法律

小計（64科目）

メディアアート概論

現代デザイン論Ａ

現代デザイン論Ｂ

現代美術論Ａ

工芸史

図法演習

イラストレーション論３

空間デザイン論２Ｃ

空間デザイン論２Ｂ

空間デザイン論２Ａ

空間デザイン論１

情報デザイン論３

情報デザイン論４

美術概論

イラストレーション論４

応
用
科
目
群

総合デザイン概論

イラストレーション概論

空間デザイン論２Ｄ

空間デザイン論２Ｅ

空間デザイン論２Ｆ

美術理論

日本美術史Ａ

日本美術史Ｂ

－

芸
術
応
用
科
目

２
級
建
築
士
受
験
資

格
科
目

イラストレーション論２

イラストレーション論１

現代美術論Ｂ

絵画材料学

西洋美術史Ａ

西洋美術史Ｂ

日本建築史

西洋建築史

美術科教育法４

美術科教育法３

美術科教育法２

美術科教育法１

特別講義６

特別講義５

特別講義４

特別講義３

特別講義２

特別講義１

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前 2 ○ 1

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前 1 ○ 兼 1

1・2・3・4後 1 ○ 兼 1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 2 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1

1・2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1

1前 1 ○ 兼 1

1後 1 ○ 兼 1

2前 1 ○ 兼 1

2後 1 ○ 兼 1

－ 0 79 0 23 11 0 0 0 兼 25

教
養
科
目
群

英会話Ａ

英会話Ｂ

日本語Ｄ

小計（52科目） －

スポーツ実習Ｅ

英語入門Ⅰ

英語入門Ⅱ

英語Ａ

英語Ｂ

英語Ｃ

人間関係実習Ｂ

健康体力論

スポーツ実習Ａ

スポーツ実習Ｂ

スポーツ実習Ｃ

スポーツ実習Ｄ

英会話Ｃ

英会話Ｄ

英会話Ｅ

日本語Ａ

日本語Ｂ

日本語Ｃ

英語Ｄ

英語Ｅ

英語Ｆ

英語Ｇ

外
国
語
科
目

現代社会論Ａ

社会学Ｂ

社会学Ａ

自然科学概論Ｄ

自然科学概論Ｃ

文化史Ａ

文化史Ｂ

心理学Ａ

心理学Ｂ

深層芸術心理学Ａ

深層芸術心理学Ｂ

現代社会論Ｂ

法学［日本国憲法］

人権教育

哲学Ａ

哲学Ｂ

宗教学Ａ

宗教学Ｂ

文化人類学Ａ

文化人類学Ｂ

考古学Ｂ

美学Ａ

美学Ｂ

教
養
科
目

自然科学概論Ｂ

自然科学概論Ａ

人間関係実習Ａ

考古学Ａ

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基本計画書－6



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

2前 2 ○ 1 1

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4後 2 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 兼 1 【隔年・集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 兼 1

1通年 2 ○ 1 兼 1

1通年 2 ○ 1

1通年 2 ○ 4

1通年 2 ○ 1

1通年 2 ○ 3

2通年 2 ○ 3 1 兼 1

2通年 2 ○ 4 1

2通年 2 ○ 4

2通年 2 ○ 1

2通年 2 ○ 2 3

3通年 2 ○ 3 1 兼 1

3通年 2 ○ 4 1

3通年 2 ○ 1 4 兼 1

3通年 2 ○ 1

3通年 2 ○ 2 3

4通年 2 ○ 3 1 兼 1

4通年 2 ○ 4 1

4通年 2 ○ 1 4 兼 1

4通年 2 ○ 1

4通年 2 ○ 2 3

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 2 2 【オムニバス】

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

－ 0 85 0 46 53 0 0 0 兼 11－

英語実践講座Ｃ

色彩実践講座Ａ

色彩実践講座Ｂ

コンピュータ実践講座Ａ

コンピュータ実践講座Ｂ

英語実践講座Ａ

英語実践講座Ｂ

就業力育成論１

就業力育成論２

就業力育成論３

就業力育成演習Ａ

就業力育成演習Ｂ

就業力育成演習Ｃ

就業力育成演習Ｄ

ポートフォリオ演習

小計（49科目）

プロジェクト演習３Ｃ

プロジェクト演習３Ｄ

プロジェクト演習３Ｅ

プロジェクト演習４Ａ

プロジェクト演習４Ｂ

プロジェクト演習４Ｃ

プロジェクト演習２Ｂ

プロジェクト演習２Ｃ

プロジェクト演習２Ｄ

プロジェクト演習２Ｅ

プロジェクト演習３Ａ

プロジェクト演習３Ｂ

社
会
実
践
科
目
群

地
域
貢
献
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

コミュニティデザイン概論

コミュニティデザイン論１

コミュニティデザイン論２

琵琶湖の民俗史

近江学Ａ

近江学Ｂ

エコロジーと社会

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

就業力育成論４

プロジェクト演習４Ｄ

プロジェクト演習４Ｅ

キャリアデザイン概論１

キャリアデザイン概論２

キャリアデザイン論Ａ

キャリアデザイン論Ｂ

インターンシップＡ

インターンシップＢ

プロジェクト演習１Ａ

プロジェクト演習１Ｂ

プロジェクト演習１Ｃ

プロジェクト演習１Ｄ

プロジェクト演習１Ｅ

プロジェクト演習２Ａ

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前後 2 ○ 1 兼 3 【共担】

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 1 兼 1

1後 2 ○ 1 兼 1

1前後 2 ○ 1 1 兼 1

1前後 2 ○ 兼 2

1後 2 ○ 1 兼 3 【オムニバス】

1後 2 ○ 1 兼 3 【オムニバス】

1前後 2 ○ 1

1前後 2 ○ 1 兼 1

1前後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1 1 【共担】

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼 1

1前 2 ○ 兼 1

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 2 兼 1 【オムニバス】

1前後 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 1 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

－ 0 60 0 14 15 1 2 0 兼 25

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 2 1 【オムニバス】

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 2

3後 2 ○ 1 兼 1

3後 2 ○ 4 3

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 兼 2

2前 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

イラストレーション実習１－ｈ

イラストレーション実習１－ｉ

イラストレーション実習１－ｄ

イラストレーション実習１－ｅ

イラストレーション実習１－ｆ

地域実践基礎演習２

総合プロジェクト演習２

総合プロジェクト演習３

総合プロジェクト演習４

総合プロジェクト演習５

イラストレーション演習１

イラストレーション演習２

総合デザイン演習６

総合デザイン演習７

総合デザイン演習８

総合デザイン実習１

総合デザイン実習２

総合プロジェクト演習１

イラストレーション実習１－ａ

イラストレーション実習１－ｂ

イラストレーション実習１－ｃ

イラストレーション演習３

イラストレーション演習４

イラストレーション演習５

イラストレーション演習６

イラストレーション演習７

イラストレーション演習８

総合デザイン演習４

地域実践基礎演習３

地域実践基礎演習４

小計（30科目）

空間デザイン基礎演習１

地域実践学入門１

地域実践学入門２

地域実践基礎演習１

基礎造形実習４Ｄ

基礎造形実習１Ｅ

基礎造形実習２Ｅ

基礎造形実習３Ｅ

総合デザイン基礎演習１

総合デザイン基礎演習２

総合デザイン演習１

総合デザイン演習２

総合デザイン演習３

空間デザイン基礎演習２

イラストレーション基礎演習１

イラストレーション基礎演習２

美術基礎演習１

美術基礎演習２

情報デザイン基礎演習１

情報デザイン基礎演習２

総合デザイン演習５

イラストレーション実習１－ｇ

基礎造形実習２Ｂ

配当年次

単位数 授業形態

専
門
導
入
科
目
群

基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

－

専
門
導
入
科
目

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３Ｃ

授業科目の名称
科目
区分

専任教員等の配置

備考

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

基礎造形実習４Ｃ

基礎造形実習１Ｄ

基礎造形実習２Ｄ
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2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 2 【共担】

2後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

美術演習６－ｂ

美術演習６－ｃ

美術演習７－ａ

美術演習４－ｂ

美術演習４－ｃ

美術演習５－ａ

美術演習５－ｂ

美術演習５－ｃ

美術演習６－ａ

美術演習１

美術演習２－ａ

美術演習２－ｂ

美術演習２－ｃ

美術演習３

美術演習４－ａ

イラストレーション実習５

イラストレーション実習６

イラストレーション実習７

イラストレーション実習８

イラストレーション実習９

イラストレーション実習１０

イラストレーション実習４－ｄ

イラストレーション実習４－ｅ

イラストレーション実習４－ｆ

イラストレーション実習４－ｇ

イラストレーション実習４－ｈ

イラストレーション実習４－ｉ

イラストレーション実習３－ｇ

イラストレーション実習３－ｈ

イラストレーション実習３－ｉ

イラストレーション実習４－ａ

イラストレーション実習４－ｂ

イラストレーション実習４－ｃ

イラストレーション実習３－ｂ

イラストレーション実習３－ｃ

イラストレーション実習３－ｄ

イラストレーション実習３－ｅ

イラストレーション実習３－ｆ

イラストレーション実習２－ｄ

イラストレーション実習２－ｅ

イラストレーション実習２－ｆ

イラストレーション実習２－ｇ

イラストレーション実習２－ｈ

イラストレーション実習２－ｉ

イラストレーション実習２－ａ

イラストレーション実習２－ｂ

イラストレーション実習２－ｃ

イラストレーション実習３－ａ

美術演習８－ａ

美術演習８－ｂ

美術演習８－ｃ

美術実習１－ａ

美術実習２－ａ

美術実習２－ｂ

美術実習２－ｃ

美術実習３－ａ

美術演習７－ｂ

美術演習７－ｃ

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

美術実習３－ｂ

美術実習３－ｃ

美術実習１－ｂ

美術実習１－ｃ
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2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 【共担】

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

空間デザイン演習１－ｂ

空間デザイン演習１－ｃ

空間デザイン演習２－ａ

空間デザイン演習２－ｂ

空間デザイン演習２－ｃ

情報デザイン実習７―ａｃ

情報デザイン実習７―ｂ

情報デザイン実習７―ｄ

情報デザイン実習８―ａｂｄ

情報デザイン実習８―ｃ

空間デザイン演習１－ａ

情報デザイン実習５―ａ

情報デザイン実習５―ｂ

情報デザイン実習５―ｃｄ

情報デザイン実習６―ａ

情報デザイン実習６―ｂ

情報デザイン実習６―ｃｄ

情報デザイン実習２―ｂｃ

情報デザイン実習２―ｄ

情報デザイン実習３―ａｃｄ

情報デザイン実習３―ｂ

情報デザイン実習４―ａｂｄ

情報デザイン実習４―ｃ

情報デザイン演習６―ｃ

情報デザイン演習７

情報デザイン演習８

情報デザイン実習１―ａｂｄ

情報デザイン実習１―ｃ

情報デザイン実習２―ａ

情報デザイン演習４―ｂｃｄ

情報デザイン演習５―ａ

情報デザイン演習５―ｂ

情報デザイン演習５―ｃｄ

情報デザイン演習６―ａｄ

情報デザイン演習６―ｂ

情報デザイン演習１―ｃｄ

情報デザイン演習２―ａｂ

情報デザイン演習２―ｃ

情報デザイン演習２―ｄ

情報デザイン演習３

情報デザイン演習４―ａ

美術実習７－ｃ

美術実習８－ａ

美術実習８－ｂ

美術実習８－ｃ

情報デザイン演習１―ａ

情報デザイン演習１―ｂ

美術実習４－ａ

美術実習４－ｂ

美術実習７－ｂ

美術実習６－ｃ

美術実習７－ａ

美術実習４－ｃ

美術実習５－ａ

美術実習５－ｂ

美術実習５－ｃ

美術実習６－ａ

美術実習６－ｂ

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

基本計画書－10



2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

3前 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

2前後 2 ○ 1

2前後 2 ○ 1

3前後 2 ○ 1

3前後 2 ○ 1

4前 4 ○ 15 9 1 兼 2

4後 6 ○ 15 9 1 兼 2 【共担】

－ 10 406 0 95 74 9 3 0 兼 107

地域実践プロジェクト演習３

地域実践プロジェクト演習４

専門
研究
科目

専門研究科
目

卒業研究１

卒業研究２

地域実践演習５

地域実践演習６

地域実践演習７

地域実践演習８

地域実践プロジェクト演習１

地域実践プロジェクト演習２

地域実践学３

地域実践学４

地域実践演習１

地域実践演習２

地域実践演習３

地域実践演習４

空間デザイン実習７－ｃ

空間デザイン実習８－ａ

空間デザイン実習８－ｂ

空間デザイン実習８－ｃ

地域実践学１

地域実践学２

空間デザイン実習５－ｂ

空間デザイン実習５－ｃ

空間デザイン実習６－ａｂ

空間デザイン実習６－ｃ

空間デザイン実習７－ａ

空間デザイン実習７－ｂ

空間デザイン実習３－ａ

空間デザイン実習３－ｂ

空間デザイン実習３－ｃ

空間デザイン実習４－ａｂ

空間デザイン実習４－ｃ

空間デザイン実習５－ａ

空間デザイン演習８－ｃ

空間デザイン実習１－ａ

空間デザイン実習１－ｂ

空間デザイン実習１－ｃ

空間デザイン実習２－ａｂ

空間デザイン実習２－ｃ

空間デザイン演習６－ａ

空間デザイン演習６－ｂ

空間デザイン演習６－ｃ

空間デザイン演習７

空間デザイン演習８－ａ

空間デザイン演習８－ｂ

空間デザイン演習３－ｂ

空間デザイン演習３－ｃ

空間デザイン演習４－ａ

空間デザイン演習４－ｂ

空間デザイン演習４－ｃ

空間デザイン演習５

空間デザイン演習３－ａ

小計（205科目） －

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

基本計画書－11



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

学芸員課程2後 2 ○ 兼 1 【集中】

学芸員課程2後 2 ○ 兼 1

学芸員課程1後 2 ○ 1 【集中】

学芸員課程1後 2 ○ 1

学芸員課程2後 2 ○ 1

学芸員課程3前 2 ○ 1

学芸員課程3後 2 ○ 兼 1

学芸員課程2前 2 ○ 兼 1

学芸員課程3前 1 ○ 1

学芸員課程3後 1 ○ 1

学芸員課程4前 1 ○ 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程1後 2 ○ 1

教職課程1後 2 ○ 1

教職課程2前 2 ○ 1

教職課程2前 2 ○ 兼 1

教職課程3前 2 ○ 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程2前 1 ○ 1

教職課程3前 2 ○ 兼 1

教職課程3後 2 ○ 1

教職課程3前 1 ○ 2 【共担】

教職課程4前 2 ○ 2 【共担】

教職課程4後 2 ○ 2 【共担】

教職課程4後 2 ○ 2 【共担】

教職課程3前 1 ○ 1

教職課程3後 1 ○ 1

－ 0 49 0 23 0 0 0 0 兼 9

－ 10 818 11 263 177 11 18 0 兼 248

大
学
が

独
自
に

設
定
す

る
科
目

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

１時限の授業時間 １００分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

卒業に必要な単位数は、次の各号に定めるところにより、１２４単位以上とする。
（１）専門研究科目群の１０単位を修得する。
（２）専門導入科目群、専門基盤科目群、基礎科目群、応用科目群、社会実践科目群、教養科目群より１１４
単位以上を修得する。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １４週

学位又は称号 学士（芸術学） 学位又は学科の分野 芸術

教育制度論

教育相談

教育心理学

特別支援教育論

道徳教育論

教育方法及び総合的な学習の時間の指導法

に授与する学位を併記すること。

（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

方法を併記すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

博物館資料保存論

合計（451科目） －

博物館実習２

博物館実習３

教育原理

教職入門

教育課程・特別活動論

生徒指導・進路指導論

教育実習事前事後指導

教育実習Ａ

小計（28科目） －

学
芸
員
課
程
に
関
す
る
科
目

必

修

科

目

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関

す
る
科
目

道
徳
、

総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教育実習Ｂ

教職実践演習（中・高）

教
職
実
践

演
習
に
関

す
る
科
目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

現場体験活動１

現場体験活動２

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教育現場でのICT活用

博物館教育論

博物館情報・メディア論

生涯学習概論

博物館概論

博物館資料論

博物館経営論

博物館展示論

博物館実習１

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基本計画書－12



（１）滋賀県内における位置関係の図面

地理院地図（国土地理院）を加工して作成

●̶ ̶̶ ̶̶ 成安造形大学

図面-1



（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間が分かる図面 

 

 
「ＪＲおごと温泉駅」から大学までの距離約 1.4km 

 
 

 

図面-2



学生専用
自転車置場 正門

学園歴史
資料室

聚英館

実習C棟
職員駐車場

実習B棟

実習A棟

スパイラル
ギャラリー

バスストップ
ギャラリー

学生専用
自転車駐輪場

守衛室

仰木南北幹線

AED
設置場所

AED
設置場所
AED
設置場所

特定屋外喫煙場所

【食堂棟北側ごみ庫】

AED
設置場所

掲示板

ごみステーション④

共同工房

実習F棟 実習H棟

実習E棟 イベント広場 コミュニティ
スペース「結」

実習D棟 実習G棟
実習I棟

実習J棟

成安
体育館

設置場所設置場所
AED

グラウンド

ライト
ギャラリー

鉄類

ごみステーション⑤

ごみステーション⑦

ギャラリー
ウインドウ

ガーデン
ギャラリー

ギャラリーキューブ

ギャラリー
アートサイト

学生専用車両
出入口（南門）

学生専用
バイク・自転車駐輪場

学生駐車場学生駐車場

仰
木
東
西
幹
線

木材ごみ

石類・ガラス・
せともの類・粘土ごみ

鉄ごみ

プラごみ

成安
体育館

校地面積：55,354.26㎡

校舎面積：20,668.10㎡

（３）校舎、運動場等の配置図

図面-3



学則 

目次 

（１） 学則案の全文・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

（２） 変更事項を記載した書類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０

（３） 変更部分の新旧対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１
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（１―２―２―００１）

成安造形大学学則

平成３年７月３１日制定

目 次

- 1 -

第１章 総則

第１節 目的、自己点検・評価及び情報の

積極的な公開

  第１条 目的

  第１条の２ 自己点検・評価

  第１条の３ 情報の積極的に公開

第２節 組織

  第２条 学部、学科及び定員

  第２条の２ 学部、学科の人材育成目的

第３条 附属研究機関

  第４条 附属図書館

  第５条 事務局

第３節 職員組織

  第６条 職員組織

第４節 学長、副学長及び学部長

  第６条の２ 学長

  第６条の３ 副学長

  第６条の４ 学部長

第５節 教授会及び専門組織

  第７条 教授会

  第８条 専門組織

第６節 学年、学期、授業期間及び休業日

  第９条 学年

  第１０条 学期

  第１１条 授業期間

  第１２条 休業日

第２章 学部及び学科

第１節 修業年限及び在学期間

  第１３条 修業年限

第１４条 在学期間

第２節 入学

  第１５条 入学の時期

  第１６条 入学資格

  第１７条 入学の出願

  第１８条 入学者の選考 

第１９条 入学手続き及び入学許可

  第２０条 学籍

  第２１条 編入学

  第２１条の２ 転入学

  第２１条の３ 再入学

第３節 教育課程及び履修方法等

  第２２条 教育課程

  第２２条の２ 授業科目の方法

  第２３条 授業科目の履修と卒業要件

  第２４条 単位の計算方法

  第２５条 単位の授与

 第２６条 他大学等における授業科目

の履修等

 第２７条 大学以外の教育施設等にお

ける学修

第２８条 第１年次入学者の既修得単

位の認定

  第２９条 第２年次、３年次入学者の既

修得単位の認定

  第３０条 成績

  第３１条 資格取得

  第３１条の２ 免許取得

  第３２条 その他

第４節 休学、復学、転学、留学及び退学

並びに除籍

  第３３条 休学

  第３４条 休学期間

  第３５条 復学

  第３６条 転学

  第３７条 留学

  第３８条 退学

  第３９条 除籍

第５節 卒業及び学位授与

  第４０条 卒業

  第４１条 学位授与

(１)学則案の全文

- 学則 ― 2 ‒
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第６節 研究生、聴講生、単位互換履修生、 
科目等履修生、委託生、研修生、客

員研究員及び外国人留学生

  第４２条 研究生

  第４３条 聴講生

  第４４条 単位互換履修生

  第４５条 科目等履修生

  第４６条 委託生及び研修生

  第４７条 客員研究員

  第４８条 外国人留学生

第３章 学納金及びその他の納付金等

  第４９条 学納金及びその他の納付金

等の金額

  第５０条 学納金等の納入期日

  第５１条 転学、退学及び停学の場合の

学納金等

  第５２条 休学の場合の学納金等
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  第５７条 表彰

  第５８条 懲戒

第５章 厚生施設

  第５９条 保健室

第６章 奨学金

  第６０条 奨学金
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  第６１条 公開講座

第８章 学則の変更

  第６２条 学則の変更
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（１－２－２－００１） 

成安造形大学学則

最終改正施行日 令和５年４月１日 

  第１章  総則 

  第１節  目的、自己点検・評価及び情報の積極的な公開 

 （目的） 

第１条  成安造形大学（以下「本学」という。）は、デザイン及び美術に関する学術の中心

として、広く知識を授けると共に、深く専門の理論、技能及びその応用を教授研究し、人

格の完成を図り、国際性に富み、個性豊かな教養の高い人材を育成し、もって文化の創造・

発展、産業の発展、国家社会の福祉に寄与することを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第１条の２ 本学は、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学における教育研究活動等の状況に

ついて、自ら点検・評価を行い、教育研究水準の向上を図るものとする。 

２ 前項の点検・評価を行なうにあたっての項目の設定、実施体制等については、別に定める。 

（情報の積極的な公開） 

第１条の３ 本学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることができ

る方法によって積極的に公開するものとする。 

 第２節  組織 

（学部、学科及び定員） 

第２条  本学に芸術学部を置く。 

２  芸術学部（以下、「学部」という。）に置く学科及び学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学 科     入学定員 ２年次編入学定員 ３年次編入学定員 収容定員 

芸術学部 芸術学科 ２２０ ４ ４ ９００ 

（学部、学科の人材育成目的） 

第２条の２ 建学の精神、校訓、及び基本理念（教育理念）の下、芸術分野の専門性と創造性
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（クリエイティビティ）に優れ、よりよき社会のあり方について主体的に考え行動するこ

とができる人材の育成を目的とする。 

 

（附属研究機関）  
第３条   本学の目指す教育及び研究活動の一層の推進を図るため、附属の研究機関を置く。 

２   各研究機関に関する必要な事項は、別に定める。  
 

（附属図書館） 

第４条  本学の目指す教育及び研究活動の一層の推進を図るため、附属の研究機関を置く。 

２  各研究機関に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（事務局） 

第５条  本学に、事務局を置く。  
２  前項の事務局に関する必要な事項は、別に定める。 

 

          第３節  職員組織 

 

（職員組織） 

第６条  本学に、次の職員を置く。 

  （１）学長、副学長及び学部長 

  （２）教授、准教授、講師、助教及び助手並びに事務職員及び技術職員、その他必要な  
職員 

２  職員の任免その他の人事に関する必要な事項は、別に定める。 

 

      第４節 学長、副学長及び学部長        

 

（学長） 

第６条の２ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

 

（副学長） 

第６条の３ 副学長は、学長を助け、学長の命を受けて校務をつかさどる。 

 

（学部長） 

第６条の４ 学部長は、学長の命を受けて、学部に関する校務をつかさどる。 

 

第５節  教授会及び専門組織 

 

（教授会） 
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第７条  本学に、教授会を置く。 

２  教授会に関する必要な事項は、別に定める。 

（専門組織） 

第８条  本学に、必要な専門組織を設けることができる。 

  第６節  学年、学期、授業期間及び休業日 

（学年） 

第９条  学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

（学期） 

第１０条  学年を次の２期に分ける。 

  前期  ４月１日に始まり、９月１５日に終わる。 

  後期  ９月１６日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

２  学長は、前項に定める学期について、事情により学期の数又は期間を変更することがで

きる。 

（授業期間） 

第１１条  １年間の授業期間は、３５週を原則とする。 

２ 各授業科目の授業は、１５週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、教育上特別の必要

があると認められる場合は、これらの期間より短い期間において授業を行うことができる。 

（休業日） 

第１２条  休業日は、次のとおりとする。 

（１）日曜日

（２）土曜日

（３）国民の祝日に関する法律に定める休日

 （４）学校法人京都成安学園の創立記念日（７月１７日） 

（５）春期休業（３月１０日より３月３１日までを原則とする）

（６）夏期休業（７月２６日より９月１５日までを原則とする）

（７）冬期休業（１２月２０日より翌年１月１０日までを原則とする）

２  学長は、必要のある場合、前項の休業日を変更することができる。 

３  第１項に定めるもののほか、学長は臨時の休業日を定めることができる。 

第２章  学部及び学科 

  第１節  修業年限及び在学期間 
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（修業年限） 

第１３条  本学の修業年限は、４年とする。 

（在学期間） 

第１４条  本学の在学期間は、８年を超えることができない。ただし、第２１条及び第２１

条の２の規定により入学した学生の在学期間は、同条第２項に定められた在学すべき年数

の２倍に相当する年数を超えることができない。 

  第２節  入学 

（入学の時期） 

第１５条  本学に入学する時期は、学年の始めとする。ただし、本学が必要と認めた場合は、

学期の区分に従い入学することができる。 

（入学資格） 

第１６条  本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

（１）高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者

  （３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で、

文部科学大臣の指定した者 

  （４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして

認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者

（５）専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以降に修了した者 

  （６）文部科学大臣の指定した者（昭和２３年文部省告示第４７号） 

  （７）高等学校卒業程度認定規則（平成１７年文部科学省令第１号）による高等学校卒業

程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者も含む。） 

（８）本学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、入学までに１８歳に達する者 

（入学の出願） 

第１７条  本学への入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び別に定める書類

を添えて、学長に願い出なければならない。 

（入学者の選考） 

第１８条  前条の入学志願者については、別に定めるところにより選考の上、教授会の意見
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を聴いて学長が合格者を決定する。 

 

（入学手続き及び入学許可） 

第１９条  前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに誓約書、

身元保証書その他所定の書類を提出すると共に、所定の入学金及びその他の納付金を納付

しなければならない。 

２  学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（学籍） 

第２０条  前条第１項に定める入学の手続きをした者は、本学の学籍に入れ、学籍簿に登録

する。 

２  前項に定めるところにより、本学の学籍を有する学生は、本学則その他別に定める規定

に基づき、学生の身分に伴う権利を有し、義務を負うものとする。 

 

（編入学） 

第２１条 本学の第３年次に編入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とす

る。 

（１）本学と同系列（学位授与機構の定める芸術学「美術」の専門科目に準じる。以下省

略）の大学を卒業した者 

（２）本学と同系列の短期大学、高等専門学校を卒業した者  
（３）本学と同系列の大学に２年以上在学し、６２単位以上修得した者  
（４）本学と同系列の専修学校のうち文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した

者。ただし、学校教育法第９０条第１項に定める大学入学資格を有する者に限る  
（５）外国において学校教育における１４年以上の課程（日本における通常の課程による

学校教育の期間を含む。）を修了した者。但し、本学と同系列の学士、または準学士、

短期大学士を取得した者に限る  
（６）本学において、前各号と同等と認めた者で、入学までに２０歳に達する者  

２ 本学の第２年次に編入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。  
（１）大学を卒業した者 

（２）短期大学、高等専門学校を卒業した者  
（３）大学に１年以上在学し、３２単位以上修得した者  
（４）専修学校のうち文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者。ただし、学

校教育法第９０条第１項に定める大学入学資格を有する者に限る  
（５）外国において学校教育における１４年以上の課程（日本における通常の課程による

学校教育の期間を含む。）を修了した者。但し、学士、または準学士、短期大学士を

取得した者に限る  
（６）本学において、前各号と同等と認めた者で、入学までに１９歳に達する者  

３  前項、前々項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取
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り扱い、並びに在学すべき年数については、学長が決定する。 

４  編入学に関する必要な事項は、別に定める。

（転入学）

第２１条の２ 本学の第３年次に転入学することができる者は、本学と同系列の大学に２年

以上在学中で、６２単位以上取得した者に限る。また、本学の第２年次に転入学すること

ができる者は、大学に１年以上在学中で、３２単位以上取得した者に限る。

２ 前項の規定により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取り扱い、

並びに在学すべき年数については、学長が決定する。

３ 転入学に関する必要な事項は、別に定める。 

（再入学） 

第２１条の３ 次の各号の一に該当する者で、本学に再入学を志願する者があるときは、選考の上、相当

年次に入学を許可することができる。 

（１）学則第３８条の規定により退学した者 

（２）学則第３９条第１項第１号の規定により除籍した者 

２ 再入学に関する必要な事項は、別に定める。 

  第３節  教育課程及び履修方法等 

（教育課程） 

第２２条  教育課程は、本学の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、体

系的に編成するものとする。 

２ 各授業科目は、必修科目、選択科目及び自由科目に区分し、これを各年次に配当して編

成するものとする。

３  本学の授業科目の種類、単位数は別表第１－１及び別表第１－２、別表第２－１及び別

表第２－２のとおりとする。 

４ 資格・免許状取得に関する科目は、次の各号に定めるところによる。 

（１）博物館法及び同法施行規則に定める学芸員の資格取得に必要な科目・単位数は、別

表第２－１のとおりとする。

（２）教育職員免許法及び同法施行規則に定める科目・単位数は、別表第２－２のとおり

とする。

（授業科目の方法）

第２２条の２ 授業科目は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこ

れらの併用により行うものとする。

２ 文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業科目は、多様なメディアを高度に

利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。
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３ 第１項の授業科目を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様

なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても、同様とする。  
４ 文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以

外の場所で行うことができる。  
 

（授業科目の履修と卒業要件） 

第２３条  学生は、次の各号に定めるところにより、別表第１－１及び別表第１－２の教育

課程を履修しなければならない。 

（１）開設授業科目は、第１年次より第４年次までにおいて履修する。  
（２）必修授業科目は、卒業までにその全部の単位を修得しなければならない。選択授業

科目は卒業までに規定の単位数を修得しなければならない。  
２  卒業に必要な単位数は、次の各号に定めるところにより、１２４単位以上とする。  

（１）専門研究科目群の１０単位を修得する。  
（２）専門導入科目群、専門基盤科目群、基礎科目群、応用科目群、社会実践科目群、教

養科目群より１１４単位以上を修得する。  
３ 前項の規定により卒業要件として修得すべき１２４単位のうち、第２２条の２第２項の

授業の方法により修得した単位数は６０単位を超えることができない。  
 

（単位の計算方法） 

第２４条  各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容を

もって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間

外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算するものとする。 

（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。  
（２）実験・実習及び実技については、３０時間から４５時間の授業をもって１単位とす

る。  
（３）一の授業科目について、講義、演習、実験、実習及び実技のうち二以上の方法の併

用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮

して大学が定める時間の授業をもって１単位とする。  
２ 卒業研究の授業科目については、その学修の成果を評価して単位を与えることができる。 
３ 学修と評価に関する事項は、別に定める。  

 
（単位の授与） 

第２５条  授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。ただし第

２４条第２項の授業科目については、別に定める方法により学修の成果を評価して単位を

与える。 

  

（他大学等における授業科目の履修等） 

- 学則 ― 10 ‒



- 8 - 
 

第２６条  教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において履修した授業

科目について修得した単位を、６０単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

２  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合にも準用する。 

３  前各項に関する必要な事項については、別に定める。 

 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第２７条  教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科にお

ける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし

単位を与えることができる。 

２  前項により与えることができる単位数は、第２６条第１項及び第２項の規定により本学

において修得したものとみなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

３  前２項に関する必要な事項については、別に定める。 

 

（第１年次入学者の既修得単位の認定） 

第２８条  教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学又は短期大学等において履

修した授業科目について修得した単位を、入学後の本学における授業科目の履修により修

得したものとみなすことができる。 

２  教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、

本学における授業科目の履修とみなし単位を与えることができる。 

３  前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学、転入

学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第２６条第１項及

び第２項並びに前条第１項の規定により本学において修得したものとみなす単位数と合

わせて６０単位を超えないものとする。 

４  前３項に関する必要な事項は、別に定める。  
５ 第１年次入学者の単位認定は、学長が決定する。 

 

（第２年次、３年次入学者の既修得単位の認定） 

第２９条  第２年次、３年次入学者の単位認定は、入学以前の大学、短期大学又は専門学校

において修得した単位のうち、卒業に必要な単位として認定できる単位数の上限を６２単

位とする。 

２  第２年次、３年次入学者の単位認定は、学長が決定する。 

３  第２年次、３年次入学者の既修得単位の認定に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（成績） 

第３０条  授業科目の試験の成績は、秀（９０点以上）・優（８０点～８９点）・良（７０

点～７９点）・可（６０点～６９点）・不可（５９点以下）の５種の評語をもって表わし、

秀・優・良・可を合格とする。 
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（資格取得） 

第３１条  博物館法（昭和２６年法律第２８５号）同法施行規則（昭和３０年文部省令第２

４号）に規定する博物館に関する科目及び別に定める科目の単位を修得した者には、学芸

員の資格を授与する。 

 

（免許取得） 

第３１条の２  本学に教育職員免許状授与の所要資格を得させるための課程をおく。 

２  本学において取得することができる免許状の種類は次のとおりとする。 

 

 

学部・学科 免許状の種類 

 

芸術学部芸術学科 
中学校教諭１種免許状（美術） 

高等学校教諭１種免許状（美術） 

 
３  本学において前項の免許状取得を希望する者は、教育職員免許法及び同法施行規則に定

める科目を履修し、その単位を修得しなければならない。 

 

（その他） 

第３２条  この節に定めるもののほか、履修方法等に関する必要な事項は、別に定める。 

 

          第４節  休学、復学、転学、留学及び退学並びに除籍 

 

（休学） 

第３３条  疾病その他特別の理由により２カ月以上修学することができない者は、事由を付

して保証人連署の上「休学願」を提出し、学長の許可を受けなければならない。 

２  疾病、その他特別の理由により修学することが適当でないと認められる者については、

学長は休学を命ずることができる。 

 
（休学期間） 

第３４条  休学期間は、当該年度内とする。ただし、特別の理由がある場合は、継続して２

年を超えない範囲を原則として、休学期間の延長を認めることができる。 

２  休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

３  休学期間は、第１４条の在学期間には算入しない。 

 

（復学） 

第３５条  休学者が復学しようとする場合は、事由を付して保証人連署の上「復学願」を提

出し、学長の許可を受けなければならない。 
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（転学） 

第３６条  他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、事由を付して保証人連署

の上「転学願」を提出し、学長の許可を受けなければならない。 

（留学） 

第３７条  本学と協定を結んでいる外国の大学等で学修することを志願する者は、学長の許

可を得て留学することができる。 

２  前項の許可により留学できる期間は、１年以内とする。 

３ 留学期間は、第１３条に規定する修業年限に含めることができる。 

４ 留学した大学等で修得した単位の取り扱いについては、第２６条の規定による。 

５ 留学に関する必要な事項は、別に定める。 

（退学） 

第３８条  退学しようとする者は、事由を付して保証人連署の上「退学願」を提出し、学長

の許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第３９条  次の各号の一に該当する者は、学長が除籍する。 

（１）授業料の納付を怠り、督促してもなお納入しない者

（２）第１４条に規定する在学期間を超えた者

  （３）第３４条第２項に規定する休学期間を超えてなお復学又は退学についての願い出の

ない者 

（４）死亡又は長期にわたり行方不明の者

（５）正当な理由がなく所定の手続きを怠り、修学意思がないと認められる者

  第５節  卒業及び学位授与 

（卒業） 

第４０条  本学に４年（第２１条及び第２１条の２の規定により入学した者は、同条２項の

在学すべき年数）以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者について

は、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。 

２  学長は、卒業を認定した者に対して卒業証書・学位記を授与する。 

（学位授与） 

第４１条  本学を卒業した者に対して、学士（芸術学）の学位を授与する。 

 第６節  研究生、聴講生、単位互換履修生、科目等履修生、委託生、研修生、 
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   客員研究員及び外国人留学生 

（研究生） 

第４２条  本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、

本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することが

できる。 

２  研究生に関する必要な事項は、別に定める。 

（聴講生） 

第４３条  本学の特定の授業科目の聴講を希望する者があるときは、本学の教育研究に支障

のない場合に限り、選考の上、聴講生として聴講を許可することができる。 

２  聴講生に関する必要な事項は、別に定める。 

（単位互換履修生） 

第４４条   本学において他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む）との協議

により、当該他大学等の学生に単位互換履修生として本学の授業科目を履修させることが

できる。

２  単位互換履修生に関する必要な事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第４５条  本学の特定の授業科目の履修を希望する者があるときは、本学の教育研究に支障

のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として履修を許可することができる。 

２  科目等履修生には、本学則第２５条及び第３０条の規定を準用して単位を与えることが

できる。 

３  科目等履修生に関する必要な事項は、別に定める。 

（委託生及び研修生） 

第４６条  他大学等又は地方公共団体等から、学生や職員の研究・研修を本学に委託したい

旨の申し出があった場合は、委託する理由、これらの学生又は職員の学歴その他必要な事

項を審査し、その結果に基づき、本学の教育研究に支障のない場合に限り、委託生及び研

修生として受け入れることができる。 

２  他大学等から委託された学生は、委託生といい、地方公共団体等から委託された職員は、

研修生という。 

３  委託生・研修生に関する必要な事項は、別に定める。 

（客員研究員） 

第４７条  本学に客員研究員を置くことができる。 

２  客員研究員に関する必要な事項は、別に定める。 
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（外国人留学生） 

第４８条  外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願す

る者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

２  外国人留学生に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第３章  学納金及びその他の納付金 

 

（学納金及びその他の納付金等の金額） 

第４９条  本学の学納金及びその他の納付金等（以下、「学納金等」という。）の種別と金

額は、別表第３及び別表第３－２のとおりとする。 

 

（学納金等の納入期日） 

第５０条  学納金等は、全額一括納入又は２期に分けて納入しなければならない。ただし、

特別の事情があると認められる者は、分納又は延納を認めることができる。 

２  前項の学納金等の納付方法に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（退学及び停学の場合の学納金等） 

第５１条  学期の中途で退学又は除籍された者の当該期分の学納金等は徴収する。 

２  停学期間中の学納金等は徴収する。 

 

（休学の場合の学納金等） 

第５２条  休学を許可され又は命ぜられた者については、在籍料を納付することにより休学

期間中の学納金等を免除する。 

２ 学期途中から休学する場合の学納金等の取扱については、別に定める。 

 

（復学の場合の学納金等） 

第５３条  復学した者は、復学を許可された学期末までの学納金等を指定する期日までに納

入しなければならない。  
 

（学年の中途で卒業する場合の学納金等） 

第５４条  学年の中途で卒業する見込の者は、当該学期までの学納金等を納入しなければな

らない。 

 

（学納金等の免除及び徴収の猶予） 

第５５条  経済的理由により学納金等の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場

合又はその他やむを得ない事情があると認められる場合は、学費等の全部又は一部を免除

し、又は徴収を猶予することができる。                                      
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２  学納金等の免除及び徴収の猶予に関する必要な事項は、別に定める。 

３ 外国人留学生については、別に定める。 

 

（納付した学納金等） 

第５６条  既納された学納金等は、原則として返還しない。 

 

        第４章  賞罰 

 

（表彰） 

第５７条  学長は、学力優秀・品行方正にして学生生活において他の学生の模範となる者を、

卒業時又はその他の機会にこれを表彰することができる。 

２  表彰に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（懲戒） 

第５８条  学長は、学生が本学の学則又は諸規程に違反し、又は学生の本分に反する行為が

あったときは、これを懲戒する。 

２ 懲戒は、訓告、戒告、謹慎、停学及び退学とする。  
３  前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行うことができる。 

  （１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

  （２）学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

  （３）正当な理由がなくて出席が常でない者 

  （４）本学の秩序を乱し、その他学生の本分に著しく反した者 

４  懲戒処分に関する必要な事項は、別に定める。 

 

        第５章  厚生施設 

 

（保健室） 

第５９条  本学に保健室を附設する。 

２  保健室に関する必要な事項は、別に定める。 

 

        第６章  奨学金 

 

（奨学金） 

第６０条  本学に奨学金の制度を設ける。 

２  奨学金の制度に関する必要な事項は、別に定める。 

 

        第７章  公開講座 
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（公開講座） 

第６１条  本学は、社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、公開講座を開設するこ

とができる。                                      

２  公開講座に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第８章 学則の変更 

 

（学則の変更） 

第６２条 本学則の変更は、教授会の意見を聴いて、学長がこれを行う。 

 

附  則 

  本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

 

      附  則 

  本学則は、平成６年４月１日から改正施行する。 

 

      附  則 

  本学則は、平成７年４月１日から改正施行する。 

 

      附  則 

  本学則は、平成８年４月１日から改正施行する。 

 

      附  則 

１  本学則は、平成９年４月１日から改正施行する。 

２  本学則の施行により、学則第２２条第３項に定める別表２「学芸員課程」について、施

行日の前に修得した科目の単位は、新学則の単位を修得したものとみなす。 

 

      附  則 

  本学則は、平成１０年４月１日から改正施行する。 

      附  則 

  本学則は、平成１１年４月１日から改正施行する。 

  

附  則 

１  本学則は、平成１２年４月１日から改正施行する。 

２  本学則の施行により、学則第２２条第３項に定める別表第２「学芸員課程」について、

施行日の前に修得した科目の単位は、新学則の単位を修得したものとみなす。 

 

      附  則 
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１  本学則は、平成１４年４月１日から改正施行する。 

２  本学則は、平成１４年度第１年次入学者及び平成１６年度第３年次編入学者から適用し、

平成１３年度以前の第１年次入学者及び平成１５年度以前の第３年次編入学者は、第１６

条、第２７条を除き平成１２年４月１日改正施行の規程による。 

３  前項にかかわらず、次の授業科目は、平成１１年度、平成１２年度、平成１３年度の第

１年次入学者及び平成１３年度、平成１４年度、平成１５年度の第３年次編入学者に適用

する。 

    経営学１                 ２単位           専門英語Ｄ               ２単位 

    経営学２                 ２単位           専門英語Ｅ               ２単位 

    体育実技［身体表現］     ２単位           専門英語Ｆ               ２単位 

    造形産業実習Ａ           ２単位           専門英語Ｇ               ２単位 

    造形産業実習Ｂ           ２単位           専門英語Ｈ               ２単位 

    身体論                   ２単位           専門英語Ｉ               ２単位 

    舞台美術論               ２単位           専門英語Ｊ               ２単位 

    基本科目特講Ａ           ２単位           専門英語Ｋ               ２単位 

    基本科目特講Ｂ           ２単位           専門英語Ｌ               ２単位 

    基本科目特講Ｃ           ２単位           観光文化論２             ２単位 

    基本科目特講Ｄ           ２単位           国際文化交流論２         ２単位 

    基本科目特講Ｅ           ２単位           ファッション素材論       ２単位 

    基本科目特講Ｆ           ２単位           服飾史１［日本］         ２単位 

    基本科目特講Ｇ           ２単位           服飾史２［西洋］         ２単位 

    基本科目特講Ｈ           ２単位           ファッションビジネス論   ２単位 

    基本科目特講Ｉ           ２単位           服飾心理学               ２単位 

    基本科目特講Ｊ           ２単位           服飾社会学               ２単位 

    専門英語Ａ               ２単位           住宅一般構造             ２単位 

    専門英語Ｂ               ２単位           住環境と法律             ２単位 

    専門英語Ｃ               ２単位           住環境設備               ２単位 

 

 附 則 

１ 本学則は、平成１５年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成１４年度第１年次入学者及び平成１６年度第３年次編入学者から適用する。平成１３

年度以前の第１年次入学者及び平成１５年度以前の第３年次編入学者については、なお従前の例による。 

 

   附 則 

１ 本学則は、平成１６年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成１６年度第１年次入学者から適用する。なお、３年次編入学者については平成１８年

度入学者から適用する。 
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附 則 

１ 本学則は、平成１７年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成１７年度第１年次入学者から適用する。なお、３年次編入学者については平成１９年

入学者から適用する。 

３ 前項にかかわらず、次の授業科目は、平成１４年度、平成１５年度、平成１６年度の第１年次入学者

及び平成１６年度、平成１７年度、平成１８年度の第３年次編入学者に適用する。 

イラストレーション特別演習Ａ １単位    イラストレーション特別演習Ｂ １単位 

イラストレーション特別演習Ｃ １単位    イラストレーション特別演習Ｄ １単位 

 

附 則 

１ 本学則は、平成１８年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成１８年度第１年次入学者から適用する。なお、３年次編入学者については平成２０年

度入学者から適用する。 

３ 前項にかかわらず、次の授業科目は、平成１５年度、平成１６年度、平成１７年度の第１年次入学者

及び平成１７年度、平成１８年度、平成１９年度の第３年次編入学者に適用する。 

プロダクトデザイン概論    ２単位    インターフェイス概論 ２単位 

デザインマーケティング論   ２単位    生産技術論 ２単位 

デザインマネジメント論    ２単位 

 

附 則 

１ 本学則は、平成１９年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成１９年度第１年次入学者から適用する。なお、３年次編入学者については平成２１年

度から適用する。 

３ 前項にかかわらず、次の授業科目は、平成１６年度、平成１７年度、平成１８年度の第１年次入学者

及び平成１８年度、平成１９年度、平成２０年度の３年次編入学者に適用する。 

経済学      ２単位   経営学     ２単位    法学〔日本国憲法〕２単位 

琵琶湖の民俗史  ２単位   近江学Ａ    ２単位    近江学Ｂ     ２単位 

科学技術概論   ２単位   地域文化論   ２単位    健康体力論    ２単位 

スポーツ実習Ａ  １単位   スポーツ実習Ｂ １単位    スポーツ実習Ｃ  １単位 

スポーツ実習Ｄ  １単位   スポーツ実習Ｅ １単位    教養演習Ａ－Ⅰ  ２単位 

教養演習Ａ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｂ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｂ－Ⅱ  ２単位 

教養演習Ｃ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｃ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｄ－Ⅰ  ２単位 

教養演習Ｄ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｅ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｅ－Ⅱ  ２単位 

教養演習Ｆ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｆ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｇ－Ⅰ  ２単位 

教養演習Ｇ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｈ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｈ－Ⅱ  ２単位 

教養演習Ｉ－Ⅰ ２単位   教養演習Ｉ－Ⅱ ２単位   教養演習Ｊ－Ⅰ  ２単位 

教養演習Ｊ－Ⅱ ２単位   基礎英語Ｄ   ２単位   中級英語Ｄ    ２単位 

中級英語Ｅ   ２単位   中級英語Ｆ   ２単位   中級英語Ｇ    ２単位 
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中級英語Ｈ  ２単位  中級英語Ｉ  ２単位  中級英語Ｊ  ２単位 

上級英語Ｃ  ２単位  上級英語Ｄ  ２単位  上級英語Ｅ  ２単位 

上級英語Ｆ  ２単位  上級英語Ｇ  ２単位  上級英語Ｈ ２単位 

フランス語Ａ  ２単位 フランス語Ｂ  ２単位 

キャリアデザイン特講１  ２単位 キャリアデザイン特講２  ２単位 

キャリアデザイン特講３  ２単位 キャリアデザイン演習Ａ  ２単位 

キャリアデザイン演習Ｂ  ２単位 キャリアデザイン演習Ｃ  ２単位 

キャリアデザイン演習Ｄ  ２単位 キャリアデザイン演習Ｅ  ２単位 

キャリアデザイン演習Ｆ  ２単位 キャリアデザイン演習Ｇ  ２単位 

キャリアデザイン演習Ｈ  ２単位 インターンシップＡ  ２単位 

インターンシップＢ  ２単位 インターンシップＣ  ２単位 

コンピュータ資格講座Ａ  １単位 コンピュータ資格講座Ｂ  １単位 

英語資格講座Ａ  １単位  英語資格講座Ｂ  １単位 

英語資格講座Ｃ  １単位  色彩検定講座１  １単位 

色彩検定講座２  １単位  東洋・日本美術史概説Ａ  ２単位 

東洋日本美術史概説Ｂ  ２単位  西洋美術史概説Ａ  ２単位 

西洋美術史概説Ｂ ２単位  デザイン史概説Ａ  ２単位 

デザイン史概説Ｂ  ２単位  図法演習  ２単位  現代音楽論  ２単位 

芸術鑑賞Ａ  ２単位  芸術鑑賞Ｂ  ２単位  芸術鑑賞Ｃ  ２単位 

芸術鑑賞Ｄ  ２単位 

コンピュータ基礎演習１  ２単位 コンピュータ基礎演習２  ２単位 

コンピュータ基礎演習３  ２単位 コンピュータ基礎演習４  ２単位 

コンピュータ実践講座Ａ  １単位 コンピュータ実践講座Ｂ  １単位 

コンピュータ実践講座Ｃ  １単位 コンピュータ実践講座Ｄ  １単位 

コンピュータ実践講座Ｅ  １単位 コンピュータ実践講座Ｆ  １単位 

解剖学  ２単位  美術特論  ２単位  映画史 ２単位 

アニメーション・映像論 ２単位  放送論 ２単位  日本建築史  ２単位 

西洋建築史  ２単位  都市論 ２単位 

プロダクトデザイン概論 ２単位 

インターフェイス概論  ２単位  生産技術論  ２単位 

デザインマーケティング論  ２単位  デザインマネジメント論  ２単位 

日本服飾史   ２単位  西洋服飾史  ２単位  絵画材料学  ２単位 

造形特別実習Ａ １単位  造形特別実習Ｂ １単位  造形特別実習Ｃ １単位 

素描基礎実習Ａ １単位  素描基礎実習Ｂ １単位 素描基礎実習Ｃ １単位 

国際文化交流論 ２単位  国際文化交流実習 ２単位  展示学Ａ  ２単位 

展示学Ｂ  ２単位  創作における権利と倫理  ２単位  観光論 ２単位 

アートマネージメント論Ａ  ２単位   アートマネージメント論Ｂ  ２単位 

地域文化振興論  ２単位  プロデュース論Ａ  ２単位 
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プロデュース論Ｂ      ２単位   プロデュース論Ｃ      ２単位 

プロジェクト演習Ａ１    ２単位   プロジェクト演習Ａ２    ２単位 

プロジェクト演習Ａ３    ２単位   プロジェクト演習Ａ４    ２単位 

プロジェクト演習Ａ５    ２単位   プロジェクト演習Ｂ１    ２単位 

プロジェクト演習Ｂ２    ２単位   プロジェクト演習Ｂ３    ２単位 

プロジェクト演習Ｂ４    ２単位   プロジェクト演習Ｂ５    ２単位 

プロジェクト演習Ｃ１    ２単位   プロジェクト演習Ｃ２    ２単位 

プロジェクト演習Ｃ３    ２単位   プロジェクト演習Ｃ４    ２単位 

プロジェクト演習Ｃ５    ２単位   プロジェクト演習Ｄ１    ２単位 

プロジェクト演習Ｄ２    ２単位   プロジェクト演習Ｄ３    ２単位 

プロジェクト演習Ｄ４    ２単位   プロジェクト演習Ｄ５    ２単位 

プロジェクト特別実習Ａ１  １単位   プロジェクト特別実習Ａ２  １単位 

プロジェクト特別実習Ａ３  １単位   プロジェクト特別実習Ａ４  １単位 

プロジェクト特別実習Ａ５  １単位   プロジェクト特別実習Ｂ１  １単位 

プロジェクト特別実習Ｂ２  １単位   プロジェクト特別実習Ｂ３  １単位 

プロジェクト特別実習Ｂ４  １単位   プロジェクト特別実習Ｂ５  １単位 

プロジェクト特別実習Ｃ１  １単位   プロジェクト特別実習Ｃ２  １単位 

プロジェクト特別実習Ｃ３  １単位   プロジェクト特別実習Ｃ４  １単位 

プロジェクト特別実習Ｃ５  １単位   プロジェクト特別実習Ｄ１  １単位 

プロジェクト特別実習Ｄ２  １単位   プロジェクト特別実習Ｄ３  １単位 

プロジェクト特別実習Ｄ４  １単位   プロジェクト特別実習Ｄ５  １単位 

発想法演習   ２単位   住環境フィールドワーク演習  ２単位 

住宅一般構造  ２単位   住環境と法律  ２単位   住環境設備     ２単位 

民族服飾論   ２単位   衣装芸術論   ２単位   社会調査法演習   ２単位 

サウンド演習  ２単位   メディア演習  ２単位   デザイン総合実習Ａ ２単位 

デザイン総合実習Ｂ  ２単位   造形表現総合実習Ａ  ２単位   

造形表現総合実習Ｂ  ２単位 

 

附 則 

１ 本学則は、平成２０年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成２０年度第１年次入学者から適用する。なお、３年次編入学者については平成２２年

度から適用する。 

３ 前項にかかわらず、次の授業科目は、平成１７年度、平成１８年度、平成１９年度の第１年次入学者

及び平成１９年度、平成２０年度、平成２１年度の３年次編入学者に適用する。 

教養演習Ｋ－Ⅰ ２単位     教養演習Ｋ－Ⅱ ２単位     中級英語Ｋ ２単位 

中級英語Ｌ   ２単位     上級英語Ｉ   ２単位     上級英語Ｊ ２単位 

 

附 則 
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１ 本学則は、平成２２年４月１日から改正施行する。 

（造形学部デザイン科、造形美術科の存続に関する経過措置） 

 造形学部デザイン科、造形美術科は、改正後の学則の第2条の規定にかかわらず、平成22年3月

31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとし、そ

の時点で廃止する。 

２ 本学則は、平成２２年度第１年次入学者から適用する。尚、３年次編入学者については平成２４年度

から適用する。 

３ 前項にかかわらず、平成２２年度と平成２３年度の３年次編入学者は、造形学部デザイン科、または

造形美術科に入学するものとする。尚、その入学定員はデザイン科７名、造形美術科３名とする。 

４ 前３項にかかわらず、次の授業科目は、平成１９年度、平成２０年度、平成２１年度の第１年次入学

者及び平成２１年度、平成２２年度、平成２３年度の３年次編入学者に適用する。 

 ファッションマーケティング論 ２単位   ユーザーインタフェース論   ２単位 

ファッションデザイン論    ２単位   ファッションデザイン史    ２単位 

メディアアート概論    ２単位   大型プリンタ特別実習   １単位 

版画特別実習         １単位   住居と法律          １単位 

建築施工           １単位   建築構造演習１        ２単位 

建築構造演習２        ２単位   英語実践講座Ａ        １単位 

英語実践講座Ｂ        １単位   英語実践講座Ｃ        １単位 

色彩実践講座１        １単位   色彩実践講座２        １単位 

 

附 則 

本学則は、平成２３年４月１日から改正施行する。 

 

   附 則 

１ 本学則は、平成２４年４月１日から改正施行する。 

２ 前項にかかわらず、本学則第２２条第３項に定める別表第２－１「学芸員に関する科目」については、

平成２４年度第１年次入学者及び第３年次編入学者から適用する。平成２３年度以前の第１年次入学者

及び第３年次編入学者は、なお従前の例による。 

３ 前第１項にかかわらず、本学則第３０条に定める成績は、平成２４年度第１年次入学者及び平成２６

年度第３年次編入学者から適用する。 

 

附 則 

１ 本学則は、平成２５年４月１日から改正施行する。 

２ 前項にかかわらず、次の授業科目は平成２２年度の第１年次入学者及び平成２４年度第３年次編入学

者から適用する。 

  デザインプロデュース演習１  ２単位   デザインプロデュース実習１  １単位 

デザインプロデュース演習２  ２単位   デザインプロデュース実習２  １単位 

デザインプロデュース演習３  ２単位   デザインプロデュース実習３  １単位 
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  デザインプロデュース演習４  ２単位   デザインプロデュース実習４  １単位 

デザインプロデュース演習５  ２単位   デザインプロデュース実習５  １単位 

  

  附 則 

１ 本学則は、平成２６年４月１日から改正施行する。 

２ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第１－２、別表第２－１、別表第２－２

及び第２３条第２項については、平成２６年度第１年次入学者及び平成２８年度３年次編入

学者から適用する。 

 

  附 則 

１ 本学則は、平成２７年４月１日から改正施行する。 

 

  附 則 

１ 本学則は、平成２８年４月１日から改正施行する。 

 

附 則 

１ 本学則は、平成２９年４月１日から改正施行する。 

２ 本学則は、平成２９年度第１年次入学者から適用する。なお、第３年次入学者については

平成３１年度から適用する。 

３ 造形学部デザイン科・造形美術科の廃止の時期は、平成２９年３月３１日とする。 

 
附 則 

１ 本学則は、平成３０年４月１日から改正施行する。 

２ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第１―１、別表第１―２及び第２２条第

４項第２号に定める別表第２―２については、平成３０年度第１年次入学者及び平成３２年

度第３年次編入学者から適用する。なお平成２９年度以前の第１年次入学者及び平成３１年

度までの第３年次編入学者については、従前の別表第１―１、別表第１―２及び別表第２―

２を適用する。 

３ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第１―１、別表第１―２の次の授業科目

については、平成２９年度以前の第１年次入学者及び平成３１年度までの第３年次編入学者

にも適用する。 

  ファウンデーション実習Ｂ３  １単位   総合デザイン概論     ２単位 

情報デザイン概論       ２単位   情報デザイン論１     ２単位    

情報デザイン論２       ２単位   情報デザイン論３     ２単位    

情報デザイン論４       ２単位   舞台美術演習       ２単位 

  特別講義６          １単位   エコロジーと社会     ２単位 

４ 前第２項にかかわらず、第２２条第４項第２号に定める別表第２―２の次の授業科目については、平

成２９年度以前の第１年次入学者及び平成３１年度までの第３年次編入学者にも適用する。 

- 学則 ― 23 ‒



- 21 - 
 

  英語Ｅ   １単位     英語Ｆ   １単位     英語Ｇ   １単位  

英会話Ｅ  １単位     ファウンデーション実習Ｂ３ １単位 

 

附 則 
１ 本学則は、平成３１年４月１日から改正施行する。 
２ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第１－１、別表第１－２及び別表第２－２について

は平成３１年度第１年次入学者及び平成３３年度第３年次編入学者から適用する。なお平成３０年度以

前の第１年次入学者及び平成３２年度までの第３年次編入学者については、従前の別表第１―１、別表

第１―２及び別表第２―２を適用する。 
３ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第１―１の次の授業科目については、平成３０年度

以前の第１年次入学者及び平成３２年度までの第３年次編入学者にも適用する。 
   美術理論 ２単位 
 

附 則 

１ 本学則は、令和３年４月１日から改正施行する。 

 

附 則 

１ 本学則は、令和４年４月１日から改正施行する。 

２ 前項にかかわらず、第２２条第３項に定める別表第２－２については令和４年度第１年次入学者から

適用する。なお令和３年度以前の入学者については、従前の別表第２－２を適用する。 

 

附 則 

１ 本学則は、令和５年４月１日から改正施行する。 
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別表第１‐１　授業科目と単位数（第２２条第３項関係）

必修 選択 自由

大学入門１ 1

大学入門２ 1

スタディスキル実習１ 1

スタディスキル実習２ 1

スタディスキル実習３ 1

スタディスキル実習４ 1

東洋・日本美術史概説Ａ 2

東洋・日本美術史概説Ｂ 2

西洋美術史概説Ａ 2

西洋美術史概説Ｂ 2

デザイン史概説Ａ 2

デザイン史概説Ｂ 2

ファウンデーション実習Ａ１ 1

ファウンデーション実習Ａ２ 1

ファウンデーション実習Ａ３ 1

ファウンデーション実習Ａ４ 1

ファウンデーション実習Ｂ１ 1

ファウンデーション実習Ｂ２ 1

ファウンデーション実習Ｂ３ 1

ファウンデーション実習Ｃ１ 1

ファウンデーション実習Ｃ２ 1

プレファウンデーション実習１ 1

プレファウンデーション実習２ 1

総合デザイン概論 2

イラストレーション概論 2

イラストレーション論１ 2

イラストレーション論２ 2

イラストレーション論３ 2

イラストレーション論４ 2

美術概論 2

美術論１ 2

美術論２ 2

美術論３ 2

美術論４ 2

情報デザイン概論 2

情報デザイン論１ 2

情報デザイン論２ 2

情報デザイン論３ 2

情報デザイン論４ 2

空間デザイン概論 2

空間デザイン論１ 2

空間デザイン論２Ａ 2

空間デザイン論２Ｂ 2

単位又は時間数

基
礎
科
目
群

ス
タ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

芸
術
基
礎
科
目

フ
ァ

ウ
ン
デ
ー

シ
ョ

ン
科
目

授業科目の区分等 授業科目の名称

応
用
科
目
群

芸
術
応
用
科
目
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空間デザイン論２Ｃ 2

空間デザイン論２Ｄ 2

空間デザイン論２Ｅ 2

空間デザイン論２Ｆ 2

美術理論 2

現代デザイン論Ａ 2

現代デザイン論Ｂ 2

現代美術論Ａ 2

現代美術論Ｂ 2

絵画材料学 2

メディアアート概論 2

日本美術史Ａ 2

日本美術史Ｂ 2

西洋美術史Ａ 2

西洋美術史Ｂ 2

日本建築史 2

西洋建築史 2

工芸史 2

図法演習 2

色彩演習 2

人体表現演習 2

彫刻演習 2

工芸演習 2

絵画演習 2

デザイン演習 2

舞台美術演習 2

芸術鑑賞Ａ 2

芸術鑑賞Ｂ 2

特別講義１ 1

特別講義２ 1

特別講義３ 1

特別講義４ 1

特別講義５ 1

特別講義６ 1

美術科教育法１ 2

美術科教育法２ 2

美術科教育法３ 2

美術科教育法４ 2

住居と法律 1

建築施工 1

建築構造演習１ 2

建築構造演習２ 2

住宅一般構造 2

住居・住宅論 3

自然科学概論Ａ 2

自然科学概論Ｂ 2

自然科学概論Ｃ 2

自然科学概論Ｄ 2

２
級
建
築
士
受
験
資
格

科
目

教
養
科
目
群

教
養
科
目
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社会学Ａ 2

社会学Ｂ 2

現代社会論Ａ 2

現代社会論Ｂ 2

法学［日本国憲法］ 2

人権教育 2

哲学Ａ 2

哲学Ｂ 2

宗教学Ａ 2

宗教学Ｂ 2

文化人類学Ａ 2

文化人類学Ｂ 2

文化史Ａ 2

文化史Ｂ 2

心理学Ａ 2

心理学Ｂ 2

深層芸術心理学Ａ 2

深層芸術心理学Ｂ 2

考古学Ａ 2

考古学Ｂ 2

美学Ａ 2

美学Ｂ 2

人間関係実習Ａ 1

人間関係実習Ｂ 1

健康体力論 2

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

スポーツ実習Ｃ 1

スポーツ実習Ｄ 1

スポーツ実習Ｅ 1

英語入門Ⅰ 1

英語入門Ⅱ 1

英語Ａ 1

英語Ｂ 1

英語Ｃ 1

英語Ｄ 1

英語Ｅ 1

英語Ｆ 1

英語Ｇ 1

英会話Ａ 1

英会話Ｂ 1

英会話Ｃ 1

英会話Ｄ 1

英会話Ｅ 1

日本語Ａ 1

日本語Ｂ 1

日本語Ｃ 1

日本語Ｄ 1

外
国
語
科
目
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コミュニティデザイン概論 2

コミュニティデザイン論１ 2

コミュニティデザイン論２ 2

琵琶湖の民俗史 2

近江学Ａ 2

近江学Ｂ 2

エコロジーと社会 2

プロジェクト演習１Ａ 2

プロジェクト演習１Ｂ 2

プロジェクト演習１Ｃ 2

プロジェクト演習１Ｄ 2

プロジェクト演習１Ｅ 2

プロジェクト演習２Ａ 2

プロジェクト演習２Ｂ 2

プロジェクト演習２Ｃ 2

プロジェクト演習２Ｄ 2

プロジェクト演習２Ｅ 2

プロジェクト演習３Ａ 2

プロジェクト演習３Ｂ 2

プロジェクト演習３Ｃ 2

プロジェクト演習３Ｄ 2

プロジェクト演習３Ｅ 2

プロジェクト演習４Ａ 2

プロジェクト演習４Ｂ 2

プロジェクト演習４Ｃ 2

プロジェクト演習４Ｄ 2

プロジェクト演習４Ｅ 2

キャリアデザイン概論１ 1

キャリアデザイン概論２ 1

キャリアデザイン論Ａ 2

キャリアデザイン論Ｂ 2

就業力育成論１ 1

就業力育成論２ 1

就業力育成論３ 1

就業力育成論４ 1

就業力育成演習Ａ 2

就業力育成演習Ｂ 2

就業力育成演習Ｃ 2

就業力育成演習Ｄ 2

ポートフォリオ演習 2

インターンシップＡ 2

インターンシップＢ 2

コンピュータ実践講座Ａ 1

コンピュータ実践講座Ｂ 1

英語実践講座Ａ 1

英語実践講座Ｂ 1

英語実践講座Ｃ 1

色彩実践講座Ａ 1

社
会
実
践
科
目
群

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

地
域
貢
献
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目
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色彩実践講座Ｂ 1
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授業科目 単位数 備考

博物館教育論 2 19単位

博物館情報・メディア論 2

生涯学習概論 2

博物館概論 2

博物館資料論 2

博物館資料保存論 2

博物館経営論 2

博物館展示論 2

博物館実習１ 1

博物館実習２ 1

博物館実習３ 1

美術史系列 東洋・日本美術史概説Ａ 2 2系列以上より

東洋・日本美術史概説Ｂ 2 2科目

西洋美術史概説Ａ 2 4単位以上

西洋美術史概説Ｂ 2

デザイン史概説Ａ 2

デザイン史概説Ｂ 2

工芸史 2

文化史系列 文化史Ａ 2

文化史Ｂ 2

考古学系列 考古学Ａ 2

考古学Ｂ 2

民俗学系列 琵琶湖の民俗史 2

文化人類学Ａ 2

文化人類学Ｂ 2

別表第2－1　学芸員課程に関する科目（第22条第4項第1号関係）

必
修
科
目

選
択
科
目
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別表第１-2　授業科目と単位数（第２２条第３項関係）

必修 選択 自由

基礎造形実習１Ａ 2

基礎造形実習２Ａ 2

基礎造形実習３Ａ 2

基礎造形実習４Ａ 2

基礎造形実習２Ｂ 2

基礎造形実習４Ｂ 2

基礎造形実習３Ｃ 2

基礎造形実習４Ｃ 2

基礎造形実習１Ｄ 2

基礎造形実習２Ｄ 2

基礎造形実習４Ｄ 2

基礎造形実習１Ｅ 2

基礎造形実習２Ｅ 2

基礎造形実習３Ｅ 2

総合デザイン基礎演習１ 2

総合デザイン基礎演習２ 2

イラストレーション基礎演習１ 2

イラストレーション基礎演習２ 2

美術基礎演習１ 2

美術基礎演習２ 2

情報デザイン基礎演習１ 2

情報デザイン基礎演習２ 2

空間デザイン基礎演習１ 2

空間デザイン基礎演習２ 2

地域実践学入門１ 2

地域実践学入門２ 2

地域実践基礎演習１ 2

地域実践基礎演習２ 2

地域実践基礎演習３ 2

地域実践基礎演習４ 2

総合デザイン演習１ 2

総合デザイン演習２ 2

総合デザイン演習３ 2

総合デザイン演習４ 2

総合デザイン演習５ 2

総合デザイン演習６ 2

総合デザイン演習７ 2

総合デザイン演習８ 2

総合デザイン実習１ 2

総合デザイン実習２ 2

総合プロジェクト演習１ 2

総合プロジェクト演習２ 2

総合プロジェクト演習３ 2

単位又は時間数
授業科目の区分等 授業科目の名称

専
門
導
入
科
目
群

専
門
導
入
科
目

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目
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総合プロジェクト演習４ 2

総合プロジェクト演習５ 2

イラストレーション演習１ 2

イラストレーション演習２ 2

イラストレーション演習３ 2

イラストレーション演習４ 2

イラストレーション演習５ 2

イラストレーション演習６ 2

イラストレーション演習７ 2

イラストレーション演習８ 2

イラストレーション実習１－ａ 2

イラストレーション実習１－ｂ 2

イラストレーション実習１－ｃ 2

イラストレーション実習１－ｄ 2

イラストレーション実習１－ｅ 2

イラストレーション実習１－ｆ 2

イラストレーション実習１－ｇ 2

イラストレーション実習１－ｈ 2

イラストレーション実習１－ｉ 2

イラストレーション実習２－ａ 2

イラストレーション実習２－ｂ 2

イラストレーション実習２－ｃ 2

イラストレーション実習２－ｄ 2

イラストレーション実習２－ｅ 2

イラストレーション実習２－ｆ 2

イラストレーション実習２－ｇ 2

イラストレーション実習２－ｈ 2

イラストレーション実習２－ｉ 2

イラストレーション実習３－ａ 2

イラストレーション実習３－ｂ 2

イラストレーション実習３－ｃ 2

イラストレーション実習３－ｄ 2

イラストレーション実習３－ｅ 2

イラストレーション実習３－ｆ 2

イラストレーション実習３－ｇ 2

イラストレーション実習３－ｈ 2

イラストレーション実習３－ｉ 2

イラストレーション実習４－ａ 2

イラストレーション実習４－ｂ 2

イラストレーション実習４－ｃ 2

イラストレーション実習４－ｄ 2

イラストレーション実習４－ｅ 2

イラストレーション実習４－ｆ 2

イラストレーション実習４－ｇ 2

イラストレーション実習４－ｈ 2

イラストレーション実習４－ｉ 2

イラストレーション実習５ 2

イラストレーション実習６ 2
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イラストレーション実習７ 2

イラストレーション実習８ 2

イラストレーション実習９ 2

イラストレーション実習１０ 2

美術演習１ 2

美術演習２－ａ 2

美術演習２－ｂ 2

美術演習２－ｃ 2

美術演習３ 2

美術演習４－ａ 2

美術演習４－ｂ 2

美術演習４－ｃ 2

美術演習５－ａ 2

美術演習５－ｂ 2

美術演習５－ｃ 2

美術演習６－ａ 2

美術演習６－ｂ 2

美術演習６－ｃ 2

美術演習７－ａ 2

美術演習７－ｂ 2

美術演習７－ｃ 2

美術演習８－ａ 2

美術演習８－ｂ 2

美術演習８－ｃ 2

美術実習１－ａ 2

美術実習１－ｂ 2

美術実習１－ｃ 2

美術実習２－ａ 2

美術実習２－ｂ 2

美術実習２－ｃ 2

美術実習３－ａ 2

美術実習３－ｂ 2

美術実習３－ｃ 2

美術実習４－ａ 2

美術実習４－ｂ 2

美術実習４－ｃ 2

美術実習５－ａ 2

美術実習５－ｂ 2

美術実習５－ｃ 2

美術実習６－ａ 2

美術実習６－ｂ 2

美術実習６－ｃ 2

美術実習７－ａ 2

美術実習７－ｂ 2

美術実習７－ｃ 2

美術実習８－ａ 2

美術実習８－ｂ 2

美術実習８－ｃ 2
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情報デザイン演習１―ａ 2

情報デザイン演習１―ｂ 2

情報デザイン演習１―ｃｄ 2

情報デザイン演習２―ａｂ 2

情報デザイン演習２―ｃ 2

情報デザイン演習２―ｄ 2

情報デザイン演習３ 2

情報デザイン演習４―ａ 2

情報デザイン演習４―ｂｃｄ 2

情報デザイン演習５―ａ 2

情報デザイン演習５―ｂ 2

情報デザイン演習５―ｃｄ 2

情報デザイン演習６―ａｄ 2

情報デザイン演習６―ｂ 2

情報デザイン演習６―ｃ 2

情報デザイン演習７ 2

情報デザイン演習８ 2

情報デザイン実習１―ａｂｄ 2

情報デザイン実習１―ｃ 2

情報デザイン実習２―ａ 2

情報デザイン実習２―ｂｃ 2

情報デザイン実習２―ｄ 2

情報デザイン実習３―ａｃｄ 2

情報デザイン実習３―ｂ 2

情報デザイン実習４―ａｂｄ 2

情報デザイン実習４―ｃ 2

情報デザイン実習５―ａ 2

情報デザイン実習５―ｂ 2

情報デザイン実習５―ｃｄ 2

情報デザイン実習６―ａ 2

情報デザイン実習６―ｂ 2

情報デザイン実習６―ｃｄ 2

情報デザイン実習７―ａｃ 2

情報デザイン実習７―ｂ 2

情報デザイン実習７―ｄ 2

情報デザイン実習８―ａｂｄ 2

情報デザイン実習８―ｃ 2

空間デザイン演習１－ａ 2

空間デザイン演習１－ｂ 2

空間デザイン演習１－ｃ 2

空間デザイン演習２－ａ 2

空間デザイン演習２－ｂ 2

空間デザイン演習２－ｃ 2

空間デザイン演習３－ａ 2

空間デザイン演習３－ｂ 2

空間デザイン演習３－ｃ 2

空間デザイン演習４－ａ 2

空間デザイン演習４－ｂ 2
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空間デザイン演習４－ｃ 2

空間デザイン演習５ 2

空間デザイン演習６－ａ 2

空間デザイン演習６－ｂ 2

空間デザイン演習６－ｃ 2

空間デザイン演習７ 2

空間デザイン演習８－ａ 2

空間デザイン演習８－ｂ 2

空間デザイン演習８－ｃ 2

空間デザイン実習１－ａ 2

空間デザイン実習１－ｂ 2

空間デザイン実習１－ｃ 2

空間デザイン実習２－ａｂ 2

空間デザイン実習２－ｃ 2

空間デザイン実習３－ａ 2

空間デザイン実習３－ｂ 2

空間デザイン実習３－ｃ 2

空間デザイン実習４－ａｂ 2

空間デザイン実習４－ｃ 2

空間デザイン実習５－ａ 2

空間デザイン実習５－ｂ 2

空間デザイン実習５－ｃ 2

空間デザイン実習６－ａｂ 2

空間デザイン実習６－ｃ 2

空間デザイン実習７－ａ 2

空間デザイン実習７－ｂ 2

空間デザイン実習７－ｃ 2

空間デザイン実習８－ａ 2

空間デザイン実習８－ｂ 2

空間デザイン実習８－ｃ 2

地域実践学１ 2

地域実践学２ 2

地域実践学３ 2

地域実践学４ 2

地域実践演習１ 2

地域実践演習２ 2

地域実践演習３ 2

地域実践演習４ 2

地域実践演習５ 2

地域実践演習６ 2

地域実践演習７ 2

地域実践演習８ 2

地域実践プロジェクト演習１ 2

地域実践プロジェクト演習２ 2

地域実践プロジェクト演習３ 2

地域実践プロジェクト演習４ 2

卒業研究１ 4

卒業研究２ 6

専門研究
科目群

専門研究
科目
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別表第２－２　教職課程に関する科目（第２２条第４項第２号関係）

教科及び教科の指導法に関する科目

必修 選択

　〇基礎造形実習１Ａ 2

　　イラストレーション基礎演習１ 2

　　美術実習１－ａ 2

　　美術実習１－ｂ 2

　○絵画演習 2

　〇基礎造形実習２Ａ 2

　　美術実習１－ｃ 2

　○彫刻演習 2

　〇基礎造形実習３Ａ 2

　○デザイン演習 2

　　情報デザイン演習３ 2

　　情報デザイン演習７ 2

　〇基礎造形実習４Ａ 2 中1種免のみ

　○工芸演習 2

　〇東洋・日本美術史概説Ａ 2

　〇西洋美術史概説Ａ 2

　○美術理論 2

　　東洋・日本美術史概説Ｂ 2

　　西洋美術史概説Ｂ 2

　　デザイン史概説Ａ 2

　　デザイン史概説Ｂ 2

　　日本美術史Ａ 2

　　日本美術史Ｂ 2

　　西洋美術史Ａ 2

　　西洋美術史Ｂ 2

　　現代美術論Ａ 2

　　現代美術論Ｂ 2

　〇美術科教育法１ 2

　〇美術科教育法２ 2

　〇美術科教育法３ 2

　〇美術科教育法４ 2

備　考学部 学科 科目区分 授業科目
単位数

芸
術
学
部

芸
術
学
科

絵　画
（映像メディア表現を

含む。）

彫　刻

デザイン
（映像メディア表現を

含む。）

工　芸

美術理論及び美術史
（鑑賞並びに日本の伝
統美術及びアジアの美

術を含む。）

各教科の指導法
（情報機器及び教材の

活用を含む。）

（注）１　授業科目名の○は教職課程に関する必修科目を示す。
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教育の基礎的理解に関する科目等

必修 選択

　〇教育原理 2

　〇教職入門 2

　〇教育制度論 2

　〇教育心理学 2

　〇特別支援教育論 2

　〇道徳教育論 2 中1種免のみ

　〇教育方法及び総合的な学習の時間の指導法 2

　〇教育課程・特別活動論 2

　〇教育現場でのＩＣＴ活用 1

　〇生徒指導・進路指導論 2

　〇教育相談 2

　〇教育実習事前事後指導 1

　〇教育実習Ａ 2

　　教育実習Ｂ 2 中1種免必修

　〇教職実践演習（中・高） 2

大学が独自に設定する科目

必修 選択

　〇人権教育 2

　〇現場体験活動１ 1

　〇現場体験活動２ 1

（注）授業科目名の○は教職課程に関する必修科目を示す。

学部 学科 科目区分 授業科目
単位数

備　考

備　考

芸
術
学
部

芸
術
学
科

教育の基礎的理解に関
する科目

道徳、総合的な学習の時
間等の指導法及び生徒指
導、教育相談等に関する

科目

教職実践演習に関する
科目

（注）　授業科目名の○は教職課程に関する必修科目を示す。

学部 学科 科目区分 授業科目
単位数

芸
術
学
部

芸
術
学
科

大学が独自に設定す
る科目
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必修 選択

日本国憲法 　〇法学［日本国憲法］ 2

スポーツ実習Ａ 1

スポーツ実習Ｂ 1

スポーツ実習Ｃ 1

スポーツ実習Ｄ 1

スポーツ実習Ｅ 1

　　健康体力論 2

　　英語Ａ 1

　　英語Ｂ 1

　　英語Ｃ 1

　　英語Ｄ 1

　　英語Ｅ 1

　　英語Ｆ 1

　　英語Ｇ 1

　　英会話Ａ 1

　　英会話Ｂ 1

　　英会話Ｃ 1

　　英会話Ｄ 1

　　英会話Ｅ 1

ファウンデーション実習Ｂ１ 1

ファウンデーション実習Ｂ２ 1

ファウンデーション実習Ｂ３ 1

（注）１　教育職員免許法施行規程第６６条の６に定める科目は、別表第１-1の授業科目より履修する。

２　授業科目名の○は教職課程に関する必修科目を示す。

教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目

学部 学科 科目区分 授業科目
単位数

備　考

体 育
※ここから2単位以上

選択必修

外国語
コミュニケーション

※ここから2単位以上
選択必修

情報機器の操作
※ここから2単位以上

選択必修
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別表第３　入学検定料及び学納金（第４９条関係）

前期納入金額 後期納入金額 備考
３５，０００円 入学検定時
１５，０００円 大学入学共通テスト利用

入学金 ２００，０００円 入学時のみ

別表第３－２　研究生、聴講生、単位互換履修生、科目等履修生の学納金及びその他の納付金
（第４９条関係）

研究生

前期納入金額 後期納入金額 備考
１０，０００円 入学選考時（本学出身者）
３５，０００円 入学選考時（本学出身者以外）

入学金 ５０，０００円 入学時のみ

研究料 ２００，０００円 ２００，０００円

聴講生

単位互換履修生

金額
協定による

協定による

科目等履修生

総合領域・地域実践領域以外の領域

４５０，０００円 ４５０，０００円 地域実践領域

３１，２５０円 ３１，２５０円 総合領域以外の領域

区分・項目

学納金

授業料

７７０，０００円 ７７０，０００円

入学検定料

４９０，０００円 ４９０，０００円

総合領域

区分・項目

選考料

総合領域

教育充実費

注１）本表は、令和３年度第１年次入学生及び令和５年度第３年次入学生より適用するものとする。なお令和２年度以
前の第１年次入学生及び令和４年度以前の第３年次入学生は、従前のとおりとする。

学納金

区分・項目 金額

９１，２５０円 ９１，２５０円

選考料 １０，０００円

聴講料 １単位につき１０，０００円

区分・項目
選考料

履修料 （１単位につき）１２，５００円

履修料

区分・項目 金額
選考料 １５，０００円
登録料 ４０，０００円（年度ごとに納付）
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(２)変更事項を記載した書類

学則の変更事由及び変更点

収容定員の変更に伴う学則変更 

【主な変更事由】

１  アドミッション・ポリシーを満たす者の受入れ要請に応え、学びの機会を確保する。

２ 入学定員充足率を適正化する。 

３ 多様な進学ニーズに応じるため２年次編入学定員を設ける。 

４ ３年次編入学制度では対応が難しい非芸術系学部からの受験生を、２年次編入学制度により受け入れる。 

【主な変更点】

１  入学定員について、２００人から２２０人にすること。

２  ２年次編入学定員について、新たに４人定員を設けること。

３  ３年次編入学定員について、１０人から４人にすること。

４  収容定員について、８２０人から９００人にすること。

５  ３年次編入学・転入学できる要件を再設定すること。

６  ２年次編入学・転入学できる要件を設定すること。

７  ２年次編入学者の既修得単位の認定方法を定めること。

【改正施行日】

令和５年４月１日（予定）
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(３)変更部分の新旧対照表 

改正案 現行 

 

（学部、学科及び定員） 

第２条  本学に芸術学部を置く。 

２  芸術学部（以下、「学部」という。）

に置く学科及び学生定員は、次のとおり

とする。 

 

学 部  学科 入 学 定 員  
２ 年 次 編  

入 学 定 員  
３ 年 次 編  
入 学 定 員  

収 容 定 員  

芸 術 学 部  芸術学科 ２２０ ４ ４ ９００ 

 

（編入学） 

第２１条  本学の第３年次に編入学するこ

とができる者は、次の各号の一に該当す

る者とする。 

（１）本学と同系列（学位授与機構の定

める芸術学「美術」の専門科目に準

じる。以下省略）の大学を卒業した

者 

（２）本学と同系列の短期大学、高等専

門学校を卒業した者 

（３）本学と同系列の大学に２年以上在

学し、６２単位以上修得した者  
 

 

 

 

 

（４）本学と同系列の専修学校のうち文

部科学大臣の定める基準を満たすも

のを修了した者。ただし、学校教育

法第９０条第１項に定める大学入学

資格を有する者に限る  

 

（学部、学科及び定員） 

第２条  本学に芸術学部を置く。 

２  芸術学部（以下、「学部」という。）

に置く学科及び学生定員は、次のとおり

とする。 

 

学 部  学科 入 学 定 員  
３ 年 次 編  
入 学 定 員  

収 容 定 員  

芸 術 学 部  芸術学科 ２００ １０ ８２０ 

 

（編入学） 

第２１条  本学の第３年次に編入学するこ

とができる者は、次の各号の一に該当す

る者とする。 

（１）大学を卒業した者 

 
 
 
（２）短期大学、高等専門学校を卒業し

た者  
（３）大学に２年以上在学し、６２単位

以上修得した者  
（４）学校教育法施行規則（昭和２２年

文部省令第１１号）附則第７条に定

める従前の規定による高等学校、専

門学校又は教員養成諸学校等の課程

を修了又は卒業した者  
（５）専修学校のうち文部科学大臣の定

める基準を満たすものを修了した

者。ただし、学校教育法第９０条第

１項に定める大学入学資格を有する

者に限る  
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（５）外国において学校教育における１

４年以上の課程（日本における通常

の課程による学校教育の期間を含

む。）を修了した者。但し、本学と

同系列の学士、または準学士、短期

大学士を取得した者に限る  
（６）本学において、前各号と同等と認

めた者で、入学までに２０歳に達す

る者  
２  本学の第２年次に編入学することがで

きる者は、次の各号の一に該当する者と

する。 

（１）大学を卒業した者 

（２）短期大学、高等専門学校を卒業し

た者 

（３）大学に１年以上在学し、３２単位

以上修得した者 

（４）専修学校のうち文部科学大臣の定

め る基準を満たすものを修了した

者。ただし、学校教育法第９０条第

１項に定める大学入学資格を有する

者に限る 

（５）外国において学校教育における１

４年以上の課程（日本における通常

の課程によ る学校教育の期間を含

む。）を修了した者。但し、学士、

または準学士、短期大学士を取得し

た者に限る 

（６）本学において、前各号と同等と認

めた者で、入学までに１９歳に達す

る者 

３  前項、前々項の規定により入学を許可

された者の既に履修した授業科目及び

単位数の取り扱い、並びに在学すべき年

数については、学長が決定する。 

４  編入学に関する必要な事項は、別に定

める。  
 
 

（６）外国において学校教育における１

４年以上の課程（日本における通常

の課程による学校教育の期間を含

む。）を修了した者  
 
 
（７）本学において、前各号と同等と認

めた者で、入学までに２０歳に達す

る者  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２  前項の規定により入学を許可された者

の既に履修した授業科目及び単位数の取

り扱い、並びに在学すべき年数について

は、学長が決定する。 

３  編入学に関する必要な事項は、別に定

める。  
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（転入学）  
第２１条の２ 本学の第３年次に転入学す

ることができる者は、本学と同系列の大

学に２年以上在学中で、６２単位以上取

得した者に限る。また、本学の第２年次

に転入学することができる者は、大学に

１年以上在学中で、３２単位以上取得し

た者に限る。 

２ 前項の規定により入学を許可された者

の既に履修した授業科目及び単位数の取

り扱い、並びに在学すべき年数について

は、学長が決定する。  
３ 転入学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（第２年次、３年次入学者の既修得単位の

認定） 

第２９条  第２年次、３年次入学者の単位

認定は、入学以前の大学、短期大学又は

専門学校において修得した単位のうち、

卒業に必要な単位として認定できる単位

数の上限を６２単位とする。 

２  第２年次、３年次入学者の単位認定は、

学長が決定する。 

３  第２年次、３年次入学者の既修得単位

の認定に関する必要な事項は、別に定め

る。 

 

附 則 

１ 本学則は、令和５年４月１日から改正施行す

る。 

（転入学）  
第２１条の２ 他の大学に在学している者

で、本学への転入学を志願する者がある

ときは、欠員のある場合に限り、選考の

上、入学を許可することができる。  
 
 
 
２ 前項の規定により入学を許可された者

の既に履修した授業科目及び単位数の取

り扱い、並びに在学すべき年数について

は、学長が決定する。  
３ 転入学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

（第３年次入学者の既修得単位の認定）  
 

第２９条  第３年次入学者の単位認定は、

入学以前の大学、短期大学又は専門学校

において修得した単位のうち、卒業に必

要な単位として認定できる単位数の上限

を６２単位とする。 

２  第３年次入学者の単位認定は、学長が

決定する。 

３  第３年次入学者の既修得単位の認定に

関する必要な事項は、別に定める。 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

目次 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容・・・・・・・・・・・・６

（ア）教育課程の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０

（ウ）教員組織の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５

【添付資料】 教育課程等の概要(別記様式第２号(その２の１)) ・・・・・・・・・２０ 
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 令和５年度入学生から、成安造形大学学則第２条に定める、芸術学部芸術学科の入学定員、
３年次編入学定員及び収容定員を以下のとおり変更する。 
 
 

 (現在)                           単位：人 

 

学部 学科 入学定員 
２年次編  
入学定員 

３年次編  
入学定員 

収容定員 

芸術学部 芸術学科 ２００ ― １０ ８２０ 

 

 

 (変更後)                          単位：人 

 

学部 学科 入学定員 
２年次編  
入学定員 

３年次編  
入学定員 

収容定員 

芸術学部 芸術学科 ２２０ ４ ４ ９００ 
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イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 成安造形大学（以下、本学という。）は、学校法人京都成安学園の建学の精神「成安」と
校訓「誠と熱」のもと、「芸術による社会への貢献」を基本理念（教育理念）として、芸術
分野の専門性と創造性（クリエイティビティ）に優れ、主体的に考え行動することができる
人材の育成を目的としている。 
 

※建学の精神「成安」……「成」とは、成し遂げること。「安」とは、安寧であること。 
つまり 「成安」とは人の和を大切に、一人ひとりが自己の使命を追求し、全うし続け
ることを通じて、心安らぐ平和な社会をつくることに貢献するという意味である。 

 
※校訓「誠と熱」……正しい信念から生まれる純真な「誠」。すべてのものを生かし得る

「熱」。何かを成し遂げるためには、強い信念を持ち、実力を養成することが大切であ
るとの学祖の言葉である。 

 
芸術学部芸術学科では、デザインやアートなどの専門分野において専門的に特化したス

ペシャリスト、幅広い知識と技術を身につけたジェネラリスト、そしてバランス感覚に優れ
たクリエイターの育成を目指している。そのために、総合領域・イラストレーション領域・
美術領域・情報デザイン領域・空間デザイン領域・地域実践領域の６つの領域に分かれた専
門的な学びを用意し、志向や興味に合わせて、学生一人ひとりの専門性を高めてきた。 

 
現在本学では、芸術学部芸術学科に履修上の区分として 6 つの領域と、19 の専門コース

を設けている。 
 
総合領域 

総合デザインコース 
 

イラストレーション領域 
メディアイラストコース 
アートイラストコース 
デジタルイラストコース 
マンガ・絵本コース 
アニメーションコース 
3DCG コース 
風景イラストコース 
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美術領域 
日本画コース 
洋画コース 
現代アートコース 
 

情報デザイン領域 
グラフィックデザインコース 
情報デザインコース 
写真コース 
映像コース 

 
空間デザイン領域 

コスチュームデザインコース 
プロダクトデザインコース 
住環境デザインコース 
 

地域実践領域 
クリエイティブ・スタディーズコース 
 

※ イラストレーション領域については、令和 5 年度に以下の 4 コースに再編 
 

イラストレーション領域 
メディアイラスト表現コース 
キャラクターイラスト表現コース 
映像イラスト表現コース 
アートイラスト表現コース 
 
現在、7 コース編成のイラストレーション領域を、令和 5 年度に 4 コースに再編する。1

つのコースで学べる内容に幅と深さをもたらし、これまで以上に濃密な学びを実践する。新
設の 4 コースは表現の立ち位置としてのコース設定であり、自分の軸となるコースに所属
して専門性を高めると同時に、他コースの授業や多様な選択授業を組み合わせ、自分に合っ
た興味や専門性を深化するセミオーダーカリキュラムは従来のまま維持し、画材やツール、
アナログやデジタルに縛られない学びを提供するための再編である。 

このように本学では、常に志願者や学生の視点に立って学習環境の充実と改善のために
日々見直しを続けている。その結果として、本学は志願者や学生及び社会に評価されている
と認識しており、これからもこの組織を維持・発展していくことに注力する。 
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現在の入学定員での近年の志願者数・入学者数・入学定員充足率等は【表１】のとおりで
あり、本学の基本理念（教育理念）が多くの受験生に受け入れられ、入学したい大学として
高く評価されていることが、安定的な定員の充足に結び付いている。 

【表１】芸術学部芸術学科の過去５年間の入学定員・志願者数・入学者数・入学定員充足率等 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度

入学定員(人) 200 200 200 200 200
志願者数(人) 743 727 698 721 691
入学者数(人) 239 235 234 230 221
入学定員充足率 1.19 1.17 1.17 1.15 1.10
収容定員(人) 820 820 820 820 820
在籍者数(人) 901 943 949 921 920
収容定員充足率 1.09 1.15 1.15 1.12 1.12
入学定員充足率・収容定員充足率は小数点以下第 3 位を切り捨て 
令和 3 年度より入試改革のためエントリー者数を志願者数に読み替えて掲載 

このような状況のもと、教育の質を確保しつつ社会に対して大学の門戸を広げ、大学教育
の機会をできるだけ多くの人々に提供することにより、社会の要望に応えることは「芸術に
よる社会への貢献」という基本理念（教育理念）を掲げる本学の重要な責務である。 

平成 22 年度、初等・中等教育の変化によるデザイン・美術の学習機会減少と相反する実
践・実学志向に応じるため、本学はデザインと美術の障壁を取り払い、1 学部 2 学科(造形
学部デザイン科・造形美術科)から 1 学部 1 学科(芸術学部芸術学科)へと学科再編を行った。
学科再編後、入学定員充足率はしばらく 1.00 倍前後で推移していたが、本学の専門研究に
至る基礎技量の向上を目指す教育課程の編成と、デザインと美術を分断しない総合的な教
育研究システムが社会に広く認知・評価された結果、また、その教育課程に基づいて志願者
や学生の視点に立って学習環境の充実と改善のために日々様々な見直しを行った結果、本
学への進学ニーズはますます高まりを見せ、近年、恒常的に入学定員充足率が 1.00 倍を超
えている状況にある。 

本学としては、アドミッション・ポリシーを満たす者の受入れ要請に応え、学びの機会を
確保するという使命を有する一方で、入学定員充足率の適正化を図ることが求められ、現行
の定員規模ではその調整が困難な状況が続いている。加えて、実践教育、実学教育を受けた
学生に対する社会的なニーズはますます高まり、実践的学士課程教育を行う本学への進学
ニーズの後押しになると考えられるため、現在の本学への進学ニーズの高まりは一過性の
ものではなく、学科再編時からの経年的な変化と捉えている。そのため、本学は滋賀県内唯
一の芸術大学として、アドミッション・ポリシーを満たす者の受入れ要請に応え、学びの機
会を確保する責務を果たすため、入学定員を変更する必要がある。

また、編入学においては学びのニーズが多様化しており、効果的・効率的に学習成果を得
られるように体制整備をすることは本学の責務であり、一定数存在している非芸術系学部
からの編入学者に対して、本学の教育課程における専門基盤科目群を効果的・効率的に履修
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させるためには、２年次編入学を開始する必要がある。 
今般の学則変更においては、入学定員が 285 人であった学科再編前と同じ規模の施設を

現在も有していることを踏まえ、教育の質と水準を維持しつつ社会の受入れ要請に対応す
ること、非芸術系学部からの編入学者に効果的・効率的な学習機会を提供することを目的に、
入学定員については現行の 200 人から 220 人に変更すること、２年次編入学については新
たに４人の定員を設けること、3 年次編入学については１０人から４人に定員を変更するこ
と、その結果、収容定員を現行の 820 人から 900 人に変更することが必要であるため、学
則を変更する。 
 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 今般の学則変更(収容定員総数の増加)は、本学の実践的学士課程教育が社会に広く認
知・評価された結果、本学への進学ニーズが高まりを見せている状況を踏まえて、アドミ
ッション・ポリシーを満たす者の受入れ要請に応え、学びの機会を確保する責務を果たす
こと、一定数存在している非芸術系学部からの編入学者に対して、効果的・効率的に学習
成果を得られるように体制を整備する責務を果たすことが目的である。そのため、学習環
境の充実と改善のために履修上の区分等をはじめとした継続的な見直しによって、教育の
質は確保しているものと判断しており、社会に広く認知・評価されている現在の教育課程
等の変更は計画していない。 
 
(ア）教育課程の変更内容 

本学では、教育課程の基盤となる基本理念(教育理念)を定め、建学の精神、校訓、基本理
念(教育理念)の下に人材育成目的、そしてそれを達成するためにディプロマ・ポリシー(学
位授与方針)を定めており、ディプロマ・ポリシーに定めた人材育成の実現に向け、カリキ
ュラム・ポリシーを定め、教育課程を編成している。 

 
（１）基本理念（教育理念）「芸術による社会への貢献」 

私たち成安造形大学は、芸術分野における真摯な教育と研究を通して社会に貢献する。独
自の実践的学士課程教育によって、発想力・提案力・技術力に優れた清廉な人材を育成する。
そして、誇るべき永い伝統を全員が胸に抱き、新しき名門を目指す。 

 
私たちは今、自らの文化や精神性を改めて深く認識し、それらをしっかり引き継ぐことを

真剣に考えねばならない時代にある。芸術の果たす役割もますます大きくなっていくに違
いない。その中で私たちは、芸術大学の今日的意義を模索し、あるべき姿を追い求める。そ
して、新たなる芸術観の確立に向けて研鑽を重ね、公正なまなざしで自らの社会性を高め、
創造性豊かな提案を続けていく。 
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私たちは、学びのクオリティーにこだわる。総合性と専門性を両立しうる高度なカリキュ

ラムを準備するとともに、和気藹 （々あいあい）と心地よく学べるゆきとどいた教育環境を
整える。学生一人ひとりの個性としっかり向き合い、持てる力を大きく引き出す少人数教育
を行う。 

 
私たちは、造形に基づく叡智を開く。ものをかたちづくるその過程において、多くを学び、

心が生き生きする出会いの瞬間を見いだす。自然や素材と交わる経験を通して、学生たちが
感性を大きく伸ばせる実践教育を行う。 

 
私たちは、決して揺るがない。自らの芸術を実現し、高く成し遂げるための信念において

揺るがない。なぜなら、本学には校訓「誠と熱」が脈々と息づいているからである。私たち
は、私たちの起源であるその盤石の精神を継承し、さらに発展させ、学生たちに伝えていく。 

 
私たちは、この場所から始めていく。この場所から生み出していく。学生たちとともに、

多くの人々との交流と連携を進め、芸術の力で地域を活性化させる。そして私たちは、美し
い湖国唯一の芸術大学であるという自負を携え、その熱き鼓動を世界に向けて響かせる。 

 
（２）人材育成目的 

建学の精神、校訓、及び基本理念（教育理念）の下、芸術分野の専門性と創造性（クリエ
イティビティ）に優れ、よりよき社会のあり方について主体的に考え行動することができる
人材の育成を目的とする。(成安造形大学学則第 2 条の 2 人材育成目的) 
 
（３）ディプロマ・ポリシー(学位授与方針) 
人材育成目的を実現するために、本学では、所定の課程を修め 124 単位の単位修得と必

修等の条件を充たしたうえで、以下に示す資質・能力を修得した者に学位を授与する。 
 

①実践力 
   専門分野をいかし、社会の中で実践することができる。 
 

②創造力 
   専門分野における制作によって、獲得した知識・技能・態度等を総合的にいかし成果

を提示できる。 
 

③課題解決力 
   課題を正しく理解し、解決策を立て実行することができる。 
 

④協働力 
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   多様性の理解を深め、他者とともに行動し、集団や社会のために貢献することができ
る。 

 
⑤主体的行動力 

   自分の目標をもち、その実現のために、自らを律しつつ誠意と熱意をもって行動する
ことができる。 

 
（４）カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針） 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）で示した目標を達成できるように、以下の方針に
もとづき教育課程を編成する。 

 
①学修の順次性を明確にし、芸術分野における実践力、創造力、課題解決力、協働力、及

び主体的行動力を養成するカリキュラムを構築する。 
②1 年前期・後期を《専門導入課程》、2 年前期・後期、3 年前期・後期を《専門基盤課程》、

4 年前期・後期を《専門研究課程》の 3 段階で編成する。各科目を「専門科目」と「学
部共通科目」に分類する。 

③学修成果を、各科目において掲げる学修目標への到達度により厳正に評価する。《専門
研究課程》に進むにあたり、主体的に研究を行う能力の有無を見極める進級審査を実施
する。 

④導入教育を充実させて以後の学びを進めるために必要な汎用的基礎力（協働力及び主
体的行動力）と課題解決力を養成し、またそれぞれが学ぶ専門分野と密接に結びついた
創造力及び実践力を確立できる科目を設置する。 
ａ．「専門科目」では、課程に応じて「専門導入科目群」、「専門基盤科目群」、「専門研

究科目群」の 3 つの段階で履修する。「専門導入科目群」では専門分野を修めるた
めに必要不可欠な最低限の知識や技能を養うための実習科目と演習科目が、「専門
基盤科目群」では各自の専門領域の基盤となる知識や技術を修得することで専門
性を深く究めるための実習科目と演習科目がある。「専門研究科目群」ではゼミ段
階的な履修や選択的な履修をもとに、各自の専門領域にかかわる知識や技術を広
く修得することを通して、より高度な表現力や思考力を獲得するとともに、各自が
主体的に自律的研究を進め、専門性を深く究めるための科目、卒業研究を設置して
いる。 

ｂ． 「学部共通科目」は専門分野の研究やその後の進路を支える広範な学びを提供する
科目で、「基礎科目群」、「応用科目群」、「教養科目群」、「社会実践科目群」の 4 つ
を大きな柱としている。 
「基礎科目群」では、4 年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基
礎的学力を身につけるスタートプログラム科目や芸術に対する認識の基盤となる
理論の初歩を幅広く学び、広範な造形活動を支える芸術基礎科目、基本的な造形力
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を幅広く身につけるファウンデーション科目で構成されている。 
「応用科目群」では、広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の
専門基盤課程、専門研究課程において必要とされる専門的知識・技能を修得するた
めの芸術応用科目を提供する。 
「教養科目群」には幅広い視点から造形活動を捉えることができる資質を獲得す
るための教養科目、異文化コミュニケーション能力を身につけるための外国語科
目がある。また、単位互換協定を締結した大学、短期大学の科目を受講することも
できる。 
「社会実践科目群」は、社会との関係のなかで自己を確認し、卒業後の自己実現の
ために寄与する科目群である。地域貢献・プロジェクト科目は、地域社会における
実践的な学びで、課題解決力を養う科目である。また、キャリアデザイン科目は、
段階的な学びにおいて各自の目標に合わせたキャリアデザインを構築するための
科目である。 

 
（５）教育課程 

このカリキュラム・ポリシーに基づいて教育課程は編成されており、ディプロマ・ポリシ
ーに定めた 5 つの資質・能力(芸術分野における実践力・創造力・課題解決力・協働力・主
体的行動力)の修得に向け、順次性に即してそれぞれの段階で必要な科目を配置し編成して
いる。科目は、学生が所属する専門領域で学ぶ「専門科目」と芸術学部共通の科目である「共
通教育センター科目（学部共通科目）」とに大別される。 
「専門科目」は、「専門導入科目群」「専門基盤科目群」「専門研究科目群」の 3 つの段階

で設置している。「専門導入科目群」では、専門分野を修めるための知識や技能を養うため
に必要不可欠な実習科目、演習科目を設置している。「専門基盤科目群」では各自の専門領
域の基盤となる知識や技術を修得することで、各自の専門性を深く究めるための実習科目
と演習科目を設置している。「専門研究科目群」ではゼミ段階的な履修や選択的な履修をも
とに、各自の専門領域にかかわる知識や記述を広く修得することを通して、より高度な表現
力や思考力を獲得するとともに、各自の専門性を深く究めてもらうための研究科目として、
「卒業研究」を設置している。 

また、科目の種別は、必修科目、指定科目（必修科目に準ずる科目）、選択科目で構成さ
れている。必修科目は、卒業するために単位修得が必要な科目であり、各領域で指定してい
るスタンダードカリキュラムを学んだ後、最終学年で自分の専門分野の集大成として学ぶ
科目である。 

指定科目（必修科目に準ずる科目）は、芸術学を専門とする本学の学びを確実にするため
に必要な科目である。各領域（コース）の専門性を修得するために指定している科目と学び
の質を保証する科目から構成しており、各学年で受講を指定している。なお、指定科目は「領
域受講指定科目」、「学部共通受講指定科目」、「選択受講指定科目」に分かれており、「領域
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受講指定科目」は領域の専門性を取得するために必要な科目であることから、各領域（コー
ス）の専門的な内容をスタンダードカリキュラムとして受講指定している。「学部共通受講
指定科目」は、本学の学びの質を保証する基礎的な要素を「大学入門」「学びの基礎」「社会
貢献」として共通教育センターが受講科目を指定している。「選択受講指定科目」は、本学
の学びの質を発展的に保証する要素として「芸術基礎」「芸術応用」「社会貢献」として共通
教育センターが科目分類（芸術応用科目、芸術基礎科目、地域貢献・プロジェクト科目、キ
ャリアデザイン科目）毎に必要単位数を指定している。 
選択科目は、芸術学の専門に関連する科目を自主的に選択して学べる科目であり、“幅広

い教養”、“多文化・異文化理解とコミュニケーション”、“他大学の学び”をカテゴリーとして
提供している。 

 
（６）教育課程と２年次編入学 

２年次編入学については、カリキュラム・ポリシーで定める専門基盤課程(2・3 年次)の
初めから編入学する形となる。これにより非芸術系学部からの志願者であっても、専門研究
課程(４年次)に至るまでに修得しておくべき、教育課程に定める専門基盤科目群を、本来履
修すべき年次に履修登録することが可能となり、各自の専門領域の基盤となる知識や技術
を無理なく修得することが可能となる。そのため、２年次編入学を開始することに係る教育
課程の変更は、必要としない。 
 
「イ 学則変更（収容定員変更）の必要性」で述べたとおり、日々改善を行った結果とし
て受験生や社会から現在の教育課程が評価されており、今後も維持・発展が可能な内容で
ある。そのため、学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程の変更は行わず、今後も学習
環境の充実と改善を継続することで、同等以上の内容が担保できるものと考えている。 

 
（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

 本学では、ディプロマ・ポリシーに定めた人材育成の実現に向け、特色ある教育方法及
び履修指導方法を展開している。 

 
（１）教育方法 
・履修制限 

1 単位における授業科目は 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成されることが標
準とされており、一定期間に受講できる授業科目の数は自ら一定の限界がある。そうしたこ
とから、学生にとって適切な学修時間の確保のためには、過剰な授業科目の履修を防ぐ必要
があることから、科目登録の上限を設定し、各年次にわたり適切に授業科目を履修するよう
指導している。 

なお、学期別に履修登録できる単位数は、【表２】のとおりである。 
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【表２】学期別に履修登録できる単位数 
年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 
学期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 

単位数 24 24 24 24 24 24 24 24 
（登録単位数から除くもの） 
１．卒業要件に含まない科目（学芸員課程科目、教職課程科目、二級建築士受験資格科目） 
２．単位互換事業による科目 
３．プロジェクト科目 
４．集中講義による科目 
 
・教養教育の実施 
専門分野の研究やその後の進路を支える広範な学びを提供するため「共通教育センター」

を設置し、専任の教育職員を配置している。「共通教育センター」が提供する科目は「共通
教育センター科目（学部共通科目）」と称し、概ね 4 年間を通じて履修可能であるが、1 年
生で履修すべき基礎的な科目や 2、3、4 年生での履修が望ましい科目などがあり、それら
はバランスよく科目・単位数を設定している。なお、「共通教育センター科目（学部共通科
目）」は、以下の科目群で構成している。 

 
（ⅰ）基礎科目群 
4 年間の大学生活を自主的かつ円滑に進めるために必要な基礎的学力を身につけるスタ

ートプログラム科目や芸術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び広範な造形
活動を支える芸術基礎科目、所属する領域に関係なく、基本的な造形力を幅広く身につける
ファウンデーション科目で構成している。 

スタートプログラム科目、芸術基礎科目、ファウンデーション科目は 1 年生全員が学ぶ
科目として設定している。 

スタートプログラム科目には、充実した学生生活を送るために、大学での学び方を理解し、
大学での生活に慣れ、意欲的に学生生活を送るための基礎作りとしての「大学入門」、領域
での専門的な学修の基礎となる知識や技能を学び、グループディスカッションやワークシ
ョップを通してコミュニケーションの能力を高め、「スタディスキル実習」の科目がある。 

芸術基礎科目には、芸術に対する認識の基盤となる理論の初歩を幅広く学び、広範な造形
活動を支えるための「東洋・日本美術史概説 A・B」「西洋美術史概説 A・B」「デザイン史
概説 A・B」の科目がある。 

ファウンデーション科目には、“描く”、“つくる”、“発想する”の 3 つの基本的なテーマに
沿って、実技、講義、ワークショップ、発表、合評などで授業構成し、表現過程での工夫や
発見を通して、視野を広げていく楽しさと柔軟な思考を養う「ファウンデーション実習Ａ」
とコンピュータの基礎を学ぶ「ファウンデーション実習 B」の科目があり、各領域に所属す
る実技系教員が担当している。 
 
 

- 学則の変更の趣旨等を記載した書類 ― 11 ‒



（ⅱ）応用科目群 
広範な芸術活動の専門性を理論的、実践的に支え、各領域の「専門基盤科目」、「専門研究

課程」において必要とされる専門的知識・技能を修得するための「芸術応用科目」を開設し
ている。 

 
（ⅲ）社会実践科目群 
社会との関係の中で自己を確認し、卒業後の自己実現のために寄与する科目群であり、実

践的な知識・技術を活用し、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、問題解決
能力に優れた人材育成を目的とする地域貢献・プロジェクト科目、“自己分析・自己発見”、
“社会を知る”ということを段階的に学ぶことにより、学生が各々の目標に合わせたキャリア
デザインを構築するためのキャリアデザイン科目で構成している。 

特に地域貢献・プロジェクト科目は、“結ぶ、つなげる、広げる”をテーマに、“学生・教員
の教育、研究に貢献していること”、“連携先の社会活動に貢献していること”、“大学を含む
地域社会全体に貢献していること”という 3 つの貢献を包括する事業をプロジェクトとして
展開している。その中でも、学生の教育・研究に資する内容があるものについて、「プロジ
ェクト演習」という科目名で、2 単位を認定している。プロジェクト演習は「歴史・地域」
「デザイン」「文化・芸術」「教育・福祉」「プロデュース」の 5 つのカテゴリーに分類して
いる。また、学年ごとに学修目標を設定している。 

また、本学が設置する附属研究機関である附属近江学研究所との連携による科目として
「近江学 A」「近江学 B」「琵琶湖の民俗史」といった講義科目を開設し、近江に根ざした造
形教育の導入として位置づけ展開している。 
 
・主体的な学びのための教育上の工夫 

本学では、芸術大学という特性から開学以来、ほとんどの実習科目で「合評」を取り入れ
ている。合評では、学生が自ら制作した課題をプレゼンテーションした上で、教員が講評す
るだけでなく、他の学生からの感想や意見を聞くなどしている。領域によっては、科目単位
でなく、学年を超え領域全体で合同合評を行い、同学年ではない学生と意見交換する機会を
設けている。 
 
・少人数教育 
質の高い少人数教育を標榜する本学は、適正な規模で授業運営を行っている。特に、本学

は 演習・実習科目において受講者の多い場合や領域の新入生の人数により、20 人から 25
人を一定の基準としてクラス分割を行っている。また、新入生を対象とした「ファウンデー
ション実習 A」と「スタディスキル実習」については、基礎学力と造形基礎を学ぶ科目であ
るため、40 人程度を 1 クラスとして行っている。「ファウンデーション実習 B」のコンピュ
ータ基礎については、入学時にコンピュータスキルに係るアンケートを実施し、初心者と初
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級とに区分し、コンピュータ室のコンピュータ設置台数に合わせ 30 人又は 20 人程度を 1
クラスとして行っている。ただし、30 人で授業を行う場合は指導をスムーズにするため、
アシスタントを配置している。4年生のゼミについては、ゼミ担当者の専門領域をベースに
開講し、学生に対してゼミの特色である専門領域（研究・制作）を明確にして、行き届いた
指導をきめ細かく行うため 1 ゼミ 9人程度を基準として行っている。 
 
（２）履修指導方法 

本学は「芸術による社会への貢献」を基本理念（教育理念）として教育研究を展開してい
る。その中で、学生自らの興味・関心を引き出し、学生一人ひとりを個別で支援していく「成
安パーソナルプログラム(SPP)」という教育システムを導入し、以下にあげる 4 項目を中心
に、学生の夢の実現のため、本学が今日まで培ってきた「めんどうみの良さ」を強力に推進
している。 

 
・成安パーソナルプログラム（SPP） 

1．「個別」にこだわる。 
少人数教育で学生一人ひとりとしっかり向き合い、適性や希望に合わせて、ていねい

な指導を行う。 
2．「導入」で伸ばす。 

1 年次を中心に充実した導入教育を用意し、授業を通して社会人に必要な基礎力が着
実に身につくよう工夫する。 

3．「専門」を鍛える。 
専門分野を自由に選んで学べるカリキュラムと、思う存分制作に打ち込める環境で

自分の“専門性”をとことん追求する。 
4．「進路」と向き合う。 

1 年次からキャリアサポートを実施し将来の目標に向かって、必要な力を積み重ねな
がら着実に進むことができる。 

 
・GPA(Grade Point Average)の有効活用 

GPA(Grade Point Average)を導入して学びの質を評価する指標を明確にできるようにし、
学修指導、給付奨学生や特待生の適正審査の判断基準や退学勧告等に利用している。学修指
導では、各学期の GPA が 1.5 未満の学生に対しては、個別に履修指導を行い、履修計画の
見直しを行っている。また、学生の学習意欲(態度)を可視化できる資料として領域での学生
指導にも活かしている。 

なお、GPA の計算は、履修登録したすべての科目を対象にしており、単位を修得できな
かった不合格科目も成績に加算している。ただし、履修を取り消した科目、認定科目と卒業
要件対象外の資格課程必修科目は、算出対象から除いている。 
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GPA＝ 

S の修得単位数×4.0＋A の修得単位×3.0＋B の修得単位×2.0＋C の修得単位数×1.0 
総履修登録単位数（「D」の単位数含む） 

 
・履修登録ガイダンス・履修登録相談・個別履修相談会 
 本学では各学期初めに履修登録に関するガイダンスを実施し、これまでの学修状況をふ
りかえり、これからの履修計画を検討する機会を設けている。学年ごとに説明を行う全体ガ
イダンスと個別で授業内容や履修登録、学修について質問できる履修登録相談時間を設定
している。 
 また履修登録ガイダンスの一環として、個別履修相談会を行っている。個別履修相談会で
は、これまでの成績評価において未修得科目がある学生やＧＰＡが低い学生、教員が個別に
指導が必要と判断した学生に対して、上記全体ガイダンスとは別に個別に時間を設定し、教
員と面談をおこないこれからの履修指導を行う機会を設定している。対象学生は必ずこの
相談会に出席し今後の履修指導を受ける。 
 
・進級判定 

１年次から２年次への進級と、３年次から４年次への進級については、進級判定を教務委
員会で審議し、学長が決定している。決定した内容については学長から教授会にて報告して
いる。なお、進級判定基準は以下のとおりで、学生には「学修案内シラバス」で周知してい
る。 

 
①１年次から２年次への進級 

以下の判定基準をすべて満たす必要がある。 
a)領域受講指定科目（所属する領域が受講指定する専門導入科目及び芸術応用科目）の

修得単位数が 8 単位以上であること。 
b)総修得単位数が 16 単位以上であること。 

 
②３年次から４年次への進級 

以下の判定基準をすべて満たす必要がある。 
c)領域受講指定科目（所属する領域が受講指定する専門導入科目及び専門基盤科目、所

属する領域が受講指定する芸術応用科目）の修得単位数が 54 単位であること。 
d)総修得単位数が 76 単位以上であること。 

 
※c)、d)の要件を充たさない場合は面接による審査を行う。ただし総修得単位数が 75 単位
以下もしくは領域の専門科目及び芸術応用科目の修得単位数が 43 単位以下の場合は、書類
審査のみで自動的に 3 年次留年とする。 
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（在学期間が 2.5 年で、領域受講指定科目（所属する領域が受講指定する専門導入科目及び
専門基盤科目、所属する領域が受講指定する芸術応用科目）の修得単位数が 44 単位以上で、
総修得単位数が 52 単位以上の場合を除く） 

カリキュラム・ポリシーで定める専門導入課程(1 年次)、専門基盤課程(2・3 年次)、専門
研究課程(4 年次)という 3 段階で編成された各課程の節目に進級判定を設定することで、そ
れぞれの課程における履修指導に活かすとともに、各課程での学びを確かなものにしてい
る。 

「イ 学則変更（収容定員変更）の必要性」で述べたとおり、日々改善を行った結果として
受験生や社会から現在の教育方法及び履修指導方法が評価されており、今後も維持・発展が
可能な内容である。そのため、学則変更（収容定員変更）に伴う教育方法及び履修指導方法
の変更は行わず、今後も学習環境の充実と改善を継続することで、同等以上の内容が担保で
きるものと考えている。 

（ウ）教員組織の変更内容
今回の学則変更（収容定員変更）を行った場合においても、【表３】のとおり大学設置基

準に規定される人数を上回る専任教員、教授を擁している。また、学則変更（収容定員変更）
による教員１人に対する学生の増加は、0.5 人以下の増加に留まり、きめ細かな教育の維持
が十分可能であるため、教員組織の変更は行わず、教員の専門などのバランスに配慮し、十
分な教育効果をあげるために必要な教員組織の編成に努めていくことで、定員変更後も同
等以上の内容が担保できるものと考えている。 

【表３】芸術学部芸術学科の職位別教員数     単位：人 

専任教員等 兼任 
教員等 教授 准教授 講師 助教 計 助手 

22 13 2 7 44 9 131 
注. 基本計画書より引用 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容
校地・校舎の現況は【表４】のとおりであり、学科再編前に入学定員 285 名を受入れてい

た頃の規模を維持している。基準面積から見ても、大学設置基準上必要とされている校地・
校舎面積を十分に満たしている。 

- 学則の変更の趣旨等を記載した書類 ― 15 ‒



【表４】校地・校舎の面積 
校 地 等 区  分 専  用 

校 舎 敷 地 49,688.26 ㎡ 
運動場用地 3,131    ㎡ 
小   計 52,819.26 ㎡ 
そ の 他 2,535    ㎡ 
合   計 55,354.26 ㎡ 

校   舎 20,668.1  ㎡ 
注. 基本計画書より引用 

また、芸術大学における実習環境は教育効果に大きく影響するため、実習施設は計 10 棟
を整備し、領域及び学年ごとに実習室を設けている。原則、学生が課題や自主制作などを行
えるように机・椅子もしくは制作スペースを学生一人ひとりに提供しており、制作だけでな
くキャンパスライフを有意義に過ごすための拠り所となっている。また、領域によっては、
その専門性や人数を考慮の上、独自のコンピュータルームを設置し、学修の利便性を図って
いる。前記以外に、ユーティリティに利用できる多目的室を 2 室、250 人程度が収容できる
ホールを 1 室、プレゼンルームを 1 室、共通演習室を 1 室、デッサン室を 3 室、生涯学習
センターを１室設けている。

講義室は、科目の受講者数に対応できるように、100 人から 150 人程度収容できる中講義
室を２教室、40 人程度収容できる小講義室を 6 教室設けている。講義室は全て、机と椅子
が可動式で、大画面のモニターを完備し、アクティブラーニングに対応できるようになって
いる。なお、中講義室 1 教室と小講義室５教室の側壁は、アクティブラーニングが促進され
るよう展示ボードを設置している。また、学生が自主制作や課外活動などで有効に活用でき
るように、授業時間以外は届出のみで自由に使用できる。 

実習室や講義室だけでなく、本学では様々な機器・機材が設置された施設についても、授
業以外でも活用可能な体制を整えている。「クリエイティブサポート」は、学生・教職員の
制作や研究から課外活動まで、機材・施設・技術面から支援するシステムであり、「情報メ
ディアセンター」、「ファブリケーションコモンズ」、「造形ラボ」、「鉄工ラボ」、「版画ラボ」
を 5 つの軸として設置し、多様なニーズに応えられるよう、専門スタッフが常駐し、制作へ
のアドバイスや技術的な質問、様々なトラブルへの対応を行っている。 

なお、「クリエイティブサポート」の各施設では、学生の課外活動や日常生活における支
援としての施設や機器の利用を認めている。例えば、クラブ・サークル活動における制作や、
個展・グループ展などにおいても、施設での制作活動が行え、機材等の貸出や技術的なレフ
ァレンスも行っている。 

また、本学では、Microsoft Office365 と Adobe CreativeCloud を全学生に無償で利用で
きるよう提供している。これらソフトウエアの無償提供は学生の学修上、必要なツールとな
っており、重要な役割を担っている。 
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「情報メディアセンター」は、コンピュータやカメラなどの情報機器を使用して行われる
授業をはじめ、学生・教職員の制作や研究、課外活動までを、機材・施設・技術面から支援
をしている。機材貸出や施設使用の手続などの窓口業務の他、それらの日常的なメンテナン
スも行っている。なお、学生に無償で提供している Microsoft Office365 と Adobe
CreativeCloud の管理とサポートも「情報メディアセンター」が行っている。また、写真・
映像などの各分野に詳しい専門スタッフを配置し、技術的な質問や機材のトラブルなどに
も対応している。こうして、学内の機材・施設の管理を一元化することから、それらを効率
的に活用できるよう環境を整備し、その一方で蓄積したノウハウを学内の様々な研究・発表
活動のサポートにも活かしている。なお、「情報メディアセンター」独自の活動として、メ
ディアやアートを軸にした多様な講演会、ワークショップなどの企画も行っている。

また、施設の利用や機器の使用に関してライセンス制度を導入しており、「情報メディア
センター」が各コースの機材・施設を集中管理し、ライセンス制度に基づいた貸出を行うこ
とにより、他コースの所有であってもライセンスを取得すれば自分の制作に必要な機材・施
設を使用することができる。

「ファブリケーションコモンズ」は、3D プリンターやレーザー加工機、デジタル刺しゅ
うミシンといったデジタル工作機器を完備し、初めてデジタル工作機器に触れる学生でも
作業できるよう、専門スタッフによる加工データ制作のアドバイスや、機器の使い方講習な
どのサポートを行っている。また、立体作品の制作だけでなく、プロトタイプ開発や雑貨づ
くりなど幅広い目的で様々な分野の学生、教員に利用されている。 

STEAM 教育の台頭により初等から中等教育においても 3D プリンター導入やプログラミ
ング授業が実施され、また市民に開かれた工房が全国各地に開設される等、デジタルファブ
リケーションによるモノづくりの一般化が進みつつある。さらにデジタルファブリケーシ
ョンが浸透した社会においては、STEAM 教育における『Art』の面から芸術系大学が重要
な役割を果たすことになり、本施設は学生の未来的思考によるモノづくりを見据えた、新た
な研究・制作活動の場として機能している。

「造形ラボ」は、木工・樹脂・塗装の作業を行うための施設であり、常駐する技術スタッ
フの指導と安全管理の下、学生のものづくりサポートを行っており、学生が課題制作や自主
制作に積極的に活用している。
「鉄工ラボ」は、金属加工に特化した実習施設であり、彫刻作品やオブジェの制作はもち

ろんのこと、家具や照明器具、ロートアイアン、工芸雑貨の制作など利用目的は様々であり、
安全管理から授業のサポート、個別の指導まで、総合的な技術サポートを行っている。 

「版画ラボ」は、版画教育、印刷実習の場として活用されている施設であり、木版画、銅
版画、リトグラフ、シルクスクリーンといった 4 版種の研究とともに、印刷メディアに関す
る研究施設としての役割を担っている。 

それぞれのラボの利用は、各ラボスタッフの監督の下であれば、所属領域や学年を問わず
誰でも使用することができる。さらに、「造形ラボ」と「版画ラボ」については、それぞれ
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のラボが発行するライセンスを取得することで、スタッフ不在の時間帯でも利用すること
が可能になる。 

芸術の学習と研究を行うにあたっては、図書館の存在も欠かせないものである。附属図書
館は、学生の制作や学習補助のため、一般図書に加え、美術、イラストレーション、空間デ
ザイン、情報デザイン、地域学関連の図書や雑誌、視聴覚資料などを所蔵しており、閲覧室
にある資料は自由に手に取ってみることができる。所蔵資料は、館内に設置してある検索用
のコンピュータや、館外からも附属図書館 OPAC（蔵書検索システム）で検索することが
できる。 

また、館内にある視聴覚ブースでは、ブルーレイや DVD 等を視聴することができる。視
聴覚資料は開架し、学生がパッケージを手に取って選択できるようにしている。課題の調べ
ものはもとより、制作のヒントや論文作成・研究など、学生の様々なニーズに応えられるよ
う、また「感性としての造形」から「知性としての造形」へと学生を導くよう蔵書を揃えて
いる。図書資料の収集は、学生からの個別購入希望図書の申し込みや各領域からの購入希望
図書を確認し、可能な限り要望に応えられるようにしている。また就職活動に役立つ資料、
事（辞）典や図解・年鑑類も豊富に取り揃えている。またウェブサービスを導入し、学生は
インターネット経由で図書資料の予約と利用状況を確認できる。
飲食施設としては食堂、購買部を設置し、学生の生活面での支援を行っている。食堂は、

約 200 人が同時に食事を楽しむスペースを確保している。購買部では、制作に必要な教材・
教具などが市価より安く購入できるとともに、軽食も販売している。 

また、本学グランド南側にあるコミュニティスペース「結」は、平成 16 年に建築から内
装まで本学の学生が主体となって、セルフビルド（自力建設）で完成させた施設であり、地
元で有名なオーガニックのパン工房がテナントで営業し、広く一般にも開放しており、学生
や教職員、地域の方たちの憩いの場となっている。地元のクレープ店が移動販売車により本
学構内に月に数回出店し、スイーツを販売している。 

体育施設としては成安体育館を設置し、体育の授業やクラブ・サークル活動以外にも、学
生が大きな作品を制作する際の作業スペースとしても活用されている。 
食堂に併設する形で学生ホールを設置している。シンクや壁面スクリーンを完備してお

り、自由に飲食やミーティング、大学行事や領域懇親会、各種親睦会などに利用されている。 
その他、屋外施設として、グランドやイベント広場があり、学生が憩いの場として、また

課題のモチーフとして、自由に活用している。 
また、地域にも積極的に開放しており、キャンパス内は自由に散策でき、食堂なども自由

に利用ができるとともに、体育館やグランドなどは、地元のスポーツ少年団、講義室はそろ
ばん教室などの活動場所として提供している。 

本学では情報インフラにも注力しており、光ファイバー幹線を平成 9 年から敷設し始め、
無線 LAN などの学内の情報ネットワーク網を順次整備してきたが、幹線や各種機器の経年
劣化に伴い令和 2 年度に大規模な情報ネットワークの再整備に着手し、大幅な利便性の向

- 学則の変更の趣旨等を記載した書類 ― 18 ‒



上を図った。各棟間に光ファイバーケーブルを新たに引き直し、各棟内の LAN ケーブルも
将来的な高速通信に耐えうる規格のものに交換した。また、講義室や実習室などほとんどの
部屋に無線アクセスポイントを設置し、Wi-Fi 環境の充実を図った。これにより、学内 LAN
はもちろん、学生や教職員に提供しているフリーWi-Fi も、ストレスなく利用できるように
なった。 

また、令和 3 年度からコロナ禍を踏まえた遠隔授業への対応や学修支援環境の整備を目
的として、新入生全員を対象とするノートパソコン（MacBookAir）の４年間無償貸与制度
を開始した。 

これらのことから、収容定員の増加に係る学則変更には現状の施設・設備でも対応できる
状況にあり、収容定員変更後も現状の施設・設備でこれまでと同等の教育の質の維持が可能
であるため、学則変更（収容定員変更）に伴う大学全体の施設・設備の変更内容は行わず、
今後も学習環境の充実と改善を継続することで、定員変更後も同等以上の内容が担保でき
るものと考えている。 

以上 
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1前 1 ○ 2 1 【オムニバス】

1後 1 ○ 4 【オムニバス】

1前 1 ○ 2 【共担】

1前 1 ○ 2 【共担】

1後 1 ○ 2 【共担】

1後 1 ○ 2 【共担】

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 1 ○ 1 1 2 兼 8

1後 1 ○ 1 1 2 兼 8

1前 1 ○ 1 1 1 兼 9

1前 1 ○ 1 1 1 兼 9

1前 1 ○ 2

1後 1 ○ 2

1後 1 ○ 兼 1

1前 1 ○ 2 【共担・集中】

1後 1 ○ 1 1 【共担・集中】

1前 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

－ 0 29 0 27 5 0 13 0 兼 35

備考

ファウンデーション実習Ａ４

ス

タ
ー

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

科

目

プレファウンデーション実習２

プレファウンデーション実習１

ファウンデーション実習Ｃ２

ファウンデーション実習Ｃ１

ファウンデーション実習Ｂ３

大学入門２

東洋・日本美術史概説Ｂ

東洋・日本美術史概説Ａ

スタディスキル実習４

スタディスキル実習３

スタディスキル実習２

スタディスキル実習１

ファウンデーション実習Ｂ２

ファウンデーション実習Ｂ１

芸
術
基
礎
科
目

フ
ァ

ウ
ン
デ
ー

シ
ョ

ン
科
目

大学入門１

デザイン史概説Ａ

デザイン史概説Ｂ

ファウンデーション実習Ａ１

ファウンデーション実習Ａ２

小計（23科目） －

基
礎
科
目
群

西洋美術史概説Ａ

西洋美術史概説Ｂ

ファウンデーション実習Ａ３

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術学部芸術学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

【添付資料】
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 5 1 【オムニバス】

1・2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 3 兼 3 【オムニバス】

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 5 1 兼 1 【オムニバス】

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 1 兼 1

2・3前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 2 兼 1 【オムニバス】

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 1 【集中】

2・3前後 2 ○ 2 【オムニバス・集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

2・3・4前 1 ○ 1 兼 1 【集中】

2・3前 1 ○ 1 兼 2 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 1 兼 1 【集中】

1・2・3・4前 1 ○ 1 兼 1 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 1 兼 1 【集中】

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 3 ○ 兼 1 【隔年】

美術論２

美術論３

美術論４

情報デザイン概論

情報デザイン論１

情報デザイン論２

芸術鑑賞Ｂ

芸術鑑賞Ａ

美術論１

舞台美術演習

デザイン演習

絵画演習

工芸演習

空間デザイン概論

色彩演習

人体表現演習

彫刻演習

住居・住宅論

住宅一般構造

建築構造演習２

建築構造演習１

建築施工

住居と法律

メディアアート概論

現代デザイン論Ａ

現代デザイン論Ｂ

現代美術論Ａ

工芸史

図法演習

イラストレーション論３

空間デザイン論２Ｃ

空間デザイン論２Ｂ

空間デザイン論２Ａ

空間デザイン論１

情報デザイン論３

情報デザイン論４

美術概論

イラストレーション論４

応
用
科
目
群

総合デザイン概論

イラストレーション概論

空間デザイン論２Ｄ

空間デザイン論２Ｅ

空間デザイン論２Ｆ

美術理論

日本美術史Ａ

日本美術史Ｂ

芸
術
応
用
科
目

２
級
建
築
士
受
験
資

格
科
目

イラストレーション論２

イラストレーション論１

現代美術論Ｂ

絵画材料学

西洋美術史Ａ

西洋美術史Ｂ

日本建築史

西洋建築史

美術科教育法４

美術科教育法３

美術科教育法２

美術科教育法１

特別講義６

特別講義５

特別講義４

特別講義３

特別講義２

特別講義１

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

- 学則の変更の趣旨等を記載した書類 ― 21 ‒



－ 0 110 11 35 19 1 0 0 兼 36小計（64科目） －
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【集中】

2・3前 2 ○ 1

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 【隔年】

2・3後 2 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4前 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 兼 1 【集中】

1・2・3・4後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前後 1 ○ 兼 1

1・2・3・4前 1 ○ 兼 1

1・2・3・4後 1 ○ 兼 1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 2 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4前後 1 ○ 2 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1

1・2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4後 1 ○ 1 【隔年】

1・2・3・4前 1 ○ 1

1前 1 ○ 兼 1

1後 1 ○ 兼 1

2前 1 ○ 兼 1

2後 1 ○ 兼 1

－ 0 79 0 23 11 0 0 0 兼 25

教
養
科
目
群

英会話Ａ

英会話Ｂ

日本語Ｄ

小計（52科目） －

スポーツ実習Ｅ

英語入門Ⅰ

英語入門Ⅱ

英語Ａ

英語Ｂ

英語Ｃ

人間関係実習Ｂ

健康体力論

スポーツ実習Ａ

スポーツ実習Ｂ

スポーツ実習Ｃ

スポーツ実習Ｄ

英会話Ｃ

英会話Ｄ

英会話Ｅ

日本語Ａ

日本語Ｂ

日本語Ｃ

英語Ｄ

英語Ｅ

英語Ｆ

英語Ｇ

外
国
語
科
目

現代社会論Ａ

社会学Ｂ

社会学Ａ

自然科学概論Ｄ

自然科学概論Ｃ

文化史Ａ

文化史Ｂ

心理学Ａ

心理学Ｂ

深層芸術心理学Ａ

深層芸術心理学Ｂ

現代社会論Ｂ

法学［日本国憲法］

人権教育

哲学Ａ

哲学Ｂ

宗教学Ａ

宗教学Ｂ

文化人類学Ａ

文化人類学Ｂ

考古学Ｂ

美学Ａ

美学Ｂ

教
養
科
目

自然科学概論Ｂ

自然科学概論Ａ

人間関係実習Ａ

考古学Ａ

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 ○ 1 1

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

2・3・4後 2 ○ 兼 1 【隔年】

1・2・3・4後 2 ○ 1 【集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 兼 1 【隔年・集中】

1・2・3・4前 2 ○ 1 兼 1 【隔年・集中】

2・3・4後 2 ○ 兼 1

1通年 2 ○ 1 兼 1

1通年 2 ○ 1

1通年 2 ○ 4

1通年 2 ○ 1

1通年 2 ○ 3

2通年 2 ○ 3 1 兼 1

2通年 2 ○ 4 1

2通年 2 ○ 4

2通年 2 ○ 1

2通年 2 ○ 2 3

3通年 2 ○ 3 1 兼 1

3通年 2 ○ 4 1

3通年 2 ○ 1 4 兼 1

3通年 2 ○ 1

3通年 2 ○ 2 3

4通年 2 ○ 3 1 兼 1

4通年 2 ○ 4 1

4通年 2 ○ 1 4 兼 1

4通年 2 ○ 1

4通年 2 ○ 2 3

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 2 2 【オムニバス】

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

1・2・3・4前後 1 ○ 1

－ 0 85 0 46 53 0 0 0 兼 11－

英語実践講座Ｃ

色彩実践講座Ａ

色彩実践講座Ｂ

コンピュータ実践講座Ａ

コンピュータ実践講座Ｂ

英語実践講座Ａ

英語実践講座Ｂ

就業力育成論１

就業力育成論２

就業力育成論３

就業力育成演習Ａ

就業力育成演習Ｂ

就業力育成演習Ｃ

就業力育成演習Ｄ

ポートフォリオ演習

小計（49科目）

プロジェクト演習３Ｃ

プロジェクト演習３Ｄ

プロジェクト演習３Ｅ

プロジェクト演習４Ａ

プロジェクト演習４Ｂ

プロジェクト演習４Ｃ

プロジェクト演習２Ｂ

プロジェクト演習２Ｃ

プロジェクト演習２Ｄ

プロジェクト演習２Ｅ

プロジェクト演習３Ａ

プロジェクト演習３Ｂ

社
会
実
践
科
目
群

地
域
貢
献
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

コミュニティデザイン概論

コミュニティデザイン論１

コミュニティデザイン論２

琵琶湖の民俗史

近江学Ａ

近江学Ｂ

エコロジーと社会

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目

就業力育成論４

プロジェクト演習４Ｄ

プロジェクト演習４Ｅ

キャリアデザイン概論１

キャリアデザイン概論２

キャリアデザイン論Ａ

キャリアデザイン論Ｂ

インターンシップＡ

インターンシップＢ

プロジェクト演習１Ａ

プロジェクト演習１Ｂ

プロジェクト演習１Ｃ

プロジェクト演習１Ｄ

プロジェクト演習１Ｅ

プロジェクト演習２Ａ

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前後 2 ○ 1 兼 3 【共担】

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 1 兼 1

1後 2 ○ 1 兼 1

1前後 2 ○ 1 1 兼 1

1前後 2 ○ 兼 2

1後 2 ○ 1 兼 3 【オムニバス】

1後 2 ○ 1 兼 3 【オムニバス】

1前後 2 ○ 1

1前後 2 ○ 1 兼 1

1前後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1 1 【共担】

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼 1

1前 2 ○ 兼 1

1前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 2 兼 1 【オムニバス】

1前後 2 ○ 1 兼 1 【共担】

1前後 2 ○ 1 1 兼 1 【共担】

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

－ 0 60 0 14 15 1 2 0 兼 25

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

1・2・3前後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 2 1 【オムニバス】

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 2

3後 2 ○ 1 兼 1

3後 2 ○ 4 3

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 兼 2

2前 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

イラストレーション実習１－ｈ

イラストレーション実習１－ｉ

イラストレーション実習１－ｄ

イラストレーション実習１－ｅ

イラストレーション実習１－ｆ

地域実践基礎演習２

総合プロジェクト演習２

総合プロジェクト演習３

総合プロジェクト演習４

総合プロジェクト演習５

イラストレーション演習１

イラストレーション演習２

総合デザイン演習６

総合デザイン演習７

総合デザイン演習８

総合デザイン実習１

総合デザイン実習２

総合プロジェクト演習１

イラストレーション実習１－ａ

イラストレーション実習１－ｂ

イラストレーション実習１－ｃ

イラストレーション演習３

イラストレーション演習４

イラストレーション演習５

イラストレーション演習６

イラストレーション演習７

イラストレーション演習８

総合デザイン演習４

地域実践基礎演習３

地域実践基礎演習４

小計（30科目）

空間デザイン基礎演習１

地域実践学入門１

地域実践学入門２

地域実践基礎演習１

基礎造形実習４Ｄ

基礎造形実習１Ｅ

基礎造形実習２Ｅ

基礎造形実習３Ｅ

総合デザイン基礎演習１

総合デザイン基礎演習２

総合デザイン演習１

総合デザイン演習２

総合デザイン演習３

空間デザイン基礎演習２

イラストレーション基礎演習１

イラストレーション基礎演習２

美術基礎演習１

美術基礎演習２

情報デザイン基礎演習１

情報デザイン基礎演習２

総合デザイン演習５

イラストレーション実習１－ｇ

基礎造形実習２Ｂ

配当年次

単位数 授業形態

専
門
導
入
科
目
群

基礎造形実習１Ａ

基礎造形実習２Ａ

基礎造形実習３Ａ

基礎造形実習４Ａ

－

専
門
導
入
科
目

基礎造形実習４Ｂ

基礎造形実習３Ｃ

授業科目の名称
科目
区分

専任教員等の配置

備考

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

基礎造形実習４Ｃ

基礎造形実習１Ｄ

基礎造形実習２Ｄ
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2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 2 【共担】

2後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 2

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1 兼 1 【共担】

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3後 2 ○ 兼 1

2・3前 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2・3前後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

美術演習６－ｂ

美術演習６－ｃ

美術演習７－ａ

美術演習４－ｂ

美術演習４－ｃ

美術演習５－ａ

美術演習５－ｂ

美術演習５－ｃ

美術演習６－ａ

美術演習１

美術演習２－ａ

美術演習２－ｂ

美術演習２－ｃ

美術演習３

美術演習４－ａ

イラストレーション実習５

イラストレーション実習６

イラストレーション実習７

イラストレーション実習８

イラストレーション実習９

イラストレーション実習１０

イラストレーション実習４－ｄ

イラストレーション実習４－ｅ

イラストレーション実習４－ｆ

イラストレーション実習４－ｇ

イラストレーション実習４－ｈ

イラストレーション実習４－ｉ

イラストレーション実習３－ｇ

イラストレーション実習３－ｈ

イラストレーション実習３－ｉ

イラストレーション実習４－ａ

イラストレーション実習４－ｂ

イラストレーション実習４－ｃ

イラストレーション実習３－ｂ

イラストレーション実習３－ｃ

イラストレーション実習３－ｄ

イラストレーション実習３－ｅ

イラストレーション実習３－ｆ

イラストレーション実習２－ｄ

イラストレーション実習２－ｅ

イラストレーション実習２－ｆ

イラストレーション実習２－ｇ

イラストレーション実習２－ｈ

イラストレーション実習２－ｉ

イラストレーション実習２－ａ

イラストレーション実習２－ｂ

イラストレーション実習２－ｃ

イラストレーション実習３－ａ

美術演習８－ａ

美術演習８－ｂ

美術演習８－ｃ

美術実習１－ａ

美術実習２－ａ

美術実習２－ｂ

美術実習２－ｃ

美術実習３－ａ

美術演習７－ｂ

美術演習７－ｃ

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目

美術実習３－ｂ

美術実習３－ｃ

美術実習１－ｂ

美術実習１－ｃ
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2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2前後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 【共担】

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

空間デザイン演習１－ｂ

空間デザイン演習１－ｃ

空間デザイン演習２－ａ

空間デザイン演習２－ｂ

空間デザイン演習２－ｃ

情報デザイン実習７―ａｃ

情報デザイン実習７―ｂ

情報デザイン実習７―ｄ

情報デザイン実習８―ａｂｄ

情報デザイン実習８―ｃ

空間デザイン演習１－ａ

情報デザイン実習５―ａ

情報デザイン実習５―ｂ

情報デザイン実習５―ｃｄ

情報デザイン実習６―ａ

情報デザイン実習６―ｂ

情報デザイン実習６―ｃｄ

情報デザイン実習２―ｂｃ

情報デザイン実習２―ｄ

情報デザイン実習３―ａｃｄ

情報デザイン実習３―ｂ

情報デザイン実習４―ａｂｄ

情報デザイン実習４―ｃ

情報デザイン演習６―ｃ

情報デザイン演習７

情報デザイン演習８

情報デザイン実習１―ａｂｄ

情報デザイン実習１―ｃ

情報デザイン実習２―ａ

情報デザイン演習４―ｂｃｄ

情報デザイン演習５―ａ

情報デザイン演習５―ｂ

情報デザイン演習５―ｃｄ

情報デザイン演習６―ａｄ

情報デザイン演習６―ｂ

情報デザイン演習１―ｃｄ

情報デザイン演習２―ａｂ

情報デザイン演習２―ｃ

情報デザイン演習２―ｄ

情報デザイン演習３

情報デザイン演習４―ａ

美術実習７－ｃ

美術実習８－ａ

美術実習８－ｂ

美術実習８－ｃ

情報デザイン演習１―ａ

情報デザイン演習１―ｂ

美術実習４－ａ

美術実習４－ｂ

美術実習７－ｂ

美術実習６－ｃ

美術実習７－ａ

美術実習４－ｃ

美術実習５－ａ

美術実習５－ｂ

美術実習５－ｃ

美術実習６－ａ

美術実習６－ｂ

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目
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2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 1 兼 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼 1

2前 2 ○ 兼 1

2後 2 ○ 兼 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼 1

2後 2 ○ 1 兼 1

3前 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

2前後 2 ○ 1

2前後 2 ○ 1

3前後 2 ○ 1

3前後 2 ○ 1

4前 4 ○ 15 9 1 兼 2

4後 6 ○ 15 9 1 兼 2 【共担】

－ 10 406 0 95 74 9 3 0 兼 107

地域実践プロジェクト演習３

地域実践プロジェクト演習４

専門
研究
科目

専門研究科
目

卒業研究１

卒業研究２

地域実践演習５

地域実践演習６

地域実践演習７

地域実践演習８

地域実践プロジェクト演習１

地域実践プロジェクト演習２

地域実践学３

地域実践学４

地域実践演習１

地域実践演習２

地域実践演習３

地域実践演習４

空間デザイン実習７－ｃ

空間デザイン実習８－ａ

空間デザイン実習８－ｂ

空間デザイン実習８－ｃ

地域実践学１

地域実践学２

空間デザイン実習５－ｂ

空間デザイン実習５－ｃ

空間デザイン実習６－ａｂ

空間デザイン実習６－ｃ

空間デザイン実習７－ａ

空間デザイン実習７－ｂ

空間デザイン実習３－ａ

空間デザイン実習３－ｂ

空間デザイン実習３－ｃ

空間デザイン実習４－ａｂ

空間デザイン実習４－ｃ

空間デザイン実習５－ａ

空間デザイン演習８－ｃ

空間デザイン実習１－ａ

空間デザイン実習１－ｂ

空間デザイン実習１－ｃ

空間デザイン実習２－ａｂ

空間デザイン実習２－ｃ

空間デザイン演習６－ａ

空間デザイン演習６－ｂ

空間デザイン演習６－ｃ

空間デザイン演習７

空間デザイン演習８－ａ

空間デザイン演習８－ｂ

空間デザイン演習３－ｂ

空間デザイン演習３－ｃ

空間デザイン演習４－ａ

空間デザイン演習４－ｂ

空間デザイン演習４－ｃ

空間デザイン演習５

空間デザイン演習３－ａ

小計（205科目） －

専
門
基
盤
科
目
群

専
門
基
盤
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

学芸員課程2後 2 ○ 兼 1 【集中】

学芸員課程2後 2 ○ 兼 1

学芸員課程1後 2 ○ 1 【集中】

学芸員課程1後 2 ○ 1

学芸員課程2後 2 ○ 1

学芸員課程3前 2 ○ 1

学芸員課程3後 2 ○ 兼 1

学芸員課程2前 2 ○ 兼 1

学芸員課程3前 1 ○ 1

学芸員課程3後 1 ○ 1

学芸員課程4前 1 ○ 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程1後 2 ○ 1

教職課程1後 2 ○ 1

教職課程2前 2 ○ 1

教職課程2前 2 ○ 兼 1

教職課程3前 2 ○ 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程2後 2 ○ 兼 1

教職課程2前 1 ○ 1

教職課程3前 2 ○ 兼 1

教職課程3後 2 ○ 1

教職課程3前 1 ○ 2 【共担】

教職課程4前 2 ○ 2 【共担】

教職課程4後 2 ○ 2 【共担】

教職課程4後 2 ○ 2 【共担】

教職課程3前 1 ○ 1

教職課程3後 1 ○ 1

－ 0 49 0 23 0 0 0 0 兼 9

－ 10 818 11 263 177 11 18 0 兼 248

大
学
が

独
自
に

設
定
す

る
科
目

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

１時限の授業時間 １００分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専

卒業に必要な単位数は、次の各号に定めるところにより、１２４単位以上とする。
（１）専門研究科目群の１０単位を修得する。
（２）専門導入科目群、専門基盤科目群、基礎科目群、応用科目群、社会実践科目群、教養科目群より１１４
単位以上を修得する。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １４週

学位又は称号 学士（芸術学） 学位又は学科の分野 芸術

教育制度論

教育相談

教育心理学

特別支援教育論

道徳教育論

教育方法及び総合的な学習の時間の指導法

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

博物館資料保存論

合計（451科目） －

博物館実習２

博物館実習３

教育原理

教職入門

教育課程・特別活動論

生徒指導・進路指導論

教育実習事前事後指導

教育実習Ａ

小計（28科目） －

学
芸
員
課
程
に
関
す
る
科
目

必

修

科

目

教
育
の
基
礎

的
理
解
に
関

す
る
科
目

道
徳
、

総
合
的
な
学

習
の
時
間
等
の
指
導

法
及
び
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
等
に
関
す

る
科
目

教育実習Ｂ

教職実践演習（中・高）

教
職
実
践

演
習
に
関

す
る
科
目

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

現場体験活動１

現場体験活動２

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教育現場でのICT活用

博物館教育論

博物館情報・メディア論

生涯学習概論

博物館概論

博物館資料論

博物館経営論

博物館展示論

博物館実習１

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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(1)学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

ア 定員充足の見込み 
・入学定員、編入学定員設定の考え方 
 
入学定員 
平成 28 年以降、入学定員超過率が 1.00倍を超えることが常態化していること、本学のア

ドミッション・ポリシーを満たす者の受入れ要請に応え学びの機会を確保する責務がある
こと、本学への入学志願状況、全国的な芸術系学部への進学状況、本学が滋賀県内唯一の芸
術大学であるという滋賀県の高等教育機関の立地状況などを慎重に検討したとき、本学へ
の進学ニーズは今後も高い水準で推移するものと推察されることから、滋賀県内唯一の芸
術大学である本学に課せられた使命を全うするため入学定員を現行の 200 人から 220 人に
変更する。 
 
編入学定員 
 編入学など学びのニーズが多様化しており、編入学者が効果的・効率的に学習成果を得ら
れるようにすることは本学の責務であり、一定数存在している非芸術系学部からの編入学
者について、編入学後の科目履修が円滑に行え、他の学生と同様の年限で卒業要件を満たす
ことが可能となる 2 年次編入学定員を新たに 4 人設けること、一方で、従来の 3 年次編入
学定員についても一定のニーズがあることに鑑み、現行の 10人から 6 人減じて 4 人に変更
して存続させることとする。 
 
・定員を充足する見込み 
入学定員、編入学定員、収容定員総数変更によって学生充足が可能か、入学志願動向や将

来予測、社会・地域情勢等から検討を行なった。 
 
入学定員と入学志願動向 
本学の過去５年間の入学志願動向について調査した。【表１】のとおり、志願者数は 700

人前後で安定的に推移している。入学定員充足率が 1.00 倍を上回ることが常態化している
状況を踏まえて、本学では過去の歩留率の実績に基づいて合格者を減じていく形で適正化
をはかる努力を行なっている。一方で、歩留率は上昇傾向で推移している。結果的に、入学
定員充足率及び収容定員充足率の超過状態は改善傾向にあるものの、歩留率上昇の影響に
より依然、超過状態は続いている。この現状からは、定員管理の適正化の観点では十分な状
況とは言えないが、定員を充足する見込みという観点では、十分に見込みは立っているもの
と判断している。 
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【表１】芸術学部の過去５年間の入学志願動向 
入試年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
入学定員(人) 200 200 200 200 200 
志願者数(人) 743 727 698 721 691 
受験者数(人) 737 709 675 404 459 
合格者数(人) 515 414 422 373 345 
辞退者数(人) 68 54 58 49 50 
入学者数(人) 239 235 234 230 221 
志願倍率 3.71  3.63  3.49  3.60  3.45  
歩留率 46.4% 56.8% 55.5% 61.7% 64.1% 
入学定員充足率 1.19 1.17 1.17 1.15 1.10 
学校法人基礎調査から抜粋 
令和 3年度より総合選抜型入試を実施。志願者数にはエントリー者数を加えている 
志願倍率は、志願者数/定員（小数点第 3 位を切り捨て） 
歩留率は、入学者数/合格者数 
入学定員充足率は、入学者数/定員（小数点第 3位を切り捨て）  
 
 
編入学定員と入試動向 

3 年次編入学については【表２】のとおり、志願者数は年度によりばらつきがある。令和
元年度から外国人留学生の編入学志願者数が増加していたが、志願者に占める外国人留学
生の割合の多さに起因して、令和４年度には新型コロナウイルス感染症の影響で志願者数
が減少した。今後、新型コロナウイルス感染症が収束に向かえば、再び編入学志願者は増加
傾向になると見込んでいる。 
本学の 3年次編入学志願者及び 3年次編入学者に占める外国人留学生の人数・割合は【表

３】【表４】のとおり、令和元年度から大幅に増加している。このことから、これまでの３
年次編入学とは傾向が異なってきており、編入学者の変化に合わせた編入学制度の見直し
が必要であった。 
３年次編入学者の履修登録状況に目を向けると、【表５】のとおり、編入学年度の前期に

2 年生向けに開講されている科目を履修登録した３年次編入学者は、いずれの年度も半数以
上という状況で、2 年次開講科目を履修するニーズや、履修する必要がある学生が一定数い
ることが読み取れる。この中には修業年限を超えて在籍する学生もいることから、2 年次編
入学定員を新たに設けることが急務であると判断し、この度、2年次編入学定員を 4人設定
することとした。一方で、2 年次開講科目を登録せず、あるいは一部の科目を登録しても無
理なく履修計画を立てて修業年限内で卒業する 3 年次編入学者も一定数おり、従来の 3 年
次編入学制度で編入することがふさわしい志願者も想定されることから、現行の 10 人から
6 人減じて 4人に変更して存続させる。 
これまで 3 年次編入学で受験してきた志願者がそれぞれ 2 年次編入学と 3 年次編入学に

分散することを想定しており、現状より多くの編入学者を獲得しようという趣旨の変更で
はないため、それぞれの編入学定員は充足する見込みである。 
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【表２】3 年次編入学者の編入学志願動向 
 平成 30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
編入学定員(人) 10 10 10 10 10 
志願者数(人) 5 24 24 43 19 
受験者数(人) 5 19 18 38 19 
合格者数(人) 5 10 11 10 16 
辞退者数(人) 0 0 0 1 2 
編入学者数(人) 5 10 11 9 14 
志願倍率 0.5  2.4  2.4  4.3  1.9  
本学調べ 
 
【表３】3 年次編入学志願者に占める外国人留学生の人数・割合 
 平成 30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
志願者数(人) 5 24 24 43 19 
外国人留学生数(人) 3 21 22 34 17 
割合 60.0% 87.5% 91.7% 79.1％ 89.5％ 
本学調べ 
 
【表４】3 年次編入学者に占める外国人留学生の人数・割合 
 平成 30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
編入学者数(人) 5 10 11 9 14 
外国人留学生数(人) 3 9 10 9 13 
割合 60.0% 90.0% 90.9% 100.0% 92.9% 
本学調べ 
 
【表５】２年次開講科目を編入学年度前期に履修登録した 3 年次編入学者数・割合 
 平成 30年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 
編入学者数(人) 5 10 11 9 14 
履修登録者数(人) 4 5 8 9 11 
割合 80.0% 50.0% 72.7% 100.0% 78.6% 
本学調べ 
 
本学を取り巻く環境要因 
本学を取り巻く環境要因については、資料も含め詳細については「イ 定員充足の根拠と

なる客観的なデータの概要」に記載するが、日本私立学校振興・共済事業団『令和 3 年度
（2021 年度）私立大学・短期大学等入学志願動向』において、全国で見た入学定員充足率
がはじめて 100%を下回る 99.81％となり、100％未満の学校の割合が 46.4%という状況に
なったが、芸術系学部だけの推移で見た場合には、入学定員充足率は 104.80%、100％未満
の学校の割合が 37.5%と数字は改善する。 
近隣の競合校における学生確保の状況については、本学の入学者は滋賀県、京都府、大阪

府在住者が多数を占めている。外国人留学生を除く令和４年度入学者に占める滋賀県、京都
府、大阪府在住者の割合は 64.3%であり、例年、その割合は大きく変わらないこと、芸術系
学部への進学を希望する受験生は美術研究所に通う傾向が高く、いわゆる学力偏差値があ



- 学生の確保の見通し等を記載した書類 ― 5 - 
 

まり意味を持たないことなどから、偏差値で競合校を設定するのではなく、この３府県に所
在する芸術系学部を有する四年制大学(通信制を除く)・学部を本学の本学の競合校として位
置付け、当該大学・学部の入学志願状況や入学定員充足率を調査した。競合校として位置付
けているのは、京都美術工芸大学工芸学部、京都芸術大学芸術学部、京都精華大学メディア
表現学部・芸術学部・デザイン学部・マンガ学部、嵯峨美術大学芸術学部、大阪芸術大学芸
術学部、大阪成蹊大学芸術学部、近畿大学文芸学部の 7 大学 10学部（近畿大学文芸学部は
芸術学科及び文化デザイン学科を擁するため加えた）である。本学を含めた 8大学 11 学部
の入学定員の合計、入学者数の合計から求めた入学定員充足率は 1.12 倍となる。8大学 11
学部それぞれに見た場合でも、1.00 倍未満の学部の割合は、8大学 11 学部中 1学部のみで
あるため未充足の学部の割合は 9.1%という結果となった。1.00倍未満の結果となった１学
部についても、学部の入学定員充足率は 0.95 倍であり、1.00 倍未満ではあるが危険水域に
はないものと考えられる(仮にその大学の擁する 4 つの芸術系学部の入学定員と入学者数を
合計し、入学定員充足率を算出した場合、1.01 倍となることから、同一大学内の芸術系学部
間での入学者数の偏りという見方もできる)。 
以上のことから、全国の全学部との対比で比較的堅調な芸術系学部のなかでも、滋賀県・

京都府・大阪府に所在する芸術系学部はとりわけ堅調であることがうかがえることから、本
学を取り巻く環境から見ても、定員充足の見通しは立っているものと判断している。 

 
長期的な見通し 
長期的な見通しについては、18 歳人口減少期にあってリクルート進学総研『マーケット

リポート Vol.90 令和３(2021)年 4月号』によれば、近畿での平成 23～令和２年の推移で、
大学進学者数は 90,318 人から 98,317 人へと 7,999 人(8.9％)増加している。進学率につい
ても大学では、52.5％から 56.7％となり 4.2 ポイント上昇している。大学進学率(現役)を男
女で見た場合、男子は 55.9％から 58.2％へと 2.3 ポイント上昇であるのに対し、女子は
49.1％から 55.2％へと 6.1 ポイント上昇している。女子は令和２年時点で、男子の平成 23
年時点での進学率よりもわずかに低い状況であり、今後男子の進学率の水準まで上昇する
ことが期待できる。【表６】に示すとおり、本学は全学年をとおして女子学生の割合が高く
7 割近い学生が女子学生であるため、女子の進学率が上昇することは、本学にとって追い風
となる。このように 18 歳人口の減少は全国的な課題ではあるが、大学進学者数の増加や大
学進学率の上昇、女子の大学進学率の上昇等プラス要因も見込めることから数年内に急激
に落ち込むような状況には無く、定員充足の見通しは立っているものと判断している。 
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【表６】在学生に占める女性の割合（令和 3 年 5月 1日現在） 
 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 合計 
男性(人) 81 71 85 54 291 
女性(人) 149 158 168 155 630 
合計(人) 230 229 253 209 921 
女性の割合 64.8% 69.0% 66.4% 74.2% 68.4% 
本学調べ 
 
定員充足の見込み 
現状の本学の好調な入学志願動向、滋賀県・京都府・大阪府の芸術系学部の堅調な状況、

18 歳人口が減少する中にあって、大学進学者数の増加や大学進学率の上昇、女子進学率が
上昇している状況などから、令和 5 年度以降、本学を取り巻く環境において志願者数の急
激な落ち込みは想定しておらず、現在と同程度の志願者が集まることが予想されるため、近
年の入学実態にあわせた最小限度の定員変更を実施しても、学生は十分に確保でき、定員は
充足するものと見込んでいる。 
詳細については「イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要」に記載する。 

 
イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 
 
【資料１】芸術学部芸術学科の過去５年間の入学定員・志願者数・入学者数・入学定員充足

率 
本学の芸術学部芸術学科の志願者数は 700 人前後で安定的に推移している。入学定員が

220 人になった場合でも、適正な選抜ができる志願者数であると考えている。平成 30 年度
に 1.19 倍であった入学定員充足率は、定員管理の適正化のための努力により令和 4 年には
1.10 倍まで改善しているものの、依然高い状態である。一方でアドミッション・ポリシーを
満たす志願者の受入れ要請に応えることも大学の責務であり、定員を 220人とすることで、
その要請に応えつつ入学定員充足率も無理なく 1.00 倍を目指すことが可能となり、入学定
員充足率の適正化が進めば、収容定員充足率の改善も見込まれる。実態から大きく乖離した
定員変更をするわけではないため、定員は充足するものと考えている。 
 
【資料２】芸術学部芸術学科の過去５年間の外国人留学生の志願者数・入学者数 
本学の芸術学部芸術学科の海外での認知度は年々高まりを見せており、外国人留学生の

志願者数は新型コロナウイルス感染症の影響が出るまで増加傾向にあった。近年は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により若干志願者数は減少しているものの、感染症に係る水際
対策による往来規制が緩和されれば、再び増加傾向に転じることが見込まれるため、定員は
充足するものと考えている。 
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【資料３】芸術学部芸術学科の外国人留学生の国籍比率（令和３年 5月 1日現在） 
 本学の芸術学部芸術学科に所属する外国人留学生は中国籍の学生が最も多く、インドネ
シアがそれに続く。日本国外のその他地域では、現時点で積極的な募集活動をおこなってい
ない。 
 
【資料４】国際交流基金プレスリリース(令和元年 11月 28 日) 
国際交流基金と財団法人日本国際教育支援協会が運営する日本語能力試験（JLPT）は、

新型コロナウイルス感染症の影響が出るまでは上昇傾向にあった。特に東南アジアで 28%、
南アジアで 22%と顕著な伸びが見られ、東南・南アジアから日本への留学・就労ニーズ等
の高まりや、同地域の富裕化が背景にあるものと考えられる。日本語学校との情報交換の中
でも、東南・南アジア地域で富裕層や中間層が増えており、それらの層を中心に外国人留学
生の母数が増えていること、経済的にゆとりがあり、日本の漫画やアニメを見て育った世代
の留学志向が、従来の職業や収入に直結するような教育から、日本の芸術文化等に明確にシ
フトしつつあるとの情報を得ており、日本語能力試験（JLPT）の受験者数の伸びはそれを
裏打ちするものである。ミャンマーやフィリピン等、本学が未だ積極的な募集活動を実施し
ていない地域に潜在的なニーズがあると考えられ、新型コロナウイルス感染症に係る水際
対策による往来規制が緩和されれば、堅調な中国・インドネシアに加え、東南・南アジア地
域の外国人留学生市場の安定的な成長が見込まれることから、定員は充足するものと考え
ている。 
 
【資料５】日本私立学校振興・共済事業団『令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等 入

学志願動向』(抜粋) 
日本私立学校振興・共済事業団の令和 3 年度（2021 年度）私立大学・短期大学等入学志

願動向において、全国で見た入学定員充足率がはじめて 100%を下回る 99.81％となり、
100％未満の学校の割合が 46.4%という状況になった。しかしながら、芸術系学部だけの推
移でみた場合には、入学定員充足率は 104.80%、100％未満の学校の割合が 37.5%と数字は
改善する。 
 
【資料６】令和 3 年度の滋賀県、京都府、大阪府の芸術系学部の定員充足率 
本学の入学者は滋賀県、京都府、大阪府在住者が多数を占めている。外国人留学生を除く

令和４年度入学者に占める滋賀県、京都府、大阪府在住者の割合は 64.3%であり、例年、そ
の割合は大きく変わらないこと、芸術系学部への進学を希望する受験生は美術研究所に通
う傾向が高く、いわゆる学力偏差値があまり意味を持たないことなどから、偏差値で競合校
を設定するのではなく、この３府県に所在する芸術系学部を有する四年制大学(通信制を除
く)・学部を本学の本学の競合校として位置付け、当該大学・学部の入学志願状況や入学定
員充足率を調査した。競合校として位置付けているのは、京都美術工芸大学工芸学部、京都
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芸術大学芸術学部、京都精華大学メディア表現学部・芸術学部・デザイン学部・マンガ学部、
嵯峨美術大学芸術学部、大阪芸術大学芸術学部、大阪成蹊大学芸術学部、近畿大学文芸学部
の７大学 10学部（近畿大学文芸学部は芸術学科及び文化デザイン学科を擁するため加えた）
である。本学を含めた 8大学 11 学部の入学定員の合計、入学者数の合計から求めた入学定
員充足率は 1.12 倍となる。8 大学 11 学部それぞれに見た場合でも、1.00 倍未満の学部の割
合は、8 大学 11 学部中 1 学部のみであるため未充足の学部の割合は 9.1%という結果とな
った。1.00 倍未満の結果となった１学部についても、学部の入学定員充足率は 0.95倍であ
り、1.00倍未満ではあるが危険水域には無いものと考えられる。かつ、仮にその大学の擁す
る 4つの芸術系学部の入学定員と入学者数を合計し、入学定員充足率を算出した場合、1.01
倍となることから、同一大学内の芸術系学部間での入学者数の偏りという見方もできる。 
このことから【資料３】における全国の芸術系学部と比較して、滋賀県、京都府、大阪府

の芸術系学部は堅調であると考えられ、定員は充足するものと考えている。 
 
【資料７】リクルート進学総研『マーケットリポート Vol.90 令和 3(2021)年 4月号』 (抜
粋) 
リクルート進学総研マーケットリポート Vol.90 令和 3(2021)年 4 月号によれば、本学

が所在する近畿地方では、18歳人口減少期にあって平成 23(2011)～令和２(2020)年の推移
で、大学進学者数は 90,318 人から 98,317 人へと 7,999 人(8.9％)増加している。進学率に
ついても大学では、52.5％から 56.7％となり 4.2 ポイント上昇している。大学進学率(現役)
を男女で見た場合、男子は 55.9％から 58.2％へと 2.3 ポイント上昇であるのに対し、女子
は 49.1％から 55.2％へと 6.1 ポイント上昇している。女子は令和２(2020)年時点で、男子
の平成 23(2011)年時点での進学率よりもわずかに低い状況であり、今後男子の進学率の水
準まで上昇することが期待できる。本学は全学年をとおして女子学生の割合が高く 7 割近
い学生が女子学生であるため、女子の進学率が上昇することは、本学にとって追い風となる。
このように 18 歳人口の減少は全国的な課題ではあるが、大学進学者数の増加や大学進学率
の上昇、女子の大学進学率の上昇等プラス要因も見込めることから数年内に急激に落ち込
むような状況には無く、滋賀県唯一の芸術大学である本学への 18 歳人口減少の影響は比較
的軽微であると予測している。 
 
【資料８】リクルート進学総研『カレッジマネジメント Vol.232 令和４(2022)年 4-6 月
号』 (抜粋) 
リクルート進学総研カレッジマネジメント Vol.232 令和４(2022)年 4-6 月号の学部・学

科トレンドデータ集によれば、マーケットトレンドとして美術は撤退期とされているが、こ
れは平成 30～令和 3 年の短期間の動きで見た場合であって、平成 28～30 年には成長を示
す動向が読み取れ、平成 24 年度以降極端な成長も衰退も示しておらず安定化しているとも
読める。一方、デザインは平成 4～24 年の長期間にわたる衰退傾向から堅調に再成長の予
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兆を見せており、志願者は平成 24 年度の落ち込みのあと、平成 12 年度に近似する値まで
順調に再成長の予兆を見せている。本学の芸術学部芸術学科の学びは美術及びデザインで
あり、このようなマーケットトレンドの観点から見ても、いずれの学科系統のライフサイク
ルからも顕著な衰退撤退傾向は見られないことから、将来的にも極端な志願者の減少は起
こらないものと予測している。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

・高等学校訪問、美術研究所訪問 
 入学広報課の職員が、滋賀県の高等学校、関西の芸術系高等学校を中心とする高等学校及
び全国の美術研究所を、令和３年度はのべ 120 件訪問し、前年度の入試結果や、当年度入
試制度の変更点、出身者の現況や就職状況、オープンキャンパス等のイベント情報を説明し
ている。 
・学外説明会 
 令和３年度には、各地方で実施される業者主催の進学説明会に 19 回、高等学校及び美術
研究所主催の進学説明会に 76 回参加した。 
・オープンキャンパス 
 令和３年度は５回のオープンキャンパスを実施した。芸術学部芸術学科 6 領域のそれぞ
れの特徴や令和５年度入試についての説明のほか、各種ワークショップ、展覧会や個別相談
会など多くのイベントを実施し、のべ 461 名の参加があった。 
・大学見学会「SEIAN WATCHING」 
 入学広報課の職員が、高校生やその家族を対象に本学の教育環境や雰囲気を知ってもら
うため、学内をツアー形式で案内する少人数の大学見学会である「SEIAN WATCHING」
を、令和３年度は 9 回実施した。大学の学びの内容や入試の説明の他、施設見学、在学生の
ゲストトークや個別相談など、資料だけではわからない本学の魅力を伝えるツアーとして
実施している。令和３年度はのべ 190 名の参加があった。 
・卒業制作展鑑賞ツアー「卒展 WATCHING」 
本学の卒業制作展に合わせ、「卒展WATCHING」という受験生向けのイベントを実施し

ている。「卒展WATCHING」は、大学説明会と卒業制作展鑑賞を一度に体験できるイベン
トである。令和３年度は 27 名が参加した。 
・成安デッサン模試 
高校生・既卒者の方を対象に「成安デッサン模試」を行っている。鉛筆デッサンで特待生

を目指している方対象の「特待生対策コース」と、初心者の方対象の「デッサン入門コース」
が選択できる。模試形式でデッサンに取り組むことができ、最後には本学教員が講評を行っ
ている。令和３年度は３回実施し、のべ 146 名の参加があった。 
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・オンライン個別相談会 
オンライン個別相談会は、無料アプリ（Zoom ミーティング）を利用して行う個別相談で

ある。参加者が興味のあることについて、入学広報課の職員が懇切丁寧に回答する。受験生
のみならず、保護者や高等学校の教員、美術研究所の職員の参加も可能。令和３年度はのべ
21 名が参加した。 
・オンライン大学説明会 
オンライン大学説明会は、無料アプリ（Zoom ウェビナー）を利用して実施するイベント

である。入学広報課の職員が大学や入試の説明をし、在学生のゲストトークなども実施する。
令和３年度は４回実施し、のべ 54 名が参加した。 
・セイアンウェブオープンキャンパス 
新型コロナウイルス感染症の影響により、本学に直接足を運べない人を対象にいつでも

自由に視聴が可能な形のウェブサイトを公開している。 
 
本学では受験生や進路指導教員、美術研究所との接触を重視した募集活動を行っている。

その他に本学では、入学者選抜制度、組織的な取り組みとして、学生確保につながる以下の
４つの特色ある取り組みを行っている。 

 
ⅰ）入学者選抜における具体化と多様性の構築 
個別選抜において、調査書等による高等学校での活動評価を含め、大学入学共通テストの

利用や実技評価、また高等学校で取り組んでいる制作物を評価する多様な選抜制度を構築
している。総合選抜型入試においては、知識・技能を単純に評価するのではなく、積極性、
課題の理解度、制作過程での工夫などを評価のポイントとした。また、一部の入学試験では、
試験課題（モチーフ）の公開や入学試験要項で合格者の実技作品を記載するなど、評価の基
準や資料を積極的に明示してきた。 
ⅱ）出願分野の明快化 
高等学校の美術・デザイン教育の時間数や教員の人数が減少するなか、芸術・美術系大学

の専攻分野はより多様化・細分化しており、志願者に数十の選択肢から専攻を選択させてい
る大学も少なくない。本学では、受験生に希望や適性を正しく十分に理解させ、選考分野を
選択させることは難しいと判断し、募集の最小単位を可能な限りまとめて 6 領域とし、受
験に際してもその 6 領域からの選択で受験できるようにしている。 
ⅲ）特待生制度 
平成 22 年度から特待生を選抜する入試（旧給付奨学生入試）を実施している。成績優秀

者を特待生として選抜する入試で、一部の選抜入試には所得制限を設ける形で、経済的支援
を必要とする受験生に配慮している。特待生として合格して入学すると授業料が 4 年間大
幅に減免され、年間授業料が 698,000 円になる。 
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ⅳ）教育連携推進センター 
学びの観点では、本学は平成 30 年に基本理念(教育理念)「芸術による社会への貢献」の

もと、本学独自の取り組みとして、芸術教育における研究や芸術教育支援を目的として「教
育連携推進センター」を設置した。ここでは、授業指導や体験授業を受講する機会をとおし
て、大学での学び方を理解し、芸術教育における研究を恒常的に深め、次世代に向けた芸術
による教育の充実を目指しており、幼・小・中・高等学校や美術研究所などと連携し、美術・
デザインの次世代の担い手である園児児童生徒に対し、様々な授業・ワークショッププログ
ラムを提供している。令和３年度は高等学校での連携授業を 19 回、美術研究所での連携授
業を 11 回、提携高等学校との連携授業を 50 回、小・中学校等その他との連携授業を 21 回
実施した。この取り組みは直接的に学生確保を目的とはしていないが、高校生だけにとどま
らず、幼・小・中学校の園児児童生徒や教職員に対して、本学の教育研究に対する理解の向
上を図るためのものであるが、中長期的な学生確保に資する取り組みであると考えている。 

 
このような多様で特色ある募集活動や入学者選抜制度、組織的な取り組みを複合的に行

なった効果や反応として、本学芸術学部芸術学科への志願者数に顕著な成果を見て取るこ
とができる。これらの取り組みにシフトする以前の体制であった平成 26 年度と令和 4 年度
の志願者数を比較すると、302 人から 691 人(2.29 倍)へと大幅に増加をしている。令和４
年度の志願者数のうち、特待生選抜制度以外の選抜制度への志願者数は 420 人である。こ
の数と特待生選抜制度が無かった平成 26 年度の志願者数 302 人を比較しても、令和４年度
の志願者は 118 人(1.39 倍)多い計算となる。これは、特待生選抜制度のみによるものでは
なく、多様で特色ある募集活動や入学者選抜制度、組織的な取り組みを複合的に行った効果
や反応として志願者が増加していることを表している。このことから、今後も受験生や高等
学校の進路指導教員、美術研究所との直接的な接触の機会を増やす多様な募集活動を展開
し、入学者選抜制度や組織的な取り組みにより受験生が本学を志願したくなる、志願しやす
くなるような施策を継続したいと考えている。 

 
(2)人材需要の動向等社会の要請 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 
本学の使命・目的は、成安造形大学学則第 1条にあるように「デザイン及び美術に関する

学術の中心として、広く知識を授けると共に、深く専門の理論、技能及びその応用を教授研
究し、人格の完成を図り、国際性に富み、個性豊かな教養の高い人材を育成し、もって文化
の創造・発展、産業の発展、国家社会の福祉に寄与すること」である。 
 また、学部、学科の人材育成目的については、学則第 2条の 2において「建学の精神、校
訓、及び基本理念（教育理念）の下、芸術分野の専門性と創造性（クリエイティビティ）に
優れ、よりよき社会のあり方について主体的に考え行動することができる人材の育成を目
的とする。」と定めている。本学の基本理念（教育理念）は「芸術による社会への貢献」で
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ある。 
 
②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
本学は、基本理念(教育理念)「芸術による社会への貢献」のもと、芸術分野の専門性と創

造性(クリエイティビティ)に優れ、よりよき社会のあり方について主体的に考え行動するこ
とができる人材の育成を目的としており、その実現のために、実践力、創造力、課題解決力、
協働力、主体的行動力の５つの資質・能力を修得した者に学位を授与することとしている。 
本学芸術学部芸術学科における芸術教育は、芸術の知識や技術の修得はあくまでも学位

授与に至る過程で身に付けるべきものであり、芸術の知識や技術をきっかけとして主体的
で対話的な学びを通して思考法や実践することを身に付けた者に対して学位を授与する実
践的学士課程教育である。 
【資料９】は令和元年度に本学が実施した平成 26 年度～平成 29 年度卒業生を対象とし

たアンケートである。卒業後一定年数が経過した卒業生の現状を調査するもので、平成 26
年度の卒業生は芸術学部芸術学科の最初の卒業生であり、卒業後５年目の社会人である。平
成 29 年度の卒業生は卒業後２年目を迎えた社会人である。平成 26 年度の卒業生について
は、「問 9 現在の勤務先での職種を教えてください。」との質問に対して、いわゆるクリエ
イティブ職にあたる「デザイナー」と回答した者が 16.7%、「問 10 在学中に学んだことは、
社会に出てから、役に立ちましたか。」という質問に対して、「大変役に立っている」または
「役に立っている」と回答した者が 46.2%であった。また、平成 27年度以降は 70%以上が
「大変役に立っている」または「役に立っている」と回答している。役立つと回答した者の
割合と職種が「デザイナー」である割合との間に特段の相関関係は認められないことから、
本学の学びはクリエイティブ職に就いた卒業生のみに生かされる限定的ものではなく、身
に付けた思考法や実践力が、実社会の様々な職種において生かされるものであることの証
左であると考えている。 
【資料１０】は成安造形大学芸術学部芸術学科の卒業者数及び就職者数と、学校基本調査

の芸術系学科の卒業者数及び就職者数から算出した就職率(対卒業者)の比較である。この比
較では、いずれの年度においても数%から 10%程度、本学調査の就職率が学校基本調査の
就職率を上回っており、芸術系学科の中でも本学芸術学部が３つのポリシーに則って受入・
育成・輩出している人材は、社会から高い評価を受け、高い人材需要を有していると考えて
いる。 
折れ線グラフを見ると、学校基本調査の値も本学の値も、令和２年に下降しているが、こ

れは衰退傾向ということではなく、新型コロナウイルス感染症の流行後、本格的に就職活動
を行った年次で、企業の採用環境の悪化が影響したとみられ、芸術系学部に限らず多くの学
部で見られる傾向である。 
情報化やグローバル化といった社会的変化が人間の予測を超えて進展、社会や産業構造

が変化し、質的な豊かさが成長を支える成熟社会に移行していく現代社会において、次代を
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担う人材が身に付けるべき資質・能力として、学士力や社会人基礎力、21 世紀型スキルな
ど、様々な提言がなされている。これからの社会に求められているのは、単なる知識や技能
だけでなく、複雑化・多様化する社会の中で仲間と協働し、固定観念に捉われることなく創
造力をもって取り組み、主体的行動力を発揮して社会で実践することにより課題を解決し
ていく力を身に付けた人材である。本学の輩出する人材は実践的学士課程教育の中でまさ
にこうした資質・能力を研鑽し、感性を磨いてきた人材である。 
経済産業省と特許庁は平成 29年 7月に「産業競争力とデザインを考える研究会」を立ち

上げ、最終的には『「デザイン経営」宣言』（【資料１１】）をまとめている。デザイン思考を
活用した経営のあり方が「デザイン経営」と呼ばれ、情報技術によるビジネスモデルの転換
や、仮想空間などによる顧客体験の革新など、モノを作れば売れた時代から個人の体験に対
して価値を見出す時代への変容により、マーケットの主導権はメーカー側からユーザー側
に移ってきており、ユーザー中心、人間中心の考え方は、今後ますます顕著になってくるこ
とが予想される。デザイン思考では、ユーザーを起点としてユーザーの共感や満足感を得ら
れる製品やサービスを生み出すことに重点を置いて、アイデア出し、試作、試行を繰り返す。
目まぐるしい変化の中で、企業側にも経営の変化が求められており、様々な分野で世界市場
を席巻しているグローバル企業では、早くから経営や事業を展開していくうえでデザイン
思考を積極的に取り入れ、各分野で次々とイノベーションをもたらしている。このことから、
デザイン思考はデザインの制作過程だけで活用されているわけではなく、経営や事業にお
いて大きな役割を果たしうるとの考えが、日本の省庁や日本の各企業にもようやく浸透し
つつある段階である。 
デザイン経営に取り組む企業の活動データとしては、『「デザイン経営」宣言』の中でも各

国の調査でデザインへの投資に見合うリターンがあることが挙げられているが、【資料１２】
に引用したとおり、公益財団法人日本デザイン振興会が令和２年に約 4,000 社を対象に実
施(有効回答 519 社)した、日本企業における企業経営へのデザイン活用度調査を元にした
レポートにおいても、デザイン経営に積極的な企業、とりわけエンドユーザー向け事業を持
つ企業やデジタル化を推進する企業ほど売上が成長している。日本においてもデザイン経
営が投資に見合うリターンを生むことが証明されつつあり、地方や業態ごとに程度差はあ
ったとしても徐々にデザイン経営が浸透していくことが見込まれる。 
経済産業省・特許庁の『「デザイン経営」宣言』の中の施策の一つである「高度デザイン

人材の育成」は、あるべき未来を構想し、事業課題を創造的に解決できる人材を育成すると
いうことであるが、もちろんそれを志す企業においてそうした人材を自前でゼロから育成
する向きもあろうが、４年間の学士課程教育の中で研鑽を重ねデザイン思考を身に付けて
いる人材と、雇用後に業務の合間に限られた時間でデザイン思考研修に取り組む人材とで
は、どちらが高度デザイン人材の育成にかかる企業負担が軽いかは明白である。 
本学の実際の学びに目を向けると、【資料１３】のように、本学の大学案内の領域紹介タ

ブロイドの中でデザイン思考というワードを直接的に謳っている総合領域での学びはもち
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ろんのこと、いずれの領域の学びの中でもデザイン思考をはじめとしたクリエイティブな
思考法や発想法の鍛錬はカリキュラムに組み込まれている。さらには学部共通科目として、
芸術分野の専門性と創造性（クリエイティビティ）に優れ、よりよき社会のあり方について
主体的に考え行動するための実践機会として、社会との関係の中で自己を確認し、卒業後の
自己実現のために寄与する科目群として、社会実践科目群を設定しており、受講することを
指定している。実践的な知識・技術を活用し、コミュニケーション能力、プレゼンテーショ
ン能力、問題解決能力に優れた人材育成を目的とする「地域貢献・プロジェクト科目」では、
“結ぶ、つなげる、広げる”をテーマに、“学生・教員の教育、研究に貢献していること”、“連
携先の社会活動に貢献していること”、“大学を含む地域社会全体に貢献していること”とい
う 3 つの貢献を包括する事業をプロジェクトとして展開しており、学生は領域に関わらず
これらの科目の履修が可能であり、考えたことを社会実践していくことが求められる。また、
【資料１４】のとおり本学は令和 3 年 4 月に新しく「未来社会デザイン共創機構」を設立
した。社会との共創により、芸術研究を深化・拡張し、新たな価値の創造とより良い未来社
会の実現に貢献すべく、同機構が中心となって、学術研究と社会を結び、社会との共創関係
を構築するハブとして機能することを目指している。令和 3 年度の取り組みとして、学生
の研究活動の活性化を目的とした企画として「SEIAN ドリームプロジェクト（学生特別研
究助成金）」を実施し、学生が地域社会とかかわる研究が多数応募され採択された。領域の
学び、学部共通の学び、機構による支援を受けた研究にと、大学による様々なアプローチに
よって在学中に地域社会と関わり、個々の作品のスタイルや意匠など、外見的な意味での狭
義のデザインのみにとらわれることなく、芸術分野の専門性と創造性（クリエイティビティ）
を発揮して、本学の基本理念（教育理念）である「芸術による社会への貢献」ができる人材
へと成長する。本学が輩出する人材は、『「デザイン経営」宣言』にある“事業課題を創造的
に解決できる高度デザイン人材”に通じるものであると自負している。 
現在、本学の卒業生は【資料１５】のとおり、社会的な人材需要により、いわゆるクリエ

イティブ系のみならず多種多様な業種の企業に就職している。本学が輩出する人材が様々
な業種の企業の様々な職種で採用され、その企業の中でキャリアを重ねていくことで、企業
においてもデザイン経営のリテラシーが進めば、『「デザイン経営」宣言』にあるような、変
化の激しい社会で求められるモノ中心の考え方から人間中心の考え方への企業経営のシフ
トに寄与することができるであろう。 
本学芸術学部芸術学科は、学校基本調査における芸術系学科の中でも就職率が高いこと

を【資料１０】で示したが、就職先の所在地は【資料１６】のとおり、近畿地方の割合が高
く、中でも滋賀県、京都府、大阪府の割合が高い。このことは、本学芸術学部が３つのポリ
シーに則って受入・育成・輩出している人材に対する地域に所在する企業からの需要が高い
ことを示している。 
昨今、新型コロナウイルス感染症の影響によって就職率は好転しないが、【資料１７】に

挙げた令和３年度におけるインターンシップの派遣人数・受入先数の変化を、回復の兆候と
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捉えている。平成 30 年度と令和３年度の対比で、本学からの派遣人数が 1.8 倍、受入先数
が 1.6 倍に増加している。これはコロナ禍による採用環境の悪化の中にあって、たとえただ
ちに就職率に結実しないとしても、企業側が本学の学生に興味を示している確かな証拠で
ある。受入先数全体の増加に比例して、県内の企業も順調に数を増やしていることから、本
学への興味関心は、大学が所在する地域の企業についても高まりを見せているものと考え
られる。 
これらの点から、本学芸術学部芸術学科の人材の育成に関する目的その他の教育研究上

の目的は、社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであると言える。高い評価を
受けている滋賀県内唯一の芸術大学である本学が、今後も３つのポリシーに則って人材の
受入・育成・輩出を続けることは、本学の使命であると考えている。 
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【資料１２】公益財団法人日本デザイン振興会『企業経営へのデザイン活用度調査レポート』
(平成 30 年 11 月 25 日)(抜粋)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５ 

【資料１３】成安造形大学『大学案内 2023 総合領域タブロイド』(抜粋)・・・・・・６３ 

【資料１４】成安造形大学WEB サイト『未来社会デザイン共創機構』ページ・・・・６４ 

【資料１５】芸術学部芸術学科 令和３年３月卒業者数、進学者数、就職者数・就職率(令和 
３年５月１日現在）等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６６ 

【資料１６】芸術学部芸術学科 令和３年３月卒業者のうち就職者の就職先所在地・・６７ 

【資料１７】芸術学部芸術学科 インターンシップ派遣人数・受入先数・・・・・・・６８ 

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 2 -



学部学科 項目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

入学定員(人) 200 200 200 200 200

志願者数(人) 743 727 698 721 691

入学者数(人) 239 235 234 230 221

入学定員充足率 1.19 1.17 1.17 1.15 1.10

収容定員(人) 820 820 820 820 820

在籍者数(人) 901 943 949 921 920

収容定員充足率 1.09 1.15 1.15 1.12 1.12

　注1）入学定員充足率・収容定員充足率は小数点以下第3位を切捨て
　注2）令和3年度以降は入試改革のため志願者をエントリー者数に読み替えて掲載

芸術学部
芸術学科

芸術学部芸術学科の過去５年間の入学定員・志願者数・入学者数・入学定員充足率

【資料１】
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学部学科 項目 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

志願者数(人) 58 102 121 77 85

入学者数(人) 24 22 30 50 22

本学調べ

外国人留学生のみを対象としていない入学試験選抜については、外国人留学生志願者の
抽出集計おこなっていないため、志願者数は外国人留学生のみを対象とした入学試験選
抜の志願者数の合計

入学者数は入学試験種別に関わらず、「留学」の在留資格を持って入学した外国人留学
生の合計

令和3年度以降は入試改革のため志願者をエントリー者数に読み替えて掲載

芸術学部芸術学科の過去５年間の外国人留学生の志願者数・入学者数

芸術学部
芸術学科

【資料２】
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国籍 人数(人) 比率(％)
中国 113 80.7
インドネシア 16 11.4
韓国 4 2.9
マレーシア 3 2.2
台湾 2 1.4
オーストラリア 1 0.7
スウェーデン 1 0.7
合計 140 100.0
本学調べ

芸術学部芸術学科の外国人留学生の国籍比率（令和３年5月1日現在）

【資料３】
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Tel: 03-5369-6075 / Fax: 03-5369-6044 
E-mail: press@jpf.go.jp

【資料４】

引用：国際交流基金プレスリリース(令和元年11月28日)
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日本私立学校振興・共済事業団の令和３（2021）年度  私立大学・短期大学等 入学志願動向より引用

【資料５】

引用：日本私立学校振興・共済事業団
令和３（2021）年度 私立大学・短期大学等 入学志願動向
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引用：リクルート進学総研マーケットリポートVol.90
令和3(2021)年4月号
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学部・学科トレンド
データ集

連携・融合という社会のトレンドは
志願トレンドにはまだ反映されず、やや時差ありか

編集部　鹿島 梓

経済環境や雇用情勢あるいは政治

動向等、社会の様々な要因が受験生の

志望分野に作用し、学部・学科の「ライ

フサイクル」は大きく変化する。本誌

では1992年以降その動きを把握し、

定期的にマーケットトレンドを俯瞰

してきた。前回はグローバル化・第4

次産業革命といった大きな社会変化

のうねりが、特に複合分野のトレンド

に影響を与えつつある状況をお伝え

した。今回はその後、コロナ禍のさな

かの状況をお伝えしたい。

図表1　学科の78学問分類と2018-2021トレンド一覧

学科系統（大分類） 学科系統（小分類） トレンド 学科系統（大分類） 学科系統（小分類） トレンド 学科系統（大分類） 学科系統（小分類） トレンド

1 文化・地理・
歴史

1 地理学 ↙ 27 住居学 ↘ 53 語学（外国語） ↙

2 歴史学 ↘ 28 生活科学 ↙ 54 語学（日本語） ↙

3 考古学 ↘ 6 生物 29 生物学 ↙ 11 スポーツ・
健康・医療

55 スポーツ学 ↘

4 文化人類学 ↙ 30 生命科学 ↙ 56 健康科学 ↙

5 日本文化学 ↗ 31 農学 ↘ 57 医学（専門課程） ↙

6 言語学 ↘ 32 森林科学・水産学 ↘ 58 歯学（専門課程） ↙

7 教養学 ↘ 33 獣医・畜産学 ↙ 59 薬学 ↘
2 芸術・文学・
表現

8 音楽 ↖ 7 社会・
マスコミ

34 社会学 ↘ 60 看護学 ↘

9 美術 ↙ 35 観光学 ↘ 61 保健衛生学 ↘

10 デザイン ↖ 36 情報学 ↗ 62 リハビリテーション学 ↘

11 舞台・演劇学 ↗ 37 図書館情報学 ↙ 63 医療技術学 ↗

12 日本文学 ↙ 38 コミュニケーション学 ↗ 12 工学・建築・
技術

64 機械工学 ↙

13 外国文学 ↘ 39 マスコミ学 ↙ 65 航空・船舶・自動車工学 ↘

14 児童文学 ― 40 メディア学 ↙ 66 システム・制御工学 ↙

15 文芸学 ↗ 8 人間・心理・
教育・福祉

41 哲学・宗教学 ↙ 67 情報工学 ↖
3 数学・物理学・
化学

16 数学 ↙ 42 心理学 → 68 通信工学 ↖

17 物理学 ↙ 43 人間科学 ↘ 69 電気工学 ↘

18 化学 ↖ 44 教育学 ↙ 70 電子工学 ↙
4 法律・政治・
経済

19 法学 ↙ 45 保育・児童学 ↘ 71 画像・音響工学 ↙

20 政治・政策学 ↙ 46 福祉学 ↙ 72 建築学 ↙

21 総合政策学 ↙ 9 地球・環境・
エネルギー

47 地球・宇宙学 → 73 土木工学 ↙

22 経済学 ↙ 48 環境科学 ↗ 74 環境工学 ↖

23 経営学 ↘ 49 エネルギー・資源工学 ↙ 75 応用物理学 ↙

24 商学 ↙ 50 原子力工学 ↙ 76 応用化学 →
5 家政・生活 25 栄養・食物学 ↘ 10 国際・語学 51 国際関係学 ↘ 77 材料工学 ↙

26 服飾・被服学 ↘ 52 国際文化学 ↘ 78 経営工学 ↗

↗（成長期）トレンド： →（成熟期） ↘（衰退期） ↙（撤退期） ↖（再成長予兆期）
※成長期は定員増・志願者増、成熟期は定員増・かつ志願者増の幅が5%以内、衰退期は定員増・志願者減、撤退期は定員減・志願者減、再成長予兆期は定員減・志願者増　と定義
※リクルート独自分類

【資料８】

引用：リクルート進学総研カレッジマネジメント Vol.232　
令和４(2022)年4-6月号
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本
調
査
で
は
、「
リ
ク
ル
ー
ト
入
試
実
態
調

査
」の
集
計
デ
ー
タ
を
基
に
、2
02
1
年
時
点

で
国
公
私
立
大
学
が
設
置
し
て
い
た
51
80

学
科
に
つ
い
て
、学
科
名
称
や
教
育
内
容
に

照
ら
し
合
わ
せ
、リ
ク
ル
ー
ト
独
自
の
12
の

大
分
類
・
78
の
小
分
類（
図
表
1）
に
分
類
し

た
。
な
お
、こ
の
78
分
野
に
当
て
は
ま
っ

た
34
85
学
科
を「
単
独
分
野
」と
定
義
。
ま

た
、複
数
分
野
が
融
合
し
て
い
て
78
分
野

に
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
16
95
学
科
を

「
複
合
分
野
」と
定
義
し
て
い
る
。

特
集
で
見
て
き
た
よ
う
に
、社
会
・
産
業

界
の
変
化
と
人
材
育
成
ト
レ
ン
ド
の
変
化
、

初
等
中
等
教
育
の
変
化
と
、高
等
教
育
の
前

後
で
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。

高
等
教
育
は
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
シ
ー

ズ
を
育
て
、変
化
対
応
力
の
高
い
人
材
を
育

ま
ず
単
独
分
野
の
学
科
系
統
か
ら
見
て

い
こ
う
。
縦
軸
に
志
願
者
数
、横
軸
に
募
集

定
員
数
を
置
き
、図
表
上
の
矢
印
で
、ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
の
パ
タ
ー
ン
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
た
か
を
示
し
た
の
が
、学
科
系

統
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
図
で
あ
る（
図
表

2-
2
～
2-
13
d）
。
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

に
な
ぞ
ら
え
、Ⅰ
成
長
期
、Ⅱ
成
熟
期
、Ⅲ
衰

退
期
、Ⅳ
撤
退
期
、Ⅴ
再
成
長
予
兆
期
と
い

う
、5
つ
の
段
階
が
あ
る
と
仮
説
を
立
て
て

い
る
。
た
だ
し
、マ
ー
ケ
ッ
ト
の
趨
勢
が
必

ず
し
も
こ
の
順
序
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、特

に
最
近
は
変
化
が
激
し
く
、「
成
熟
前
に
衰

退
す
る
」「
撤
退
し
た
ま
ま
再
成
長
し
な
い
」

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
。

以
下
の
単
独
分
野
グ
ラ
フ
は
全
て「
志
願

者
数
×
募
集
定
員
数
の
推
移（
19
92
、

19
96
、2
00
0、
20
04
、2
00
8、
20
12
、

20
16
、2
01
8、
20
21
）」
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
理
解
は
得
ら
れ
、志

願
者
数
に
結
果
が
表
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

当
然
効
果
的
な
広
報
や
情
報
伝
達
が
で
き

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
も
結
果
は
変

わ
る
。
志
願
者
が
増
え
る
か
は
そ
う
し
た

複
合
的
な
要
因
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、特
定

の
学
科
が
必
ず
伸
び
る
と
い
う
単
純
な
話

で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま

た
、志
願
者
が
継
続
的
に
増
加
す
る
に
は
一

定
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、社
会
ニ
ー
ズ
が

顕
在
化
し
て
か
ら
設
置
ま
で
に
は
一
定
の

検
討
期
間
が
あ
り
、か
つ
、そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
学
科
系
統
の
新
規
設
置
が

増
加
し
て
か
ら
も
、志
願
者
が
増
加
す
る
に

は
一
定
の
期
間
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
、伸
び

て
く
る
べ
き
分
野
が
ま
だ
そ
こ
ま
で
伸
び

て
い
な
い
。
今
回
の
集
計
で
は
こ
う
し
た

ギ
ャ
ッ
プ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

成
し
、探
究
軸
で
学
ん
で
く
る
生
徒
達
の
学

び
を
止
め
ず
、シ
ー
ム
レ
ス
な
高
大
接
続
を

継
続
的
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
で
は

そ
う
し
た
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
場
合
、ブ

ラ
ン
ド
力
が
高
ま
る
の
か
、志
願
者
数
が
増

え
る
の
か
、と
い
う
の
は
、短
期
的
な
経
営

テ
ー
マ
と
し
て
当
然
関
心
の
高
い
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、今
回
数
値
デ
ー
タ
で

見
る
限
り
で
い
う
と
、志
願
者
数
に
跳
ね
返

る
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
感
が
否
め

な
い
。
つ
ま
り
、新
し
い
領
域
を
創
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
、必
ず
集
ま
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
そ
こ
に
は
立
地
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ポ
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シ
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い
っ
た
外
的
要
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影
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す
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ほ

か
、大
学
自
身
の
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略
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ド
メ
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に
即
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た
独
自
性
、ス
ト
ー
リ
ー
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必
要
に
な
る
。

そ
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146 13 8.9%

※アンケート実施年月：2019年5月（卒業後5年目）

問1　氏名を教えてください。
回答数

13

問2　住所を教えてください。
回答数

12

問3　メールアドレスを教えてください。
回答数

12

問4　卒業年度を教えてください。
回答数

12

問5　所属していた領域・コースを教えてください。
総合領域 イラストレーション領域 美術領域 メディアデザイン領域 空間デザイン領域 回答数計

0 5 4 3 1 13

% 0.0% 38.5% 30.8% 23.1% 7.7% 100.0%

問6　現在の状況について教えてください。
①同じ勤務先 ②転職した ③退職し休職中 ④学生 ⑤その他 回答数計

8 3 1 0 1 13

% 61.5% 23.1% 7.7% 0.0% 7.7% 100.0%

問7　現在の勤務先を教えてください。
回答数

11

問8　現在の勤務先での就業形態を教えてください。
正社員 契約社員 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 自営業者 作家 その他 回答数計

9 1 0 1 0 0 1 12

% 75.0% 8.3% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 100.0%

問9　現在の勤務先での職種を教えてください。
事務 営業 販売 企画 デザイナー ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・SE 教員 製造・生産管理 その他 回答数計

0 1 0 0 2 0 1 2 6 12

% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 8.3% 16.7% 50.0% 100.0%

問10　在学中に学んだことは、社会に出てから、役に立ちましたか。
①大変役に立っいる ②役に立っている ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

3 3 1 0 6 13

% 23.1% 23.1% 7.7% 0.0% 46.2% 100.0%

問11　問10で①、②を選択された方は、どんなことが役にたったかを教えてください。
回答数

5

問12　在学中にやっておいた方が良かったと思うことは何ですか。
回答数

9

問13　在学中にキャリアサポートセンターの支援を活用しましたか。
①活用した ②活用していない 回答数計

11 2 13

% 84.6% 15.4% 100.0%

問14　問13で①を選択された方は、活用され役にたったかを教えてください。
①大変役に立った ②役に立った ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

4 5 1 0 1 11

% 36.4% 36.4% 9.1% 0.0% 9.1% 100.0%

問15　問14で①、②を選択された方は、どんなことが役に当たったかを教えてください。
回答数

9

問16　問13で②を選択された方は、活用していなかった理由を教えてください。
回答数

0

芸術学部

平成26年度卒業生（2015年3月卒業）のキャリアに関するアンケート結果

芸術学部
依頼数 回答数 回収率

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

【資料9】
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155 25 16.1%

※アンケート実施年月：2019年5月（卒業後4年目）

問1　氏名を教えてください。
回答数

25

問2　住所を教えてください。
回答数

25

問3　メールアドレスを教えてください。
回答数

23

問4　卒業年度を教えてください。
回答数

25

問5　所属していた領域・コースを教えてください。
総合領域 イラストレーション領域 美術領域 メディアデザイン領域 空間デザイン領域 回答数計

1 13 1 6 4 25

% 4.0% 52.0% 4.0% 24.0% 16.0% 100.0%

問6　現在の状況について教えてください。
①同じ勤務先 ②転職した ③退職し休職中 ④学生 ⑤その他 回答数計

10 11 1 1 2 25

% 40.0% 44.0% 4.0% 4.0% 8.0% 100.0%

問7　現在の勤務先を教えてください。
回答数

20

問8　現在の勤務先での就業形態を教えてください。
正社員 契約社員 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 自営業者 作家 その他 回答数計

17 2 0 3 0 0 0 22

% 77.3% 9.1% 0.0% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問9　現在の勤務先での職種を教えてください。
事務 営業 販売 企画 デザイナー ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・SE 教員 製造・生産管理 その他 回答数計

3 2 0 0 10 0 0 3 3 21

% 14.3% 9.5% 0.0% 0.0% 47.6% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 100.0%

問10　在学中に学んだことは、社会に出てから、役に立ちましたか。
①大変役に立っいる ②役に立っている ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

6 13 1 0 5 25

% 24.0% 52.0% 4.0% 0.0% 20.0% 100.0%

問11　問10で①、②を選択された方は、どんなことが役にたったかを教えてください。
回答数

18

問12　在学中にやっておいた方が良かったと思うことは何ですか。
回答数

23

問13　在学中にキャリアサポートセンターの支援を活用しましたか。
①活用した ②活用していない 回答数計

19 6 25

% 76.0% 24.0% 100.0%

問14　問13で①を選択された方は、活用され役にたったかを教えてください。
①大変役に立った ②役に立った ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

4 7 0 0 9 20

% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 45.0% 100.0%

問15　問14で①、②を選択された方は、どんなことが役に当たったかを教えてください。
回答数

9

問16　問13で②を選択された方は、活用していなかった理由を教えてください。
回答数

5

芸術学部

平成27年度卒業生（2016年3月卒業）のキャリアに関するアンケート結果

芸術学部
依頼数 回答数 回収率

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 36 -



156 23 14.7%

※アンケート実施年月：2019年5月（卒業後3年目）

問1　氏名を教えてください。
回答数

23

問2　住所を教えてください。
回答数

21

問3　メールアドレスを教えてください。
回答数

23

問4　卒業年度を教えてください。
回答数

23

問5　所属していた領域・コースを教えてください。
総合領域 イラストレーション領域 美術領域 メディアデザイン領域 空間デザイン領域 回答数計

4 11 0 6 2 23

% 17.4% 47.8% 0.0% 26.1% 8.7% 100.0%

問6　現在の状況について教えてください。
①同じ勤務先 ②転職した ③退職し休職中 ④学生 ⑤その他 回答数計

11 8 2 1 1 23

% 47.8% 34.8% 8.7% 4.3% 4.3% 100.0%

問7　現在の勤務先を教えてください。
回答数

20

問8　現在の勤務先での就業形態を教えてください。
正社員 契約社員 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 自営業者 作家 その他 回答数計

17 2 1 0 0 0 0 20

% 85.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問9　現在の勤務先での職種を教えてください。
事務 営業 販売 企画 デザイナー ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・SE 教員 製造・生産管理 その他 回答数計

0 1 1 1 13 0 0 2 1 19

% 0.0% 5.3% 5.3% 5.3% 68.4% 0.0% 0.0% 10.5% 5.3% 100.0%

問10　在学中に学んだことは、社会に出てから、役に立ちましたか。
①大変役に立っいる ②役に立っている ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

10 8 2 1 2 23

% 43.5% 34.8% 8.7% 4.3% 8.7% 100.0%

問11　問10で①、②を選択された方は、どんなことが役にたったかを教えてください。
回答数

18

問12　在学中にやっておいた方が良かったと思うことは何ですか。
回答数

21

問13　在学中にキャリアサポートセンターの支援を活用しましたか。
①活用した ②活用していない 回答数計

18 3 21

% 85.7% 14.3% 100.0%

問14　問13で①を選択された方は、活用され役にたったかを教えてください。
①大変役に立った ②役に立った ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

4 13 0 0 1 18

% 22.2% 22.2% 0.0% 0.0% 5.6% 100.0%

問15　問14で①、②を選択された方は、どんなことが役に当たったかを教えてください。
回答数

17

問16　問13で②を選択された方は、活用していなかった理由を教えてください。
回答数

3

芸術学部

平成28年度卒業生（2017年3月卒業）のキャリアに関するアンケート結果

芸術学部
依頼数 回答数 回収率

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部
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155 38 24.5%

※アンケート実施年月：2019年5月（卒業後2年目）

問1　氏名を教えてください。
回答数

37

問2　住所を教えてください。
回答数

35

問3　メールアドレスを教えてください。
回答数

35

問4　卒業年度を教えてください。
回答数

38

問5　所属していた領域・コースを教えてください。
総合領域 イラストレーション領域 美術領域 メディアデザイン領域 空間デザイン領域 回答数計

5 15 5 8 5 38

% 13.2% 39.5% 13.2% 21.1% 13.2% 100.0%

問6　現在の状況について教えてください。
①同じ勤務先 ②転職した ③退職し休職中 ④学生 ⑤その他 回答数計

29 5 0 0 4 38

% 76.3% 13.2% 0.0% 0.0% 10.5% 100.0%

問7　現在の勤務先を教えてください。
回答数

32

問8　現在の勤務先での就業形態を教えてください。
正社員 契約社員 派遣社員 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 自営業者 作家 その他 回答数計

30 0 1 2 0 0 0 33

% 90.9% 0.0% 3.0% 6.1% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問9　現在の勤務先での職種を教えてください。
事務 営業 販売 企画 デザイナー ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ・SE 教員 製造・生産管理 その他 回答数計

4 3 4 1 12 0 2 2 6 34

% 11.8% 8.8% 11.8% 2.9% 35.3% 0.0% 5.9% 5.9% 17.6% 100.0%

問10　在学中に学んだことは、社会に出てから、役に立ちましたか。
①大変役に立っいる ②役に立っている ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

8 20 2 0 6 36

% 22.2% 55.6% 5.6% 0.0% 16.7% 100.0%

問11　問10で①、②を選択された方は、どんなことが役にたったかを教えてください。
回答数

28

問12　在学中にやっておいた方が良かったと思うことは何ですか。
回答数

31

問13　在学中にキャリアサポートセンターの支援を活用しましたか。
①活用した ②活用していない 回答数計

23 13 36

% 63.9% 36.1% 100.0%

問14　問13で①を選択された方は、活用され役にたったかを教えてください。
①大変役に立った ②役に立った ③役に立っていない ④全く役に立っていない ⑤どちらともいえない 回答数計

8 9 3 0 3 23

% 34.8% 34.8% 13.0% 0.0% 13.0% 100.0%

問15　問14で①、②を選択された方は、どんなことが役に当たったかを教えてください。
回答数

17

問16　問13で②を選択された方は、活用していなかった理由を教えてください。
回答数

9

平成29年度卒業生（2018年3月卒業）のキャリアに関するアンケート結果

芸術学部
依頼数 回答数 回収率

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部

芸術学部
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年度 区分 卒業者(⼈) 就職者(⼈) 就職率(b/a)

学校基本調査(芸術系学科) 15744 9238 58.7%

成安造形⼤学芸術学部芸術学科 234 147 62.8%

学校基本調査(芸術系学科) 15658 10102 64.5%

成安造形⼤学芸術学部芸術学科 194 145 74.7%

学校基本調査(芸術系学科) 15519 10157 65.4%

成安造形⼤学芸術学部芸術学科 154 116 75.3%

学校基本調査(芸術系学科) 15096 9710 64.3%

成安造形⼤学芸術学部芸術学科 159 117 73.6%

学校基本調査(芸術系学科) 15513 9438 60.8%

成安造形⼤学芸術学部芸術学科 176 116 65.9%

※学校基本調査は、表番号73「関係学科別 状況別 卒業者数」統計表の区分「芸術」の各年度の値を引⽤
※就職者は、学校基本調査の「就職者」と「進学者」のうち就職している者の数を合算
※就職率は⼩数第⼆位を四捨五⼊して算出

平成２８年度

成安造形⼤学芸術学部芸術学科と学校基本調査(芸術系学科)の就職率⽐較

令和２年度

令和元年度

平成３０年度

平成２９年度

60.8%

64.3%
65.4% 64.5%

58.7%

65.9%

73.6%
75.3% 74.7%

62.8%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

80.0%

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度

就職率を⽐較した折れ線グラフ

学校基本調査(芸術系学科) 成安造形⼤学芸術学部芸術学科

【資料１0】
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【資料１１】

引用：
経済産業省・特許庁
産業競争力とデザインを考える研究会
「デザイン経営」宣言
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「
平
成
２
３
年
度
中
小
企
業
支
援
調
査

我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
の
競
争
力
の
源
泉
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
（
経
済
産
業
省
）
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
10
0人

超
の
製
造
業
全
て
（
全
25
,0
00
社
）
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
「
日
本
国
内
で
市
場
開
拓
を
成
し
遂
げ
た
成
功
要
因
」
と
し
て
、
「
高
品
質
・

高
機
能
」
を
挙
げ
た
者
は
38
.3
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
デ
ザ
イ
ン
は
0.
8％
。
同
様
に
「
米
国
で
市
場
開
拓
を
成
し
遂
げ
た
成
功
要
因
」
と
し
て
、
「
高
品
質
・

高
機
能
」
を
挙
げ
た
者
は
63
.6
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
デ
ザ
イ
ン
は
0.
0％
。
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日
本
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
「
技
術
革
新
」
と
翻
訳
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

「
技
術
革
新
」
は
、
研
究
開
発
に
よ
っ
て
新
し
い
技
術
を
生
む
こ
と
、
つ
ま
り
発
明

(イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
)
と
ほ
ぼ
同
義
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
来
の
意
味
は
、
発
明
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
発
明

を
実
用
化
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
社
会
を
変
え
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
革
新
的

な
技
術
を
開
発
す
る
だ
け
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
ニ

ー
ズ
を
利
用
者
視
点
で
見
極
め
、
新
し
い
価
値
に
結
び
付
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
デ

ザ
イ
ン
が
介
在
し
て
は
じ
め
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を

知
財
の
観
点
か
ら
た
ど
る
と
、
発
明
が
行
わ
れ
る
と
特
許
が
出
願
さ
れ
、
そ
の
発
明

が
商
品
化
さ
れ
市
場
に
投
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
意
匠
が
登
録
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ダ
イ
ソ
ン
、
ア
ッ
プ
ル
な
ど
の
企
業
は
、
特
許
出
願
が

増
え
た
後
に
意
匠
登
録
が
増
え
る
の
に
対
し
、
日
本
企
業
の
多
く
に
お
い
て
は
、

19
80
年
代
に
盛
ん
だ
っ
た
意
匠
登
録
が
、
19
90
年
代
以
降
は
低
迷
し
て
い
る
。
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「
知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
」
と
は
、
①
開
発
さ
れ
た
優
れ
た
研
究
成
果
を
権
利
化
し
、
②
産
業
財
産
権
の
活
用
等
に
よ
っ
て
研
究
開
発
の
費
用
を
回
収

し
、
③
再
び
新
し
い
研
究
開
発
に
役
立
て
て
も
ら
う
と
い
う
考
え
方
。

2
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デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
実
行
計
画
20
18
年
1月
16
日
に
eガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
に
て
決
定
さ
れ
た
、
政
府
・
地
方
・
民
間
全
て
を
通
じ
た
デ
ー

タ
の
連
係
、
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
を
実
現
し
、
世
界
に
先
駆
け
た
、
日
本
型
の
「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
」
の
実
現
を
目
指
す
計
画
。

3
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88

ビ
ジ
ネ
ス
領
域
 （
複
数
回
答
 n
=
38
9)
   

Q
6

B 
to
 B
部
品

/サ
ー
ビ
ス

B 
to
 B
製
品

/サ
ー
ビ
ス

B 
to
 C
製
品

/サ
ー
ビ
ス

B 
to
 B
 to
 C

製
品
/サ
ー
ビ
ス

上
記
に
該
当
し
な
い

過
去
５
年
の
平
均
売
上
成
長
率

(n
=
38
9)

Q
10

10
%
以
上

０
～

10
％
未
満

－
10
％
～

０
％
未
満

－
10
％
未
満

不
明
・

売
上
な
し

デ
ザ
イ
ン
組
織

(n
=
38
9)

Q
12

社
内
独
立
組
織

事
業
部
内
チ
ー
ム

外
部
連
携

な
し

グ
ル
ググ
ー
プ
会
ププ
社

不
明

産
業
分
野

(n
=
38
9)

Q
2

製
造
業

情
報
・

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

そ
の
他

規
模

(n
=
38
9)

Q
2＋
Q
3＋
Q
4

中
小
企
業

大
企
業

4 %%

19
%

59
%

56
%

18
%

24
%

55
%

13
% 5 %

44 %
3 %

23
% 31

% 34
%

6 %

2 %

62
%

5 %

33
%

71
%

29
%

調
査
結
果

回
答
企
業
の
概
観

本
調
査
で
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
応
募
企
業
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
様
々
な
類
型
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

製
造
業
が
約
6
割
、中
小
企
業
が
約
7
割
、デ
ザ
イ
ン
組
織
・
チ
ー
ム
を
持
つ
企
業
は
5
割
強
、

B
to
B
領
域
を
持
つ
企
業
の
方
が
多
い
こ
と
な
ど
が
、
回
答
企
業
の
概
観
で
す
。

【資料１２】

引用：
公益財団法人日本デザイン振興会
企業経営へのデザイン活用度調査レポート - 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 55 -
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デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
と
過
去
5年
の
平
均
売
上
高
増
加
状
況
の
関
係
性
  (
n=
39
3)

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
10

あ
ま
り
積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度
積
極
的

積
極
的

積
極
的
で
な
い

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

20
%
以
上

10
%
以
上
20
%
未
満

0%
以
上
10
%
未
満

-1
0%
以
上
0%
未
満

-2
0%
以
上
-1
0%
未
満

-2
0%
未
満

過
去
5
年
の

平
均
売
上
高
増
加
率

3 %
13

%

7 %77

15
%

13
%

13
%

20
%

46
%

17
%77

15
%

58
%

58
%

64
%

14
% 14

%

4 % 4 %
1 %%

9 %

4 %2 %
2 % 2 %2 %

デ
ザ
イ
ン
経
営
に
積
極
的
な
ほ
ど
売
上
が
成
長
し
て
い
る

過
去
5
年
の
売
上
高
増
加
率
が
10
％
以
上
の
企
業
の
割
合
は
、デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
に
積
極
的
な
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
16
%
→
24
%
→
28
%
→
33
%
）

つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
経
営
に
注
力
し
て
い
る
企
業
と
売
上
成
長
の
相
関
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

調
査
結
果

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 56 -
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エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け
事
業
を
多
く
持
つ
企
業
に
お
け
る

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
と

過
去
5
年
の
売
上
の
増
加
状
況

(n
=
24
0)

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
7×
Q
10

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

積
極
的
で
な
い

あ
ま
り

積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度

積
極
的

積
極
的

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

積
極
的
で
な
い

あ
ま
り

積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度

積
極
的

積
極
的

U
X
向
上
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
へ
の
取
組
み
に

積
極
的
な
企
業
の
デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
と

過
去
5
年
の
売
上
の
増
加
状
況

(n
=
96
)

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
8×
Q
10

20
%
以
上

10
%
以
上
20
%
未
満

0%
以
上
10
%
未
満

-1
0%
以
上
0%
未
満

-2
0%
以
上
-1
0%
未
満

-2
0%
未
満

過
去
5
年
の

平
均
売
上
高
増
加
率

12
% 18

%

9 %

16
%

20
%

51
% 51

%

15
%

60
%

69
%

13
%

15
%

15
%

44 %
22 %

2 %

33 %
12

%

5 %

5 %
5 %

14
%

12
%

11
%

12
%

14
%

27
%77

27
%77

23
%

53
%

19
%

61
%

70
%

11
%

8 %3 %%

33 %
19

%

11
%

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け
事
業
を
持
つ
企
業
、

U
X
向
上
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
企
業
は
更
に
傾
向
が
顕
著

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け
事
業
を
多
く
持
つ
企
業
の
過
去
5
年
の
売
上
高
増
加
率
が
10
％
以
上
の
企
業
の
割
合
は
、
デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
に
応
じ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
12
%
→
20
%
→
34
%
→
35
%
）

ま
た
U
X（
U
se
r 
E
xp
er
ie
nc
e：
ユ
ー
ザ
ー
体
験
）向
上
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
へ
の
取
組
み
に
積
極
的
な
企
業
で
過
去
5
年
の
売
上
高
増
加
率
が
10
％
以
上
の
企
業
の
割
合
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
経
営
に
あ
る
程
度
積
極
的
」な
企
業
で
は
や
や
下
が
る
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
に
応
じ
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

特
に「
デ
ザ
イ
ン
経
営
に
積
極
的
」な
企
業
で
は
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。（
14
%
→
31
%
→
25
%
→
54
%
）

調
査
結
果
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過
去
5年
の
平
均
売
上
高
増
加
率
と

「
デ
ザ
イ
ン
へ
の
投
資
」の
状
況

(n
=
35
6)

Q
26
×
Q
10

－
10
％
～
０
％
未
満

過
去
5年
の

平
均
売
上
高
増
加
率

０
％
～
10
％
未
満

10
%
以
上

増
加
し
て
い
る

や
や
増
加
し
て
い
る

変
わ
ら
な
い
 /
 や
や
減
っ
て
い
る
 /
 

減
っ
て
い
る
 /
 わ
か
ら
な
い

デ
ザ
イ
ン
へ
の
投
資

過
去
5年
の
平
均
売
上
高
増
加
率
と

デ
ザ
イ
ン
系
以
外
の
職
種
へ
の

啓
発
・
教
育
の
状
況

(n
=
35
6)

Q
24
×
Q
10 積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

推
進
し
て
い
る

推
進
し
て
い
な
い
が
、

検
討
中
で
あ
る

推
進
し
て
い
な
い
し
、

検
討
も
し
て
い
な
い
 /
 

わ
か
ら
な
い
 /

デ
ザ
イ
ン
系
以
外
の

職
種
は
い
な
い

デ
ザ
イ
ン
系
以
外
の
職
種
へ
の
啓
蒙
・
教
育

過
去
5年
の
平
均
売
上
高
増
加
率
と

「
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
活
用
し
た
手
法
」の

取
組
み
状
況

(n
=
35
6)

Q
15
×
Q
10 取
り
入
れ
て
い
る

試
行
的
に
取
り
入
れ
て
い
る

取
り
入
れ
て
い
な
い
/ 
わ
か
ら
な
い

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
活
用
し
た
手
法

－
10
％
～
０
％
未
満

過
去
5年
の

平
均
売
上
高
増
加
率

０
％
～
10
％
未
満

10
%
以
上

－
10
％
～
０
％
未
満

過
去
5年
の

平
均
売
上
高
増
加
率

０
％
～
10
％
未
満

10
%
以
上

26
%

30
%

44
%

20
%

38
%

42
%

29
%

33
%

38
%

6 %
22

%
16

%
56

%

5 %
19

%
19

%
57

%77

8 %
44

%
24

%
24

%

30
%

22
%

48
%

26
%

27
%77

47
%77

40
%

34
%

26
%

売
上
成
長
が
高
い
企
業
は
、デ
ザ
イ
ン
へ
の
投
資
や
教
育
、

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
活
用
し
た
手
法
の
実
践
に
積
極
的
で
あ
る

売
上
成
長
し
て
い
る
企
業
は
デ
ザ
イ
ン
へ
の
投
資
に
積
極
的
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
増
加
し
て
い
る
・
や
や
増
加
し
て
い
る
が
 5
6
%
→
58
%
→
67
%
）

ま
た
、
売
上
成
長
し
て
い
る
企
業
は
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
啓
発
・
教
育
(こ
こ
で
は
デ
ザ
イ
ン
系
以
外
の
職
種
へ
の
デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ン
ド
の
啓
発
や
デ
ザ
イ
ン
教
育
等
）や

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
を
活
用
し
た
手
法
の
取
り
入
れ
に
も
積
極
的
に
取
組
む
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

調
査
結
果

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 58 -
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と
て
も
愛
着
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
う

愛
着
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
う

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

愛
着
を
持
た
れ
て
い
な
い
と
思
う

全
く
愛
着
を
持
た
れ
て
い
な
い
と
思
う

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
と
従
業
員
の
自
社
へ
の
愛
着
状
況
 (
n=
39
3)
   

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
28

あ
ま
り
積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度
積
極
的

積
極
的

積
極
的
で
な
い

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

従
業
員
か
ら
の
愛
着

5 %
43

%

6 %

12
%

53
%

19
%

54
%

24
%

33
%

53
%

31
%

41
%

10
% 9 %

1 % 2 % 1 %1 %

22 %

デ
ザ
イ
ン
経
営
に
積
極
的
な
ほ
ど
従
業
員
か
ら
愛
さ
れ
る

従
業
員
か
ら「
と
て
も
愛
着
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
う
」「
愛
着
を
持
た
れ
て
い
る
と
思
う
」と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
に
積
極
的
な
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
48
%
→
59
%
→
65
%
→
73
%
）

調
査
結
果

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 59 -
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デ
ザ
イ
ン
経
営
に
積
極
的
な
ほ
ど
顧
客
か
ら
愛
さ
れ
る

自
社
又
は
、
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
は「
同
業
他
社
と
比
較
し
て
も
多
い
」と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
に
積
極
的
な
ほ
ど
増
加
し
て
い
ま
す
。（
24
%
→
37
%
→
43
%
→
50
%
）

調
査
結
果

同
業
他
社
と
比
較
し
て
も

「
コ
ア
フ
ァ
ン
」
は
多
い

同
業
他
社
と
同
程
度
で
あ
る

同
業
他
社
と
比
較
し
て
も

「
コ
ア
フ
ァ
ン
」
は
少
な
い

全
く
愛
着
を
持
た
れ
て
い
な
い
と
思
う

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
と
同
業
他
社
と
比
較
し
た「
コ
ア
フ
ァ
ン
」の
状
況
 (
n=
39
3)
   

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
27

あ
ま
り
積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度
積
極
的

積
極
的

積
極
的
で
な
い

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

自
社
の
コ
ア
な
フ
ァ
ン

24
%

30
%

37
%

43
%

33
%

50
%

35
%

11
%

18
%

33
%

20
%

20
%

4 %

26
%

10
% 6 %

- 学生の確保の見通し等を記載した書類 別添資料 ― 60 -
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大
き
な
期
待
が
あ
る

期
待
が
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

期
待
は
な
い

57
%77

23
%

1 %

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
状
況
と
デ
ザ
イ
ン
投
資
に
関
す
る
将
来
へ
の
期
待
の
状
況
 (
n=
39
3)
   

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
×
Q
29

デ
ザ
イ
ン
投
資
に
関
す
る

将
来
へ
の
期
待

あ
ま
り
積
極
的
で
な
い

あ
る
程
度
積
極
的

積
極
的

積
極
的
で
な
い

デ
ザ
イ
ン
経
営
に

11
%

45
%

38
%

6 %

16
%

67
%77

17
%77

デ
ザ
イ
ン
経
営
に
積
極
的
な
企
業
は
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
て
い
る

こ
れ
ま
で
実
施
し
た「
デ
ザ
イ
ン
へ
の
投
資
」が
、
自
社
の
将
来
的
な
展
開
や
新
た
な
事
業
開
発
等
に
お
い
て
も

効
果
を
発
揮
し
て
く
れ
る
と
い
う
期
待
に
つ
い
て「
大
き
な
期
待
が
あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
は
、

デ
ザ
イ
ン
経
営
の
取
組
み
に
積
極
的
な
ほ
ど
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
11
%
→
16
%
→
19
%
→
40
%
）

調
査
結
果
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23

D
es
ig
n 
Va
lu
e 
In
de
x

実
施
主
体

D
es
ig
n 
M
an
ag
em
en
t I
ns
tit
ut
e

（
米
国
の
デ
ザ
イ
ン
推
進
を
担
う
非
営
利
組
織
）

調
査
概
要

●
S&
P5
00
企
業
中
、
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
て
い
る
企
業
16
社
の

株
価
を
D
VI （
D
es
ig
n 
Va
lu
e 
In
de
x）
と
し
、S
&
P5
00
全
体
の

株
価
推
移
と
比
較
分
析

●
比
較
期
間
：
20
05
～
20
15
年

調
査
結
果
　
●
D
VI
は
S&
P5
00
全
体
と
比
較
し
て
21
1%
の
デ
ザ
イ
ン
を
重
視

し
て
い
る
企
業
16
社
の
株
価
は
、そ
う
で
な
い
企
業
と
比
較

し
て
2倍
以
上
の
成
長
率
を
記
録

●
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
す
る
会
社
は
成
長
率
が
高
い
こ
と
を
示
唆

実
施
主
体

D
es
ig
n 
C
ou
nc
il （
英
国
の
非
営
利
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

調
査
概
要
　
●
19
93
年
以
降
デ
ザ
イ
ン
賞
を
獲
得
し
た
16
6社
を

D
es
ig
n 
In
de
xと
し
、ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
主
要
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

（
FT
SE
10
0：
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
時
価
総
額
上
位
10
0企
業
）

等
の
株
価
推
移
と
比
較
分
析

●
比
較
期
間
：
19
94
～
20
04
年

調
査
結
果

●
 D
es
ig
n 
In
de
xは
FT
SE
10
0等
と
比
較
し
S
&
P
50
0
全
体
と

比
較
し
て
2倍
以
上
の
成
長
率
を
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＜就任（予定）年月＞

－ 学長
ｵｻﾞｷ　ﾖｼﾕｷ

小嵜　善通
＜令和3年4月＞

修士
（文学）

成安造形大学　学長
（令和3年4月～令和6年3月）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。
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教 員 名 簿
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